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はじめに 
このたびは、ＫＲ３０００シリーズ グラフィックレコーダをお買い上げいただきありがとうございます。

本器を正しく安全にご使用頂くために、またトラブルを未然に防ぐためにも、本取扱説明書を必ずお読み

ください。 

１.取扱説明書について 

本書は、「標準仕様の取り扱い方法」と「オプション仕様の警報出力」について記載しております。こ

の他、取り扱いの説明が必要なオプション等については、それぞれ専用の説明書が付属されますので、

本書と合わせてお読みください。 

２.お願い 

●計装・設置・販売業者の方へ 

 この説明書は、本器をお使いになる方のお手許へ確実に渡るように手配してください。 

●本書をお取り扱いになる方へ 

 この説明書は、保守の際にも必要です。本器を廃棄するまで大切に保管してください。 

３.開梱時のご注意 

・ 梱包箱から本製品を取出す際、製品を落とさないようにご注意ください。 

・ 本製品を輸送する際、本製品用梱包箱に入れ、さらにクッションを敷き詰めた外箱に入れて輸送し  

てください。そのような場合を考え、本製品用梱包箱は保管されることをお勧めします。 

・ 本製品を最終製品(パネル)からはずした状態で長期間使用しない場合、本製品用梱包箱に入れ、周 

囲温度が常温でほこりなどが少ない場所で保管してください。 

４.お断り 

・ 本書の全部、または一部を無断で複写、または転載することを禁じます。 

・ 本書の記載内容は、お断わりなく変更する場合があります。 

・ 本書の内容については、万全を期しておりますが、万一、ご不審な点や誤り、記載漏れなどがあり 

ましたら、最寄の弊社営業所までご連絡ください。 

・ 運用した結果につきましては、いかなる場合でも責任を負いかねますので、ご了承ください。 

５.商標 

・ 記載されている会社名、製品名は、各社の商標及び登録商品です。 

・ 本文中では、ＴＭ及びⓇマークは、省略して記載しております。ご了承ください。 

本製品の保証期間は、お買い上げ後１年間です。保証期間中に取扱説明書、製品貼付ラベルなど

の注意を遵守した正常な使用状態で、本製品が故障した場合には無償修理致します(日本国内に限

る)。その場合、お手数ですが、ご購入先、もしくは最寄りの弊社営業所までご連絡ください。 

但し、下記に該当する場合は、保証期間中でも有償修理になります。 

 

１．誤使用、誤接続、不当な修理や改造による故障及び損害。 

２．火災・地震・風水害・落雷・その他の天変地異、公害・塩害・有害性ガス害、異常電圧や指

定外の電源使用による故障及び損害。 

３．寿命部品や付属品の交換。 

製品の保証期間 
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電子機器の廃棄について 

本製品はＷＥＥＥ指令適用製品です。 

製品の廃棄については、再利用、リサイクルのため、 

適切な分別回収をお願いします。 

６.廃棄方法 

６.１ 廃棄 

製品を梱包していた箱や、ビニール袋、衝撃材などは、廃棄する地域の定めるゴミ収集方法に応じて

分別し、リサイクル等にご協力ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

注意  
 
１．本製品には、構成する部品において、規定量以下の微量な有害物質が含まれています。 

２．本製品を廃棄する際は、必ず、専門業者へ廃棄を依頼してください。または、各地方自治体の

定める方法に従って廃棄してください。 

３．本製品には、リチウム電池を使用していますので、リチウム電池は必ず、取り外し、専門業者

へ廃棄を依頼してください。 
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６.２ 廃棄目的によるリチウム電池の取外方法 

お客様による電池交換は、破損や故障につながる恐れがありますので、本製品を廃棄する場合を除き、

電池の取り外しは行わないでください。 

 

① キーカバーを開き、ＵＳＢポート左部のシー

ルを剥がし、前面表示部を固定している２箇

所のネジを外してください。 

② 前面表示部の下側を手前に引き、そのまま上

にスライドさせるように持ち上げるとケース

から外れます。 

③ 前面表示部は、基板Ａと１種類のコードで接

続されていますので、これを外してください。 

④ 基板Ａは２種類のコードで接続されています

ので、これを外してください。 

⑤ 基板Ａを固定している４箇所のネジを外し、

基板Ａを手前に引き抜いてください。 

⑥ 電池ホルダは基板Ｂに取り付いています。先

の細い絶縁された工具を使用して電池ホルダ

からリチウム電池を取り外してください。 

 

 
 
 

基板A 

前面 

表示部 
基板A 

前面 

表示部 

基板B 
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1. 安全に正しくご使用いただくために 
 

 

この「安全にご使用いただくために」は本製品を正しくお使いいただき、あなた自身や他の人々へ

の危害や財産の損害を未然に防ぐためのものです。記載内容を充分ご理解いただき、警告/注意事項

を必ずお守りください。 
  

1.ご使用の前提条件

本製品は、屋内の計装用パネルに取付けて使用するコンポーネントタイプの一般製品です。それ

以外の条件では使用しないでください。 

ご使用の際は、最終製品側でフェールセーフ設計や定期点検などを行い、システムの安全性を施

した上でご使用ください。また、本製品の結線・調整・運転に関しては、計装知識を持った専門

業者などに依頼してください。 

さらに、実際にご使用になる方も、本取扱説明書をお読みいただき、本製品の諸注意事項、基本

的な操作などについて十分にご理解いただく必要がございます。 
 

2.本器に使用しているラベル 

安全にお使いいただくため、次のラベルを使用しています。 

 

ラ ベ ル 名   称 意     味 

 

アラートシンボルマーク 
感電や怪我などの恐れがあるために、取扱説明書を

参照する必要がある箇所です。 

 

保護導体端子 
感電を防ぐため、電源設備の保護導体に接続する端

子です。 

    

  3.本取扱説明書で使用している警告/注意シンボルマーク 

本器を安全にお使いいただくため、また本器の損傷や思わぬ事態にならないための注意事項を重

要度により次の記号で区分します。 

 

 
遵守しないと、使用者が死亡または重傷を負う恐れがある、危険な状態が生じ

ることが想定されます。 

 
遵守しないと、使用者が軽傷を負うか、または物的な損害が発生する危険な状

態が生じることが想定されます。 

 

本器の動作が本来の機能を発揮しないか、その恐れがある注意事項です。 

 

取り扱い(操作)などの補完で、知っていると便利な事項です。 

 

 

警告 

注意 

1 

注 記 

参 考 
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■タッチパネル使用時の注意 

・ 衝撃を与えたり強い力で押したりしないでください。破損する恐れがあります。 

・ 鋭利な刃物やとがったものなどでこすったり押したりしないでください。 

・ 水及び有機溶剤、酸性の雰囲気中やそれらに触れる状態での保存及び使用は避けてくださ

い。 

・ 直射日光のあたるところでの使用は避けてください。 

・ 汚れは柔らかい布や中性洗剤またはアルコールを染み込ませた布で軽く拭いてください。本

器はプラスチック部品を使用しているため有機溶剤を使用しないでください。 

・ 変色・変形・破損する恐れがあります。誤って薬品などが付着した場合は人体に影響がない

状態ですぐに拭き取ってください。 

・ 結露は自然現象のため、タッチパネル内部に発生する結露は異常ではありません。タッチパ

ネルが室温に近づくと自然に結露は消えますが、結露した状態での使用は故障の原因となり

ますので避けてください。 

・ タッチパネルは 2点を同時に押すと座標が正常に読み取れません。操作時は 1点を押してく

ださい。 

注意 
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人体への危険や事故を防ぐ上で重要な事項が書いてあります。 

 下記の事項を必ずお読みいただき、充分にご理解の上遵守してください。 
 

1.スイッチと過電流保護デバイス 
本器には交換できる過電流保護デバイスがありま

せん。本器に供給する電源には、スイッチと過電

流保護デバイス(ブレーカ、サーキットプロテクタ

など)を３m 以内の手の届きやすい所に設けてくだ

さい。上記切断装置は、IEC947-1、IEC947-3 に適

合するものを使用してください。 
 

2.接地は必ず行ってください 
感電防止のため、電源を入れる前に本器の保護導

体端子を電源設備の保護導体に接続し、使用中は

外さないでください。 
 

3.初めて電源を入れる前に 
安全のため、供給電源が電源ラベルに表示してあ

る範囲内であることを確かめてから、外部の電源

スイッチをＯＮにしてください。 
 

4.修理や改造は行わないでください 
当社の認定したサービス員以外は、部品交換によ

る修理や改造を行わないでください。本器の損傷

や正しい機能が発揮できないだけでなく、本器内

部に手や工具を入れることにより、感電事故や火

傷などの危険が生じる場合があります。なお、通

常のご使用では内器を引き出す必要はありません。 
 

5.説明書に従ったご使用を 
本器を正しく安全にご使用していただくため、本説 

明書に従ってご使用ください。誤使用により生じた 

傷害や損害などいかなる請求についても、当社で 

は一切その責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 
 

6.安全装置の設置 
本器は一般工業製品向けの汎用品として設計しています。原子力・放射線関連機器、医療機器、航

空宇宙機器、鉄道や舶用の輸送用機など人命及び財産にかかわる用途での使用は意図していません。

人命及び財産にかかわる高い品質・安全性を要求される設備に使用される場合には、お客様の責任

において、保護・安全回路の設計及び設置を行って安全性の確保をお願いします。 
 

7.ご不審な場合は供給電源を止めてください 
異臭や異音、煙などが出ていたり、手を触れられないほど高温になっている場合、危険ですので 

 供給電源をＯＦＦにし、当社の支店・営業所に連絡してください。

 

安全のため、本器の電源ユニット内に下記

のヒューズが入っていますが、 

交換出来ません。  

 

 電源ユニット内のヒューズ 参 考 

メーカー：大東通信機㈱ 

形 式：SBL32 

電源端子 
保護導体端子

電源ラベル 

100-240V AC 
50/60Hz 65VA MAX 

 電源・ 
保護導体端子 

電源設備の 
保護導体へ 

供給電源 

過電流保護 
デバイス 
(250V 3A) 

スイッチ 

Ｌ Ｎ

警告 
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2. ご使用前の確認 
本製品を開封後、必ず、ご使用前に以下のことをご確認ください。万一、ご不審な点などがございました

ら、ご購入先もしくは最寄の弊社営業所までご連絡ください。 

2.1 外観のご確認 

外観上、製品に破損などがないことをご確認ください。 

2.2 形式のご確認 

本器の形式と製造Ｎｏ．は、ケース上面に貼付されているラベルで確認できます。 

ご購入いただいた計器がどのタイプか、形式コードでご確認の上ご使用ください。 
  

■形式コード 

ＫＲ３P   －   Ａ 
 

測定点数／周期 
２０：フルマルチ入力１２点(100ms 仕様) 
４０：フルマルチ入力２４点(100ms 仕様) 
６０：フルマルチ入力３６点(100ms 仕様) 
８０：フルマルチ入力４８点(100ms 仕様) 
２１：フルマルチ入力１２点(1s 仕様) 
４１：フルマルチ入力２４点(1s 仕様) 
６１：フルマルチ入力３６点(1s 仕様) 
８１：フルマルチ入力４８点(1s 仕様) 

通信インターフェイス（オプション） 
Ｎ：無し 
Ｒ：上位通信（ＲＳ-232C） 
Ｓ：上位・下位通信（RS-422A/RS-485） 

警報出力，接点入力（オプション） 
０：無し 
１：警報リレー出力（１２点 ａ接） 
２：警報リレー出力（ ６点 ｃ接） 
３：警報リレー出力（２４点 ａ接） 
４：警報リレー出力（１２点 ｃ接） 
５：警報リレー出力（１２点 ａ接）＋（６点 ｃ接点） 
Ａ：無電圧接点入力（８点） 
Ｂ：警報リレー出力（１２点 ａ接）＋無電圧接点入力（８点） 
Ｃ：警報リレー出力（ ６点 ｃ接）＋無電圧接点入力（８点） 
Ｄ：警報リレー出力（２４点 ａ接）＋無電圧接点入力（８点） 
Ｅ：警報リレー出力（１２点 ｃ接）＋無電圧接点入力（８点） 
Ｆ：警報リレー出力（１２点 ａ接）＋警報リレー出力（６点 ｃ接） 

＋無電圧接点入力（８点） 

KR3P**-**A 
K3******* 

MADE IN JAPAN 

形式(形式コードで確認) 

製造Ｎｏ． 

2 
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2.3 付属品のご確認 

梱包箱には、下記の付属品が入っています。ご確認ください。 
 

品    名 数 量 備      考 

①取扱説明書 
１枚 ＫＲ３－０４－□（総合）、ＺＡＩＬＡ－Ｐ（解析ソフト）、ＣＤ-ＲＯＭ 

(１冊) ＫＲ３－０２－□（取付・結線編）、Ａ４ 冊子 

②取 付 金 具      １組 
パネルへの取付用 

③レンチ １本 

④端子ネジ ５本 Ｍ３．５、入力端子および警報（接点入力）端子用（紛失時の予備） 

 

 
 
 
 
 
 
 

タッチペンによる前面扉の違い 

  
 
 

① 付属品箱に同梱されているタイプ           ② ＫＲ３０００キーカバーに収納しているタイプ 

タッチペンの付属方法には付属品箱に同梱されている場合とＫＲ３０００キーカバーに収納されて

いる場合の２種類があります。 

タッチペンの付属方法 注 記 

②取付金具 

④端子ネジ 

①取扱説明書 ③レンチ 

① 付属品箱に同梱されているタイプ   ② キーカバーに収納しているタイプ 
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3. 設置 
 

 

3.1 設置場所 

測定精度や記録動作に悪い影響を与えないため、次の場所に設置してください。 

(1)工業環境 

電界や磁界の発生源から離し、機械的振動・衝撃のない所を選んでください。 

●過電圧カテゴリ・・・・Ⅱ（ＥＮ規格） ●高度・・・・・・・・２０００ｍ以下 

●汚染度・・・・・・・・２（ＥＮ規格） ●使用場所・・・・・・室内 

 

(2)周囲の温度・湿度 

直射日光を避け、温度の上昇を防ぐため、本器の周辺は密閉しないでください。 

  ●周囲温度は２３℃前後で、湿度は５０％rh 付近で安定している所。 

  ●前面部の変形を防ぐため、熱風(５０℃以上)が当たらない所。 

  ●測定誤差を小さくするため、端子の近くに熱源が無く、風の当たらない所。 

 

(3)雰囲気 

  ●安全のため、引火性ガスのある所は避けてください。 

  ●ほこりや煙, 蒸気などがある所は避けてください。 

 

(4)取付角度 

  ●左右の傾き・・・０゜ 

  ●前後の傾き・・・前傾 : ０゜, 後傾 :０～２０゜ 

上記以外は記録動作に影響をあたえます。 
 

3.2 外形寸法 

取付金具装着状態の寸法で示します。 

 

 

3 

単位 : mm 

 
 
 

注意 
■事故防止のため必ず、本内容をお読みいただき、ご理解ください。 
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3.3 パネルへの取付方法 

 
 

 

 

 

 

 

(1)パネルカット寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

(2)取付方法 

①本器をパネルの正面からパネルカット部に入れます。 

②本器の左右側面に各１箇所（計２箇所）のネジ孔があるので、付属の取付ネジ２本を軽くねじ込み

ます。 

③次に、取付金具の丸孔に、先に取付けたネジの六角頭を入れ、図の様にスライドさせながら、パネ

ルにしっかり押付け（前面より）、その状態で付属のレンチ、または、プラスドライバで取付ネジ

を締付けます。 

なお、ネジの締付トルクは、２．０Ｎ・ｍ（プラスドライバ使用時）です。 

※取付金具は、左右で異なりますのでご注意ください（取付は、２人で行ってください）。 

 
 
 
 
 
 
 

  

スライド 

パネルカット 

●複数台取付時の最小間隔 

2
81
 

281 +1 0 

+
1
 

0
 

(単位：mm) 

ﾊﾟﾈﾙｶｯﾄ 
3
60
 

360 

(単位：mm) 

パネル 

注意  
 
■パネルに取付けてご使用ください 

①本器は、屋内に設置された計装パネルに取付けてご使用ください。 

②パネルの厚さは、２～６mm の綱板または、同等の強度を持つ物を使用してください。 

③計器をパネルに取付ける際は、落下による怪我に注意してください。 
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4. 結線 
4.1 端子板図 

下図は、オプション（警報リレー出力（１２点 a 接），（６点ｃ接），無電圧接点入力、通信インターフェ

イス）を装備した端子板図です。イーサネット用コネクタは標準装備です。 
 

4 

 

 

[オプション端子部(※変更の場合有り)] 

通信端子部(M4)(オプション) 
 

電源端子(M4) 
 イーサネット用コネクタ 

 

SG 
 

保護導体端子(M4) 
  

RS-422A/485 
  

RS-232C 
 

TC・mV(+)、RTD(A)端子  

 
RTD(B)端子  

  

[CH 37～48] 
測
定
入
力
端
子
部
（M

3
.
5

） 

警報リレー出力(M3.5)(オプション２種） 
・12 点 a 接 端子台 

・ 6 点 c 接 端子台 

 

＊ＫＲ３Ｐ□□-□５Ａ、-□ＦＡ の場合

ａ接出力用端子台を下側に配置  

ｃ接出力 用端子台を 上側に配置  

無電圧接点入力(M3.5)(オプション)  

・無電圧接点入力 8点(コモン共通) 

 

[CH 25～36] 

[CH 13～24] 

[CH 1～12] 

TC・mV(-)、RTD(B)端子 

TC・mV(+)、RTD(A)端子 

RTD(B)端子 
TC・mV(-)、RTD(B)端子 

TC・mV(+)、RTD(A)端子 

RTD(B)端子 
TC・mV(-)、RTD(B)端子 

  

 

 

N.O 端子(M3.5)   

COM 端子(M3.5) 

端子番号
 1～12

無電圧接点入力(M3.5) 

端子番号 1～8
 

COM 端子 

 
  

端子番号  
1～6   

●無電圧接点入力８点の場合  

●警報リレー出力(１２点 a 接)の場合 ●警報リレー出力(６点 c 接)の場合 

N.O 端子(M3.5) 
COM 端子(M3.5) 
N.O 端子(M3.5) 

TC・mV(+)、RTD(A)端子 

RTD(B)端子 
TC・mV(-)、RTD(B)端子 
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●通信端子部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イーサネット用 

コネクタ 

上位通信端子 

（ＲＳ－４２２Ａ/４８５） 上位通信端子 

（ＲＳ－２３２Ｃ） 

 

ＳＤＡ 

● ＲＳ－４２２Ａ端子配列 

ＳＤＢ 

ＳＧ 

ＲＤＢ 

ＲＤＡ 

● ＲＳ－４８５端子配列 

 
 
■アラートシンボルマーク(   )と場所 
 

人体に触れると感電する恐れがある箇所に   マークが貼ってあります(下表)。 

 

端子名称 電源端子 測定入力端子 ﾒｶﾘﾚｰ c 接点 

警報端子 

ﾒｶﾘﾚｰ a 接点 

警報端子 

ﾏｰｸが貼ってある場所 電源端子の左下 端子ｶﾊﾞｰの右下 端子ｶﾊﾞｰの右下 端子ｶﾊﾞｰの右下 

警告 

ＳＤＡ 

ＳＤＢ 

ＳＧ 
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端子台 

取付ねじ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
熱電対入力端子台のみ、他の計器の端子台と交換はできません。交換すると測定誤差を生じます。 

 熱電対入力端子台の交換 注 記 

 入力端子台と警報端子台は取外し可能 参 考 
結線を容易にするため、入力端子台と警報端子台(接点入力端子台含む)は、取外しが可能です。 

①各端子台とも、取付ねじ２本を外すと取り出せます。 

②本体と端子台は、コネクタで接続してあります。 

 
 
■電源をＯＦＦにして脱着 

端子台の取付け、取外しは電気回路の損傷を防ぐため、外部に設けた電源スイッチをＯＦＦに

してから行ってください。 

■着脱の際の注意 

各ユニットの取付け時、取外し時、および、ユニットを外した状態でコネクタのピンに触れた

り、曲げたりしないよう取扱いには十分ご注意ください。 

注意 
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4.2 結線上のご注意 
結線する前にご注意いただく点を示します。安全性・信頼性を保つためにお守りください。 

 

(1)供給元の電源 

本器へ供給する電源は、誤動作を防ぐため波形に

ひずみがなく、電圧の安定した単相電源をお使い

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)強電回路から離す 

入・出力の結線は、動力線などの強電回路と近接

や並行することを避けてください。近接や並行す

る場合は５０ｃｍ以上離してください。 

 

(3)熱電対入力は熱源から離す 

熱電対入力は基準点補償の誤差を少なくするため、

特に端子部を熱源(発熱する物体)から離してくだ

さい。また、直射日光などの輻射も避けてくださ

い。 

 

 

(4)ノイズ源から遠避ける 

ノイズの発生源からは、できるだけ遠避けてくだ

さい。思わぬ故障になる場合があります。ノイズ

源から遠避けられない場合は対策を施してくださ

い。 
 

主な 

発生源 

●電磁開閉器など 

●波形歪みのある電源ライン 

●インバータ 

●サイリスタレギュレータ 

対策 

電源、入・出力端子間にノイズフィ

ルタを挿入します。ＣＲフィルタが

多く用いられます。 

  

(5)圧着端子を使用 

①端子のゆるみや外れ、端子間の短絡防止のため、

結線コードの端末は、圧着端子を付けてくださ

い。 

②圧着端子は、感電防止のため絶縁スリーブ付を

ご使用してください。 

 

(6)未使用端子 

未使用端子は中継用に使わないでください。電気

回路を損傷する恐れがあります。

 
 
 
 

端子の種類と端末処理 
端子台 ネジ径 締付トルク 端末処理(単位 : mm) 

電源・保護導体・ 

通信端子 
M4 1.2N・m 

 

  Ｏ形 

上記以外の端子 M3.5 0.8N・m 

 

Ｏ形           Ｙ形 

 

 

 

※できる限り、Ｏ形をお使いください。 

8.5 以下 4.3 以上 

t:0.8 

絶縁スリーブ付 

8 以下 3.7 以上 

t:0.8 

絶縁スリーブ付 

8 以下 3.7 以上 

t:0.8 

絶縁スリーブ付 

 
 

■結線したコードの処置は適切に 

結線したコードは、人や物に引っかからないよう、確実に処置してください。 

コードに引っかけて結線が外れたり切れたりすると、感電事故につながります。 

警告 

 
 
①スイッチと過電流保護デバイス 

結線時の感電防止のため、供給元の電源には、

ｽｲｯﾁと過電流保護ﾃﾞﾊﾞｲｽ(3A)を付加してくださ

い。本器には、交換できるﾋｭｰｽﾞがありません。 

②供給元の電源をＯＦＦで結線 

電源や入・出力結線を行う時は、感電防止のた

め供給元の電源は、必ずＯＦＦにしてください。 

警告 
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4.3 電源・保護導体端子の結線 
(1)電源・保護導体端子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)電源端子の結線 

電源線は６００Ｖビニール絶縁電線を使い、端末を

絶縁スリーブ付圧着端子加工して結線します。 

注：次の規格のコードをお使いください。 

 ①ＩＥＣ ２２７－３ 

 ②ＡＮＳＩ／ＵＬ８１７ 

 ③ＣＳＡ Ｃ２２．２ Ｎｏ．２１／４９ 

 

(3)保護導体端子の結線 

電源設備の保護導体に必ず接続してください。結

線は、絶縁スリーブ圧着端子加工して接続します。 

・接地線 : 素線径２ｍｍ２以上の銅線（緑/黄） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■供給元の電源をＯＦＦにする 

電源・保護導体端子の結線の前に、感電防止のため供給元の電源は必ずＯＦＦにしてください。 

警告 

 
 
■電源電圧とノイズにご注意 

本器の電源電圧は、電源端子部に表示していま

す。表示以外の電圧を入れると事故を起こすか

動作不良になります。また、電源にノイズが混

入する場合は、ノイズカットトランスの設置な

どの対策をしてください。 

注意 

カナダのＣＳＡ規格に準拠した表示です。単

相交流電源のライブ側がＬ，ニュートラル側

がＮの表示です。満足な性能を得るために、

Ｌ・Ｎの結線を守ってください。 

  電源端子のＬ・Ｎ表示 注 記 

電源端子 

Ｌ Ｎ 
保護導体端子 

100-240V AC 
50/60Hz 65VA MAX 

電源 (電圧、周波数、消費電力) 

Ｌ Ｎ 

素線２ｍｍ２以上の 

銅線(緑/黄) 

電源設備の保護導体へ 

必ず接続してください。

６００Ｖビニール 

絶縁電線 

電源 

  結線後、電源端子カバー 
を取付けてください。 

 
 
■電源端子部の   マーク 

結線後の電源端子部には、１００－２４０Ｖ

ＡＣの電圧が印加されています。結線後は、

感電防止のため電源端子カバーを必ず取付

けてください。 

警告 
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4.4 測定入力端子の結線 
(1)測定入力端子 

感電防止のため、供給元の電源をＯＦＦにしてか

ら結線してください。 

●入力端子には、絶縁スリーブ付圧着端子を付け

て結線してください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)直流電圧(電流)入力の結線 

入力線は、ノイズ対策のための計装用ツイスト線

をご使用してください。電流入力は、測定したい

チャンネルに電流入力受信抵抗を接続してから結

線します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)熱電対(ＴＣ)入力の結線 

本器の入力端子まで、必ず熱電対線(または補償導

線)で結線してください。途中から銅導線で結線す

ると大きな測定誤差を生じます。 

なお、一対の熱電対線を他の計器(調節計など)と

並列接続して使うと、トラブルの原因になります

ので避けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)測温抵抗体(ＲＴＤ)入力の結線 

測定誤差を防ぐため、入力線は各線の抵抗値が等

しい３芯コードを使用してください。 

なお、１本の測温抵抗体を他の計器(調節計など)

と並列接続はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
■許容入力電圧 

入力の種類 許容入力電圧 

電圧、熱電対入力 ±１０ＶＤＣ※ 

測温抵抗体入力 ±６ＶＤＣ 

※±５Ｖレンジ以上を設定したチャンネ

ルは±６０ＶＤＣ 

注意 

 
 
■測定入力端子部の   マーク 

測定入力端子は、コモンモードノイズにより、高い電圧の加わる可能性があります。ノイズ許容値は３

０ＶＡＣまたは６０ＶＤＣ以下です。許容値以下であることを確かめてください。結線後は、感電防止

や入力線の保護のため端子カバーを取付けてください。熱電対入力では、端子カバーを取付ける事によ

り、基準点補償の誤差が小さくなります。 

警告 

計装用 
ツイスト線 

直流電圧入力 

（＋） 

(－) 

１ ２ ３ ４ ５ ６  

●直流電圧(電流)入力 

補償導線 

熱電対 

赤(＋) 

白(－) 

１ ２ ３ ４ ５ ６  

●熱電対(TC)入力 

●測温抵抗体(RTD)入力 

３芯コード 
(同一線径、同一長さ) 

注 : １線当りのコードの抵抗値は 
  １０Ω以下です。３線とも同じ
  抵抗値にします。 

１ ２ ３ ４ ５ ６  

測温抵抗体 

Ａ 

Ｂ

Ｂ

TC・mV(＋)、RTD(A)端子と TC・mV(－)、RTD(B)

端子は、それぞれチャンネル毎に絶縁されて

いますが、RTD(B)端子はチャンネル間を内部

で短絡しています。KR3P*0 は各入力端子ユニ

ットのチャンネル１～４、５～８、９～１２をそ

れぞれ短絡、KR3P*1 は各ユニットのチャンネ

ル１～１２をそれぞれ短絡しています。 

  測定入力端子の絶縁 注 記 
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4.5 警報出力端子の結線（オプション） 
警報出力付(オプション)のみです。 

 

(1)警報出力端子部 
 
出力仕様で端子構成が変わります。 
 

警報リレー出力(1a) 
 

警報リレー出力(1c) 
 

 
 
 
 
 

Ｎ．Ｏ端子（Ｍ3.5） 

ＣＯＭ端子（Ｍ3.5） 

警報リレー出力 

(12 点) 

Ｎ．Ｃ端子（Ｍ3.5）

ＣＯＭ端子（Ｍ3.5）

Ｎ．Ｏ端子（Ｍ3.5）

警報リレー出力 

(6 点) 
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(2)結線 
感電防止のため、供給元の電源とバッファリレー用の電源をＯＦＦにしてから結線してください。 
 ①負荷へは、バッファリレーを介して結線します。 
 ②警報出力端子へは、絶縁スリーブ付圧着端子を付けて結線します。 
③出力端子に３０ＶＡＣ/６０ＶＤＣ以上の電圧がかかるときは、Ｏ形の絶縁スリーブ付圧着端子で信
号線を接続してください。また、３０ＶＡＣ/６０ＶＤＣ以上の電圧がかかる信号線は２重絶縁(耐
電圧性能２３００ＶＡＣ以上)線、その他の信号線は基礎絶縁(耐電圧性能１３９０ＶＡＣ以上)線を
使用してください。結線後は、感電防止のため端子カバーを必ず取付けてください。 

 

メカリレーａ接点出力の例 メカリレーｃ接点出力の例 
  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
(3)結線のご注意 

結線におけるご注意を下記に示します。 
項      目 内           容 

メカリレー出力仕様の 

接点容量 

（ａ接点，ｃ接点共通） 

 
                                  (最小負荷) 

                           100μA 100mVDC 

 

接点保護素子Ｚの取付 

●バッファリレーに合った接点保護素子を取付けてください。 
瞬時でも接点容量を超えた信号が印加されますとリレーを破損します。 

●取付場所は、バッファリレーのコイル側(4.5 項(2)結線の図 a)が効果的
で軽負荷による誤動作を妨げます。 

バッファリレーの選択 

(1)コイル定格・・・出力端子の接点容量以下 
(2)接 点 定 格     ・・・負荷電流の２倍以上 
なお、コイルのサージ吸収素子内蔵形のリレーを推奨します。負荷定格を
満足するバッファリレーが無ければもう一段のバッファリレーを設けてく
ださい。 

接点保護素子の選択 

サージ吸収素子内蔵形のバッファリレーが無い場合は、この素子を取付けます。 
素子は、Ｃ・Ｒ（コンデンサ＋抵抗）が一般的です。 
 
〈Ｃ・Ｒの目安〉  Ｃ：０．０１μＦ（定格１ｋＶ程度） 

Ｒ：１００～１５０Ω（定格１Ｗ程度） 
 

電源 
負
荷 

ｂ ａ 

バッファリレー 
本器 

Ｎ.Ｏ

ＣＯＭ

: 接点保護素子 

 (a 側に付けるのが望ましい) 

  
■安全対策を設けてください 
本器の警報出力は、誤動作・故障, 入力異常
などによって、出力不調を生じる可能性が 
あります。 
必要に応じて、安全対策を別途設けてから 
ご使用ください。 

注意 

電源 

負
荷 

ｂ ａ 

バッファリレー 本器 

Ｎ．Ｏ

ＣＯＭ

Ｎ．Ｃ
※

: 接点保護素子(a 側に付けるのが望ましい) 

※Ｎ.Ｃ端子は、Ｎ.Ｏ端子と逆で警報発生の時に開放と

なります。 

電  源 抵抗負荷 誘導負荷 

１００ＶＡＣ ０.５Ａ ０.２Ａ 

２４０ＶＡＣ ０.２Ａ ０.１Ａ 

３０ＶＤＣ ０.３Ａ ０.１Ａ 

 
 
■警報出力部の  マーク 
警報出力端子には、指定の接点容量以下の負荷
を接続してください。 
結線後の警報出力端子には、バッファリレー用
電源が印加され、触れると感電します。 
結線後は、必ず端子カバーを取付けてください。 

警告 
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4.6 接点入力端子の結線と動作選択（オプション） 

接点入力端子付（オプション）のみです。 

 

(1)無電圧接点入力端子 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)結線 

 感電防止のため、供給元の電源をＯＦＦにしてから 

 結線します。 

① 接点入力端子へ与える信号は、無電圧接点 

信号にしてください。 

② 接点入力端子へは絶縁スリーブ付圧着端子を 

付けて結線します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＩ  １   ２    ３   ４   ５   ６   7   ８      ＣＯＭ 

■ 結線例 

■端子の機能 

① 接点入力･･････ＯＮ/ＯＦＦ（短絡/開放）状態を測定します。レンジ種類を DI に選択してくだい。

（「10.3 入力・演算設定」参照） 

② パルス入力････パルス入力として使用。レンジ種類を Pulse(+)、Pulse(-)に選択してください。 

（「10.3 入力・演算設定」参照） 

③ 積算リセット･･積算演算のリセットを実行。指定した接点入力端子がＯＮになったときに積算をリ

セットします。（「10.7 積算リセット設定」参照） 

④ マーカ････････マーカ書き込み。接点入力端子のＯＮによってマーカをトレンド上に書き込むこと

ができます。（「10.9 マーカテキスト設定」参照） 

⑤ ファイル操作･･内部メモリーのデータファイルの記録スタート/ストップを実行。 

接点入力端子がＯＮ/ＯＦＦになったときに記録スタート/ストップします。 

   （「10.6 ファイル設定」参照） 

●各機能は、ＣＯＭ端子と各端子間に０.１秒以上の短絡が必要です。 

 
●接点開放時の電圧：約５Ｖ 

●接点短絡時の電流：約２ｍＡ 

接点入力端子の特性 注 記 

 
 
■無電圧接点について 

接点入力端子に接続する接点は、電圧レベル 

３０ＶＡＣまたは、６０ＶＤＣ以下で駆動 

されるスイッチ、リレーなどや手動による 

微少負荷対応の接点を使用してください。 

注意 

無電圧接点入力 

ＤＩ １ ～ ８ ＣＯＭ端子 
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4.7 通信インターフェイス端子の結線（一部オプション） 

ＫＲ３０００は、上位機器とはイーサネットとＲＳ－２３２Ｃ、ＲＳ－４２２ＡまたはＲＳ－４８５で通

信接続することができます。 

下位機器とはＲＳ－４２２ＡまたはＲＳ－４８５で通信接続することができます。 

※ ＲＳ－２３２Ｃ／４２２Ａ／４８５端子を使用したシリアル通信機能はオプションです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

(1)上位通信をイーサネットで行う場合 

【ＰＣと１対１で接続する場合】 

ＰＣとＫＲ３０００を１対１で接続する場合は、クロスタイプのＳＴＰケーブルを使用します。 

 
 
 
 
 
 

【ＰＣとＮ対Ｎで接続する場合】 

複数台のＰＣまたは既存のＬＡＮに接続する場合は、スイッチングハブを使用して、ハブとイーサネッ

トユニット間はストレートタイプのＳＴＰを使用します。 

 
 
 
 

 

 

(2)通信端子の種類 

 

 

 

 

  

ＳＴＰクロス 
ケーブル 

ＫＲ３０００ 

ＰＣ 

（ＬＡＮ機能付） 

ＰＣ 

（ＬＡＮ機能付） 

ハブ 

ツイストペア 

ストレートケーブル 
ＳＴＰストレート

ケーブル 

ＫＲ３０００ 

SG RDB RDA SDB SDA 

●ＲＳ－４２２Ａ／ＲＳ－４８５ 

上位または下位 

●ＲＳ－２３２Ｃ 

上位のみ 

イーサネット用コネクタ RS－422A/485 端子 RS－232C 端子 
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(3)上位通信ＲＳ－２３２Ｃの結線 

本器の通信端子は、ＳＤ・ＲＤ・ＳＧの３端子のみで、制御信号を使用していません。一般のパソコン

は、制御信号を使用しています。コネクタ内の制御信号の配線処理は、パソコンがどのように制御信号

を使用しているかで異なるため、使用するパソコンの取扱説明書をお読みになってください。 

 
①  ９ピンコネクタの例 

 

 

 

 

 

 

 

②   ２５ピンコネクタの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコン 本器 

１５ｍ以内 

CD 
RD
SD
ER
SG
DR
RS
CS

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

CD
RD
SD
ER
SG
DR 
RS 
CS 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

本器 パソコン（例１）

１５ｍ以内 

SD
RD 
RS 
CS
DR
SG
CD
ER

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

20 

CD
RD
SD
ER
SG
DR
RS
CS

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 
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(4)上位通信ＲＳ－４２２Ａの結線 
ラインコンバータ（弊社形式：ＳＣ８－１０）を使用して、パソコンと接続します。ラインコンバータ

とパソコン間は、ＳＤ・ＲＤ・ＳＧの３信号のみで、制御信号を使用していません。 

 

パソコン 

(９ピンまたは２５ピン)※１ 

RD 

SD 

SG 

RDA 

RDB 

SDA 

SDB 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

ラインコンバータ 

(ＳＣ８－１０) 

１５ｍ以内 総延長１．２ｋｍ以内(ｍａｘ１０台）

終端抵抗 

100Ω・1/4W 

上図は、９ピン 

コネクタの例です。 

RD 
SD 
ER 
SG 
DR 
RS 
CS 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

本器 

SDA 

SDB 

RDA 

RDB 

SDA 

SDB 

RDA 

RDB 

本器 

SG※２ SG 

送信 
ﾃﾞｰﾀ SDB 

受信 
ﾃﾞｰﾀ 

SDA 

内
部
回
路 

RDB 

RDA 

※１ コネクタの配線処理は、前頁の「(3)上位通信ＲＳ－２３２Ｃの結線」をお読みください。 

※２ ＳＧ線は、機器のＦＧ端子または接地端子には接続しないでください。 
 

 
ＲＳ－４２２Ａの通信データを確実に伝送するため、伝送路の受信端に終端抵抗を取り付けます。 

（一般的な金属被膜抵抗でかまいません。当社でも用意しておりますので、ご用命ください。） 

ラインコンバータ（ＳＣ８－１０）が伝送回路の両端に当たる場合は、④と⑤を短絡してください。

短絡により、終端抵抗が挿入されます。 

  終端抵抗の取り付け 注 記 
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(5)上位通信ＲＳ－４８５の結線 
ラインコンバータ（弊社形式：ＳＣ８－１０）を使用して、パソコンと接続します。ラインコンバータ

とパソコン間は、ＳＤ・ＲＤ・ＳＧの３信号のみで、制御信号を使用していません。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パソコン 

(9ピンまたは25ピン)※１

RD 

SD 

SG 

RDA 

RDB 

SDA 

SDB 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

ラインコンバータ

(SC8-10) 

１５ｍ以内 総延長１．２ｋｍ以内(max31 台） 

終端抵抗 

100Ω・1/4W 

上図は、9ピン 

コネクタの例です。 

RD 
SD 
ER 
SG 
DR 
RS 
CS 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

他機種 

SA 

SB 

SG 

送信 
ﾃﾞｰﾀ SDB 

受信 
ﾃﾞｰﾀ 

SDA 

内
部
回
路 

RDB 

RDA 

※１ コネクタの配線処理は、前頁の「(3)上位通信ＲＳ－２３２Ｃの結線」をお読みください。 

※２ ＳＧ線は、機器のＦＧ端子または接地端子には接続しないでください。 
 

本器 

SDA 

SDB 

SG※２ 

RDA

RDB 

 
ＲＳ－４８５の通信データを確実に伝送するため、伝送路の両端に終端抵抗を取り付けます。 

（一般的な金属被膜抵抗でかまいません。当社でも用意しておりますので、ご用命ください。） 

ラインコンバータ（ＳＣ８－１０）が伝送回路の両端に当たる場合は、④と⑤を短絡してください。

短絡により、終端抵抗が挿入されます。 

  終端抵抗の取り付け 注 記 
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(6)下位通信ＲＳ－４２２Ａの結線 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

結線例 2（SYSMAC 使用時） 

KR3000 

下位通信端子 

SYSMAC SYSMAC 

SG SG 

終端抵抗 
100Ω・1/4W 

SG 

RDB 

RDA 

SDB 

SDA 

※SYSMAC の通信端子は本製品と A、B端子の極性が異なりますのでご注意ください。 

SDA(-) 

SDB(+) 

RDA(-) 

RDB(+) 

SDA(-) 

SDB(+) 

RDA(-) 

RDB(+) 

終端抵抗 
100Ω・1/4W 

結線例 1 

KR3000 

下位通信端子 

KE3000 等 SE3000,MELSEC 等 

SG 

SDB 

SDA 

RDB 

RDA 

SG 

終端抵抗 

100Ω・1/4W 

SG 

RDB 

RDA 

SDB 

SDA 

SDB 

SDA 

RDB 

RDA 

終端抵抗 

100Ω・1/4W 

 
ＲＳ－４２２Ａの通信データを確実に伝送するため、伝送路の受信端に終端抵抗を取り付けます。 

（一般的な金属被膜抵抗でかまいません。当社でも用意しておりますので、ご用命ください。） 

  終端抵抗の取り付け 注 記 
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(7)下位通信ＲＳ－４８５の結線 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

RD 

SD 

SG 

RDA 

RDB 

SDA 

SDB 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

ラインコンバータ

(SC8-10) 

１５ｍ以内 １．２ｋｍ以内

終端抵抗 

100Ω・1/4W 
RD 
SD 

SG 

2 

3 

9 

本器 

SDA 

SDB 

SG 

RDA

RDB 

結線例 2（SYSMAC 使用時） 

SYSMAC CPU ユニット 

内蔵 RS-232C ポート 

(D-SUB９ピン メス) 

RS-232C RS-485 

送信 
ﾃﾞｰﾀ SDB 

受信 
ﾃﾞｰﾀ 

SDA 

内
部
回
路 

RDB 

RDA 

結線例 1 

KR3000 

下位通信端子 

AL3000 等 SE3000,MELSEC 等 

SG 

RDB 

RDA 

SDB 

SDA 

SG 

SB 

SA 終端抵抗 

100Ω・1/4W 

SG 

RDB 

RDA 

SDB 

SDA 

終端抵抗 

100Ω・1/4W 

4 

5 

RS 

CS 

ＲＳ、ＣＳを接続 

その他オープン 

 
ＲＳ－４８５の通信データを確実に伝送するため、伝送路の両端に終端抵抗を取り付けます。 

（一般的な金属被膜抵抗でかまいません。当社でも用意しておりますので、ご用命ください。） 

ラインコンバータ（ＳＣ８－１０）が伝送回路の両端に当たる場合は、④と⑤を短絡してください。

短絡により、終端抵抗が挿入されます。 

  終端抵抗の取り付け 注 記 
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5. 主な特長と機能 
 

本器は複数チャンネルの温度、各種工業量を測定し、１２．１インチＴＦＴカラー液晶ディスプレイにリ

アルタイムトレンドグラフ/バーグラフ/数値など、さまざまな形態で表示できます。必要に応じて内部メ

モリー内の記録データをＵＳＢメモリーにコピーできます。コピーしたデータは、弊社専用の解析ソフト

(ＺＡＩＬＡ-Ｐ)で活用できます。また、ログイン機能・オーディットトレイル（監査証跡）などセキュ

リティ機能も備えています。 

測定結果の 

管理が容易 

測定結果が豊富な画面形態で表示され、モニタが容易です。 

また、記録データをＵＳＢメモリーにコピーすることができ、ＰＣで弊社専用の解

析ソフト(ＺＡＩＬＡ-Ｐ)を使用して再生することができます。 

豊富な画面 

リアルタイムトレンド、ヒストリカルトレンド、バーグラフ、数値表示(表形態)等

さまざまな画面表示があります。さらに、それらを任意に選択し複合表示すること

ができ、必要に応じた最適な画面でモニタリングできます。また、過去の警報発生

状態をまとめて表示する警報表示画面、マーカリスト画面、オーディットトレイル

（監査証跡）も用意しています。 

記録条件設定 
キー操作、警報、時刻設定等の任意な条件設定により、データ記録の開始/終了が設

定できます。 

メモリー機能 
通常時は内部メモリーに記録し、記録データ・設定ファイルをＵＳＢメモリーへコ

ピーすることもできます。 

アナログ記録計 

感覚 

トレンド画面は目盛板と指針を使用し、チャート上にデータのトレンドを表示しま

すので、アナログ記録計の感覚でモニタできます。 

セキュリティ 

ログイン機能、オーディットトレイル（監査証跡）、設定履歴ファイルなどセキュリ

ティ機能を備えています。 

※オーディットトレイル(監査証跡)とは、操作・変更した日時、内容、ユーザ名を

記録したものです。 

マーカ機能 

記録中のトレンド画面に、マーカ及びマーカテキストを書き込むことができます。

なお、マーカテキストはあらかじめ登録することができ、簡単に書き込むことがで

きます。※マーカは過去のファイルの記録データには書き込めません。 

システム構築が 

容易 

オプションの上位・下位通信機能により、MODBUS プロトコルを装備した機器と

通信ソフトを作成しなくても通信が可能です。 

(MODBUS : SCHNEIDER 社の登録商標です。) 

補用品が不要 
記録計で必要なチャート・ペン・インクに相当する補用品が不要なので、クリーン

で手間がかかりません。 

セットアップが 

容易 

操作は、キーまたはタッチパネルで行います。設定は、メニュー画面から設定項目

を選択しウィンドウを開いて設定する対話方式なので、セットアップが簡単です。 

パッケージソフト

を用意 

専用の解析用パッケージソフトをご用意していますので、簡単にパソコンでデータ

解析が行えます。 

 ●ＺＡＩＬＡ-Ｐ(解析用ソフトウェア) 

 
 
「オーディットトレイル」、「オーディットトレイル情報」は機器本体画面上には「オーディット」 

「オーディット情報」と略称で表示されます。 

  オーディットトレイルの表示について 注 記 

5 



－  27  － 

6. 各部の名称と機能 
6.1 前面部の名称と主な機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

キーカバー 

表示画面 

12.1 形ＴＦＴカラー液晶画面 
 

キーカバーをあけた状態 

キーボード 

電源スイッチ 

タッチパネル 

ＵＳＢコネクタ 

■前面について 

・表示部の前面はガラスです。破損によるけがを防ぐため、衝撃を加えないでください。 

・タッチパネル部を鋭利な刃物やとがった物などでこすったり押したりしないでください。 

・前面の汚れは柔らかい布に中性洗剤またはアルコールを染み込ませて軽く拭いてください。 

・タッチパネルは２点を同時に押すと座標が正常に読み取れません。操作時は１点を押してく

ださい。 

注意 
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6.2 キーの名称と機能 

・ 運転画面と設定画面では、キーの使い方と機能が異なります。 

・ タッチパネルですべてのキー操作と同様のことができます。そのため、キーカバーは閉じたままでもす

べての操作が可能です。 
 

キー 
各画面のキーと主な使い方と機能 

運転画面の時 設定画面の時 

 

記録を開始します。 使用しません。 

 

記録を停止します。 使用しません。 

 スクロールモードの切り替え、ヒ

ストリカルトレンドへの移動に使

用します。 

使用しません。 

 
ヒストリカルトレンドでのカーソ

ルモード切り替えに使用します。 
使用しません。 

 
トレンドへのマーカ書き込みを行

います。 
使用しません。 

 

ＤＩＳＰメニューを表示します。 長押しでスナップショットを取込みます。 

 

仕様確認画面を表示します。 仕様確認画面を終了します。 

 

 設定画面を表示します。 前の画面に戻ります。 

 

 
メニューのキャンセルや前の画面

に戻るのに使用します。 

設定画面から運転画面に戻るときや、前の画面

に戻るときに押します。 

 

 メニュー項目の決定や 

ＥＮＴＥＲメニューの表示を行い

ます。 

カーソルで選択されたメニューを開くときや、

カーソルで選ばれた数値、文字などを決定する

ときに使います。 

また、設定画面から運転画面に戻るとき、パラ

メータの格納時に使います。 

 

方向キー 

メニュー項目の選択、表示チャン

ネルの変更を行い生ます。 

カーソルを上下左右に移動させるときに使いま

す。 

ＳＴＡＲＴ 

ＳＴＯＰ 

ＳＣＲＯＬＬ 

ＣＵＲＳＯＲ 

ＭＡＲＫＥＲ 

ＤＩＳＰ 

ＭＥＮＵ 

ＥＳＣ 

ＥＮＴＥＲ 

ＨＯＭＥ 
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6.3 文字の入力方法 
・ タグ名の設定、マーカテキスト文字列の設定、パスワードの設定/入力などに使用します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文字入力画面が表示されたら、英大やカナなどを押すと下の欄のキーが対応した表示に変わります。

記入する文字を押してください。文字表示欄に選択した文字が表示されます。文字表示欄で文字部に

タッチするとカーソルが移動し、カーソルの位置に文字を挿入（または上書き）することができます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アルファベット大文字、記号、数字の入力ができます。 

カタカナの入力ができます。 

挿入/上書きを選択します。 

（選択するたびに挿入/上書きが切り替わります。） 

文字入力欄で選択されている文字を消します。 

文字入力欄で選択されている位置のひとつ前の文字を消します。 

記入した文字を確定します。文字入力欄にフォーカスを移して

ＥＮＴＥＲキーを押した場合も同様です。 

アルファベット小文字、記号、数字の入力ができます。 
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6.4 タッチパネル操作方法 
 
・ 本器のすべての操作はタッチパネルで行うことができます。 

・ タッチパネル異常時または、ＫＲ２０００シリーズと同じ方法で操作したい場合はキーボードで操作し

てください。 

 

本器ではタッチパネルにタッチすることで感覚的に操作を行うことができます。本章では基本的な画面操

作法を解説します。画面ごとの特別な操作は「   各画面の名称と機能」の説明をお読みください。 

 

6.4.1 運転画面でのタッチ操作 
 

 
 
 
 
 
 
 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［マーカ］ボタン 

トレンド上にマーカを書き

込みます。（「9.1 マーカの書

き込み」参照） 

［操作］ボタン 

操作メニューを表示します。 

ディスクアイコン 

タッチすると記録の 

開始／停止を行います。 

警報アイコン 

警報発生時にタッチすることでアラーム

ＡＣＫを行います。 

［ヒスト］ボタン 

ヒストリカルトレンドを表示します。ヒストリカルトレンド表

示時は［リアル］、ファイルリスト等からトレンドを開いたと

きは［戻る］になります。 

［ＤＩＳＰ］ボタン 

ＤＩＳＰメニューを表示します。 

［分割］ボタン 

画面を４分割表示します。 

チャンネル切り替えボタン 

登録したチャンネルをすべて表示

できない場合に表示されます。この

ボタンを押すと表示チャンネルを

切り替えます。 

8 
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・［操作］メニュー 

メニュー項目 動作内容 

記録開始 記録を開始します。ＳＴＡＲＴキーと同じです。 

記録停止 記録を停止します。ＳＴＯＰキーと同じです。 

ＨＯＭＥ設定 ＨＯＭＥ設定を開きます。ＨＯＭＥキーと同じです。 

ＭＥＮＵ設定 設定メニュー画面を開きます。ＭＥＮＵキーと同じです。 

パスワード設定 パスワード設定画面を開きます。 

オーディット保存 オーディットファイルを保存します。 

ログアウト ログアウトします。 
 
 
・［ＤＩＳＰ］メニュー 

メニュー項目 動作内容 

表示選択 運転画面種類を変更します。 

自動切り替え 
チャンネルの自動切り替えをＯＮ／ＯＦＦします。チェックの付いた状

態がＯＮです。自動切り替え時間を０に設定している場合は無効です。 

スナップショット 画面のハードコピーを内部メモリーに保存します。 

ポーズ 

ステータスバー以外の画面更新を停止します。何かキーを押せば再度表

示されます。 

ポーズ中もデータ収録・記録処理等、描画以外の処理はすべて行われま

す。またポーズ中にＤＩＳＰキーを押すと、スナップショットが実行さ

れます。 

表示オフ ＬＣＤの表示を消します。何かキーを押せば再度表示されます。 

４画面 画面を４分割表示します。 

拡大・縮小 トレンドの時間軸を圧縮して表示します(等倍～１／６０)。 

パスワード設定 パスワード設定画面を開きます(ＤＩＳＰキーでのみ表示)。 

オーディット保存 オーディットファイルを保存します（ＤＩＳＰキーでのみ表示）。 

ログアウト ログアウトします(ＤＩＳＰキーでのみ表示)。 

 
 
＜４画面表示のときのタッチ操作＞ 

[ＤＩＳＰ]をタッチすると、各枠に表示種類を選択できます。 

操作の詳細は「8.14 ４画面表示操作方法」を参照してください。 
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6.4.2 設定画面でのタッチ操作 
 
設定画面では、項目にタッチすることによって、よりスムーズに設定操作を行うことができます。各項

目に入力を行うには、▼のマークのあるボタンをタッチしてください。 

［戻る］をタッチすると、前の画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクロールバーのある画面ではスクロールボタンにタッチしたまま動かすことによって情報をスクロー

ルさせることができます。また、スクロールボタンの上下をタッチすると１画面分ずつスクロールしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
■タッチパネル使用時の注意 
・ 鋭利な刃物やとがったものなどでこすったり押したりしないでください。 

・ 水及び有機溶剤、酸性の雰囲気中やそれらに触れる状態での保存及び使用は避けてください。 

・ 直射日光のあたるところでの使用は避けてください。 

・ 汚れは柔らかい布や中性洗剤またはアルコールを染み込ませた布で軽く拭いてください。誤って

薬品などが付着した場合は人体に影響がない状態ですぐに拭き取ってください。 

・ 結露は自然現象のため、タッチパネル内部に発生する結露は異常ではありません。タッチパネル

が室温に近づくと自然に結露は消えますが、結露した状態での使用は故障の原因となりますので

避けてください。 

注意 

スクロールボタン 

スクロールバー 
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7. 運転（安全のため、1 項を必ずお読みください。） 
7.1 運転の手順 
 

本器は、工場出荷時に初期設定値が設定されています。実際の運転には、下記の設定を必ず済ませてください。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●液晶画面の一部に、常時点灯または常時点灯しない画素が存在することがあります。 

 また、液晶の特性上、明るさにムラが生じることがありますが、故障ではありません。 

電源ＯＮ 

電源ＯＦＦ 

記録の開始／終了 

運転準備 
①パネルに取り付けてください(「   設置」参照)。 

②結線を済ませてください(「   結線」参照）。 

初期設定（「7.2 初期設定」参照）※出荷時のみ 

ログイン(「7.3 ログイン操作」参照） 

設定 
 

運転には、下記の手順に従って設定を済ませてください。 
 

①ユーザ登録、セキュリティ関係の設定 

（「10.12.5 セキュリティ設定」・・・必ず設定してくだ

さい） 

②入力関係の設定（「10.3 入力・演算設定」） 

③表示関係の設定（「10.4 表示設定」） 

④記録関係の設定（「10.6 ファイル設定」） 
 

3 

7 1 

4 
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7.2 初期設定 

出荷時の状態で電源を入れた場合や、設定の初期化を行った場合、初期設定画面が表示されます。ご使用

の上で最低限必要な下記のパラメータの設定を行ってください。 

・ 言語 

・ 電源周波数５０Ｈｚ/６０Ｈｚ 

・ 時計設定 

・ 入力設定 

・ 表示設定 

・ ファイル設定 

各項目は設定せずに終了することもできます。その場合、出荷時の設定で動作します。 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ＯＫ］をタッチすると、メッセージが消えて設定ができるようになります。 

 

 

①言語を設定する 
 
「言語（Language）の項目の▼ボタンをタッチすると、子画面が表示されます。 

子画面の中の「日本語」「英語」「イタリア語」から設定したい項目をタッチすると、選択した項目が設

定されます。 

本器の形式、製造番号、バージョン情報が

表示されます。 
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②電源周波数を設定する 
 
５０Ｈｚ/６０Ｈｚの項目の▼ボタンをタッチすると、子画面が表示されます。 

子画面の中の５０Ｈｚ、６０Ｈｚから設定したい項目をタッチすると選択した項目が設定されます。お

使いの電源の周波数を確認し、設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③時計設定を設定する 
 
時計設定の［設定］をタッチすると、下の時計設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※詳細設定は「10.12.1 時計設定」を参照してください。 

 
 

 

本設定は入力のノイズ（商用周波）フィルタの為に設定します。 

６０Ｈｚ帯でご使用になり商用周波ノイズの影響がある場合には必ず切り替えてご使用ください

（６０Ｈｚ側にする事でノイズ除去特性が改善する場合があります）。 

電源周波数の設定について 参 考 
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④入力設定を設定する 
 
入力設定の［設定］をタッチすると下の入力設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※詳細設定は「10.3 入力･演算設定」を参照してください。 

 

 

 

  

⑤表示設定を設定する 
 
表示設定の［設定］をタッチすると下の表示設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

※詳細設定は「10.4.1 チャンネルパラメータ」を参照してください。 
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⑥ファイル設定を設定する 
 

ファイル設定の［設定］をタッチすると、下のファイル設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※詳細設定は「10.6 ファイル設定」を参照してください。 

 

 
 
⑦[完了]をタッチするとトレンド画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧続いて、ログインを行います (「7.3 ログイン操作」を参照してください) 。 
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7.3 ログイン操作 

7.3.1 概要 

本器では管理ユーザ／一般ユーザの２種類のユーザが存在します。各ユーザの内容は下記の通りです。 

 

ユーザ種別 操作 最大ユーザ数 主なログイン目的 

管理ユーザ 全設定、運転操作 ５ 
初期設定、セキュリティ設定の変更、システム

変更時の大幅な設定変更等。 

一般ユーザ 
一部設定、運転操作 

（権限設定可） 
１００ 

運用時の設定変更、監視、記録データ操作等 

通常時の使用。 

 

 

※本器を使用するには、必ずログイン操作が必要です。ログインには、ユーザＩＤとパスワードの入力が

必要です。出荷時の初期設定はログイン不要ですが、初期設定終了後から、ログインが必要です。 

※ユーザパスワードは他人に知られないように管理してください。 

※パスワードが他人に知られたり、その恐れがある場合、直ちにパスワードの変更作業を行ってください。

(「7.7 ログインパスワードの変更方法」参照) 

※出荷時状態で電源を入れた場合、必ずユーザ登録をしてください。ユーザの登録方法は「7.6 ユーザ    

登録」を参照してください。 

 

7.3.2 初回ログイン(出荷時) 

 

出荷時状態から初めてログインする場合、ログインパスワードの設定が必要です。 

 

＜ログイン方法＞ 

 

①どこかタッチすると、ログイン画面が表示されます。 
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②管理ユーザＩＤとパスワードを入力します。 

 

初期設定は、 

ＩＤ Ａｄｍｉｎ 

パスワード Ａｄｍｉｎ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ログイン]をタッチすると、「新しいパスワードを設定してください。」と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Ａｄｍｉｎ」と入力します。 

「Ａｄｍｉｎ１」と

入力します。 
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③旧・新パスワードを入力し、[ＯＫ]をタッチしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④[ログイン]をタッチすると、ログインします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤続いてユーザ登録をしてください。ユーザ登録は、「7.6 ユーザ登録」を参照してください。 

 

 

 

 

 

「Ａｄｍｉｎ１」

と入力します。 

新しく設定する

パスワードを入

力します。 

 
管理ユーザは２人以上登録し、パスワードを忘れないよう管理してください。もしも、管理ユーザ

がすべてログイン不可(ロックアウト)状態になった場合、以後管理ユーザとしてログインできなく

なります。その場合は、最寄りの弊社営業所までご連絡ください。 

  ユーザ登録について 注 記 
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7.3.3 初回ログイン(新規登録ユーザ) 

新たに登録した管理ユーザ・一般ユーザでログインする場合、ログインパスワードの設定が必要です。

ユーザ登録は、「7.6ユーザ登録」を参照してください。 

 

＜ログイン方法＞ 

 

① ログアウト状態でどこかタッチすると、下図のようにログイン画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

② ユーザＩＤとパスワードを入力します。 

パスワードは、ログインするユーザＩＤが管理ユーザの場合は下表左のパスワードを、一般ユーザの

場合は下表右のパスワードを入力してください。 

 

＜管理ユーザ初期パスワード＞          ＜一般ユーザ初期パスワード＞ 

 初期パスワード 

管理ユーザ１ Ａｄｍｉｎ１ 

管理ユーザ２ Ａｄｍｉｎ２ 

管理ユーザ３ Ａｄｍｉｎ３ 

管理ユーザ４ Ａｄｍｉｎ４ 

管理ユーザ５ Ａｄｍｉｎ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 初期パスワード 

一般ユーザ１ Ｕｓｅｒ１ 

一般ユーザ２ Ｕｓｅｒ２ 

： 

： 

： 

： 

一般ユーザ１００ Ｕｓｅｒ１００ 

 

登録した管理・一般ユーザ

ＩＤを入力します。 

図では、一般ユーザ１の 

ＩＤ名を「Ｕｓｅｒ１」と

入力します。 

初期パスワードを入力しま

す。 

図では、ユーザＩＤが一般

ユーザ１のため、「Ｕｓｅｒ

１」と入力します。 
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③ [ログイン]をタッチすると、「新しいパスワードを設定してください。」と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 旧・新パスワードを入力し、[ＯＫ]をタッチしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ [ログイン]をタッチすると、ログインします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 次回のログインからは、通常ログインになります（「7.3.4 通常ログイン」参照）。 

「Ｕser１」と入力

します。 

新しく設定するパス

ワードを入力します。 
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7.3.4 通常ログイン 

 

＜通常ログイン方法＞ 

 

① どこかタッチすると、下図のようにログイン画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ユーザＩＤとパスワードを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ [ログイン]をタッチすると、ログインします。 

 

 

 

 

 

 

登録されているユーザ

ＩＤを入力します。 

選択したユーザＩＤ

のパスワードを入力

します。 
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7.4 記録の開始/終了の操作 

[記録開始] 
・ 画面上部にあるディスクアイコンをタッチします。 

・ ＳＴＡＲＴキーを押します。 

 

 

[記録終了] 
・ 画面上部にあるディスクアイコンをタッチします。 

・ ＳＴＯＰキーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.5 ログアウト 

・ [操作]をタッチまたはＤＩＳＰキーを押し、表示されるメニューから[ログアウト]を選択してくださ   

い。 

※ヒストトレンド及びデュアルトレンドで[操作]をタッチした場合は、項目に[ログアウト]はありませ

ん。 

・ ログアウトを行う場合はＤＩＳＰキーから操作してください。 

※自動ログアウト時間を設定している場合には、設定した時間を経過するとログアウトします。 

 

 

本器はプロテクト仕様のため、記録データの上書きはできません。 

内部メモリーの残量が足りない場合は、記録データを削除してください。 

記録データの削除については、「8.9 記録データ画面」を参照してください。 

記録データ 参 考 
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7.6 ユーザ登録 

7.6.1 管理ユーザ登録 
設定メニュー画面から[システム設定]-[セキュリティ設定]-[管理ユーザ登録]をタッチすると、下記の画

面が表示されます。この画面では、管理ユーザの登録・パスワードの初期化ができます。 

・ＩＤ、フルネームを入力してください。 

・ログインをする場合、「7.3.3 初回ログイン(新規登録ユーザ)」を参照してください。 

※管理ユーザは必ず２人以上登録してください。 

※一度使用したＩＤ、フルネームは設定できません(過去１０００件まで)。 

 

＜管理ユーザ登録画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＤ ログインＩＤを設定できます。本器にログインするときに必要です。 

フルネーム 画面左下に表示されるユーザの名前を設定できます。 

 

＜管理ユーザ初期パスワード＞ 

 初期パスワード 

管理ユーザ１ Ａｄｍｉｎ１ 

管理ユーザ２ Ａｄｍｉｎ２ 

管理ユーザ３ Ａｄｍｉｎ３ 

管理ユーザ４ Ａｄｍｉｎ４ 

管理ユーザ５ Ａｄｍｉｎ５ 

 

 

 

 

 

 

パスワードを初期化します。 

 
管理ユーザは２人以上登録し、パスワードを忘れないよう管理してください。もしも、管理ユーザ

がすべてログイン不可(ロックアウト)状態になった場合、以後管理ユーザとしてログインできなく

なります。その場合は、最寄りの弊社営業所までご連絡ください。 

  ユーザ登録について 注 記 
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7.6.2 一般ユーザ登録 

設定メニュー画面から[システム設定]-[セキュリティ設定]-[一般ユーザ登録]をタッチすると、下記の画

面が表示されます。この画面では、一般ユーザの登録・パスワードの初期化・権限設定ができます。 

・ＩＤ、フルネーム、権限を入力してください。 

・ログインをする場合、「7.3.3 初回ログイン(新規登録ユーザ)」を参照してください。 

※一度使用したＩＤ、フルネームは設定できません(過去１０００件まで)。 

＜一般ユーザ登録画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＤ ログインＩＤを設定できます。本器にログインするときに必要です。 

フルネーム 画面左下に表示されるユーザ名を設定します。 

権限 
一般ユーザが使用できる機能を設定します（「10.12.5 セキュリティ

設定」参照）。 

 

＜一般ユーザ初期パスワード＞ 

 初期パスワード 

一般ユーザ１ Ｕｓｅｒ１ 

一般ユーザ２ Ｕｓｅｒ２ 

： 

： 

： 

： 

一般ユーザ１００ Ｕｓｅｒ１００ 

パスワードを初期化し

ます。パスワードの設

定は「7.7 ログインパ

スワードの変更方法」

を参照してください。 
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7.6.3 ユーザ削除 

・ 設定メニューから[システム設定]-[セキュリティ設定]-[管理ユーザ登録]もしくは[一般ユーザ登録を

タッチすると、下記の画面が表示されます。 

・ ユーザを削除する場合、削除したいＩＤのＩＤ名を削除してください。 

※現在ログインしている管理ユーザのＩＤは削除できません。 

 

 

＜一般ユーザ登録画面＞ 

 
 

ＩＤ名を削除します。 

ユーザが削除されました。 
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7.7 ログインパスワードの変更方法 

 
①リアルトレンド画面にて、[操作]をタッチまたはＤＩＳＰキーを押して[パスワード設定]を

選択してください。 

※ヒストトレンド及びデュアルトレンドで[操作]をタッチした場合は、項目に[パスワード設

定]はありません。パスワード変更を行う場合はＤＩＳＰキーから操作してください。 

 

＜トレンド画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②現在のパスワードを入力し、新しく設定するパスワードを入力して[ＯＫ]をタッチしてく

ださい。 

※パスワードセキュリティが「高」の場合は数字・大文字・小文字の組み合わせが必要です。 

 

＜パスワード設定画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在のパスワードを

入力します。 

新しく設定するパス

ワードを入力します。 
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7.8 ロックアウト解除方法 

 
・ ログイン失敗上限を超えてログインに失敗すると、そのユーザはログインできなくなります（ロックア

ウト）。 

※ログイン失敗上限回数は「10.12.5 セキュリティ設定」で変更できます。 

 

＜ログイン画面（ロックアウト状態）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ロックアウトを解除するには、管理ユーザでログインしロックアウトされているユーザのパスワードを

クリアする必要があります。クリア後のパスワードは初期パスワードになります。 

※管理ユーザでロックアウトした場合にも、他の管理ユーザで同様の操作を行うことで解除できます。 

 

＜一般ユーザ設定画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロックアウトされて

いるユーザは赤く表

示されます。 

パスワードの[クリア]を

タッチすると、ロックア

ウトは解除されます。 
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8. 各画面の名称と機能 
8.1 運転画面共通操作 

（各キーの使用方法）  
 

記録を開始します。記録条件が成立している場合、記録を開始しデータを内部メモリーに

保存します。記録条件が成立していない場合、待機状態となり成立時に記録を開始します。

記録条件が非成立になった場合は待機状態になります。 

（タッチ操作） 

［操作］－［記録開始］、またはディスクアイコンをタッチ 

 

記録を停止します。 

（タッチ操作） 

［操作］－［記録停止］、またはディスクアイコンをタッチ 

 

ＤＩＳＰメニューを表示します。 

（タッチ操作） 

［ＤＩＳＰ］ 
 

メニュー項目 動作内容 

表示選択 運転画面種類を変更します。 

自動切り替え 

チャンネルの自動切り替えをＯＮ／ＯＦＦします。チェックの付い

た状態がＯＮです。自動切り替え時間を０に設定している場合は 

無効です。 

スナップショット 画面のハードコピーを内部メモリーに保存します。 

ポーズ 

ステータスバー以外の画面更新を停止します。何かキーを押せば 

再度表示されます。 

ポーズ中もデータ収録、記録処理等描画以外の処理はすべて行われ

ます。 

またポーズ中にＤＩＳＰキーを押すと、スナップショットが実行さ

れます。 

表示オフ ＬＣＤの表示を消します。何かキーを押せば再度表示されます。 

４画面 画面を４分割表示します。 

拡大・縮小 トレンドの時間軸を圧縮して表示します(等倍～１／６０)。 

パスワード設定 
パスワード設定画面を開きます(「 7.7 ログインパスワードの変更

方法」参照)。 

オーディット保存 オーディットファイルを保存します。 

ログアウト ログアウトします。 

 

 

仕様確認画面を表示します。 

（タッチ操作） 

［操作］－［ＨＯＭＥ設定］ 

 

各設定画面を表示します。 

（タッチ操作） 

［操作］－［ＭＥＮＵ］ 

 
 

ＳＴＯＰ 

ＤＩＳＰ 

ＭＥＮＵ 

ＳＴＡＲＴ 

ＨＯＭＥ 

8 
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ＥＮＴＥＲメニューを表示します。メニューの内容は画面によって異なります。 

（タッチ操作） 

画面によって異なります。 

 
 

前の画面に戻ります。リアルタイムトレンド、バーグラフ、数値表示の場合はそれ以上 

戻りません。 

（タッチ操作） 

［戻る］ボタン（設定画面のとき） 

 

 
 

（タッチ操作） 

該当なし 

 

 

（表示データ）  
各画面に表示される測定データ 
 

測定データ 内容 

（数値） 

各チャンネルの表示スケールの設定に基づいて表示されます。 

表示スケールの上下限値の小数点桁数で表示します。 

種類が「指数」の場合は「１．２Ｅ＋３」のような指数形式で表示します。この場

合仮数部の小数点以下は、２桁まで設定可能ですが、画面によっては１桁しか表示

されません。 

BURN 熱電対入力及び測温抵抗体入力において入力信号の断線が確認されました。 

OVER 
測定可能上限値（レンジ上限値＋レンジ幅の５％）を上回る値が入力されました。 

または演算結果が表示可能数値（※）を上回りました。 

UNDER 
測定可能下限値（レンジ下限値－レンジ幅の５％）を下回る値が入力されました。 

または演算結果が表示可能数値（※）を下回りました。 

CAL ER 演算エラーが発生しています。 

RJ ERR 機器が異常です。 

※演算結果として表示可能な範囲は下記です。 
・ 表示形式が「標準」の場合 

   小数点を除いた数値が±３００００の範囲内（例：－３０．０００～＋３０．０００） 
・ 表示形式が「指数」の場合 

   １．００Ｅ－１５ ～ ９．９９Ｅ＋１５ 
 

数値表示データはヒストトレンド、デュアルトレンドのヒストデータ表示部を除き、記録インターバル等

にかかわらず現在のデータ（０．５秒周期）を表示します。この更新速度を遅くするには、「数値表示更

新周期」を変更してください（「10.4.4 共通パラメータ」参照）。 

ＥＮＴＥＲ 

ＥＳＣ 

トレンド方向が縦の場合、 

上下キーで表示グループを変更、左右キーで表示チャンネル切り替えをします。 

トレンド方向が横の場合、 

上下キーで表示チャンネルを変更、左右キーで表示グループ切り替えをします。 
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電源ＯＮ後、下図のような青い画面に下表のメッセージが表示されます。 
 

 
メッセージ 内容 

初期化処理実行中… 設定ファイルを読み込んでいます。 

入力ボード読み込み中… 
入力デバイスの機種判別・通信チェッ

クを行っています。 
入力ボード設定中… 入力デバイスの設定を行っています。 

ファイル読み込み中… 
内部メモリーから計測データを読込ん

でいます。 
 

※起動時について 
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8.2 運転画面 
 

・ 画面上部には常にステータスバーが、画面下部にはログインバーが表示されます。機器の状態等を表示

します。 

・ 背景色は通常緑色ですが、スケジュールを設定した場合のスケジュール期間外は灰色になります（「10.8 

スケジュール設定」参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ログインバーの色) 

バーは、ログイン時には水色、ログアウト時には灰色表示になります。 

 

＜ログイン時＞                                

 

 

 

＜ログアウト時＞ 

 

 

現在選択している 

画面種類 

[ディスクアイコン※１] 

記録状態等を示す 

記録インターバル、時間軸罫線間隔の時間と残り
の記録可能期間の概算を交互に表示します。 

現在の時刻 

[警報アイコン※２] 

警報発生時にタッチすることで

アラームＡＣＫを行います。 

現在ログインしているユーザ名 

権限名 

ログインした時刻 
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矢印の状態で、記録状態を表します。 

矢印 状態 

縦に流れている 記録しています。 

点滅 
ＳＴＡＲＴキーは押されたが記録条件が成立していないため

記録待機状態です。 

非表示 記録が停止した状態です。 

  

背景色で、内部メモリーの状態を表します。 

背景色 状態 

灰色 内部メモリーの残量が１１％以上です。 

黄色 内部メモリーの残量が１０％以下です。 

赤 内部メモリーの残量が８Ｍバイト以下です。 

 

アイコンの右上の丸印は、内部メモリーへのアクセス状態を表します。 

色 状態 

灰色 内部メモリーにアクセスしていません。 

黄色 約５秒以内に内部メモリーに書き込みを行います。 

赤 内部メモリーにアクセスしています。 

 

※１ディスクアイコンについて 

 

 

警報の発生状況、確認状況を示します。警報の確認（ＡＣＫ）は、運転画面で警報アイコンをタッ

チ、またはＥＮＴＥＲキーを押すとできます。 

 

 

アイコン状態 警報状態 確認（ＡＣＫ）状況 

点灯 発生中 済 

アイコン内部が点滅 発生中 未 

アイコン自体が点滅 解除後 未 

非表示 解除後または未発生 － 

 

※２警報アイコンについて 
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8.3 リアルタイムトレンド画面   
 

・ 現在の測定値・トレンドをアナログ記録計感覚で見られます。各チャンネルの「表示位置」パラメータ

の値に従って対応するスケール板の位置にペンが表示されます。 

・ 同じ「表示位置」を複数のチャンネルが設定している場合は、最も小さいチャンネル番号の表示スケー

ルの内容でスケール板、トレンド、ペンを表示します。 

 

[表示方法] 

・[ＤＩＳＰ]をタッチし、メニューから「リアルトレンド」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

[操作]をタッチすると下表のメニューが表示されます。 

 
 

 

 

メニュー項目 動作内容 

記録開始 記録を開始します。 

記録停止 記録を停止します。 

ＨＯＭＥ設定 仕様確認画面を表示します。 

ＭＥＮＵ設定 設定画面を表示します。 

パスワード設定 パスワード設定画面を開きます(「 7.7 ログインパスワードの変更方法」参照)。 

ログアウト ログアウトします。 

警報が発生している測定データは
赤色で表示されます。 

データ表示（タグ付

き／なし、バーグラ

フ、無し)から選択

できます。 

マーカ表示 

スケール板 

ペン 

マーカの書き込みができます

(記録中のみ)。 

ヒストトレンドを

表示します。 

４画面表示に切り

替わります。 

メ ニ ューを

表示します。 
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8.4 ヒストトレンド画面 

 

・ 内部メモリーに保存されている記録データを表示にします。 

・ またトレンドをタッチすることでカーソルが表示され、その時刻の測定値を見ることできます。 

 

[表示方法] 

・[ＤＩＳＰ]をタッチし、メニューから「ヒストトレンド」を選択します。またはリアルトレンドからの 

ＳＣＲＯＬＬキーを押します。表示されるデータは、一番新しい記録データです。 

・[ＤＩＳＰ]をタッチし、メニューの「記録データ」画面からファイルを選択します。選択したファイル

の記録データを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

[操作]をタッチすると下表のメニューが表示されます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

表示するファイルのデータ形式が「最大・最小」になっている場合、右図の

ように画面右上に「Ｈ、Ｌ」が表示されます。これは、現在の表示している

値が最大/最小かを示しています。 

切り替える場合は、Ｈ，Ｌアイコンをタッチするか、もしくはＨＯＭＥキーを押してください。 

 
  
 

メニュー項目 内容 

アラームＡＣＫ アラーム確認ができます(警報時のみ表示)。 

拡大・縮小 トレンド表示を拡大・縮小します(等倍～１/６０)。 

カーソル位置の

データ表示 

カーソル 

マーカの書き込みができます。

(記録中のファイルのみ) 

リアルトレンドを

表示します。 

メ ニューを

表示します。 
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8.5 デュアルトレンド画面 
 

・ 上段に「リアルタイムトレンド」、下段に「ヒストリカルトレンド」を表示します。現在と過去のトレ

ンド比較ができます。データ表示は現在値／ヒストトレンドのカーソル位置の値を上下に分けて表示

します｡ 

・ トレンド、ペンの位置の表示方法はリアルタイムトレンドと同じですが、スケール板が複数表示される

ような設定の場合は、スケール板が１枚表示になり、スケール板上の数値は表示されません。 

 

[表示方法] 

・[ＤＩＳＰ]をタッチし、メニューから「デュアルトレンド」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[操作]をタッチすると下表のメニューが表示されます。 

 

 

 
 

メニュー項目 内容 

アラームＡＣＫ アラーム確認ができます(警報時のみ表示)。 

拡大・縮小 トレンド表示を拡大・縮小します(等倍～１/６０)。 

上：現在の測定値 

下：ヒスト側カーソル

位置の測定値 

マーカの書き込みができます。

(記録中のファイルのみ) 

リアルトレンドを

表示します。 

メニューを

表示します。 
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8.6 数値表示画面 

・ 「各チャンネルの測定データ」を表示します。 

・ 「数値表示枠数」または登録点数によって決められた枠数のデータを表示します。 

(枠数：１，２，３，４，６，８，９，１０，１２，２４，３６，４８，５６) 

 

[表示方法] 

・ [ＤＩＳＰ]をタッチし、メニューから「数値表示」を選択します。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.7 バーグラフ画面 

・ 測定値をリアルタイムでバーグラフ表示し、各チャンネルの測定値がビジュアル的に見られます。 

・ スケール板及びバーの長さは、最も小さいチャンネル番号の表示スケールの内容で表示します。 

 

[表示方法] 

・ [ＤＩＳＰ]をタッチし、メニューから「バーグラフ」を選択します。 

 
 
 

 
 
 

 

 

データ表示（タグ付き／なし、無し）

から選択できます。 

警報発生チャンネルの測定データは赤色で表示されます。 

表示チャンネル数が１２以下の場

合は各チャンネルデータの最大値、

最小値を表示させることができま

す。 

記録開始時にリセットします。 

非表示にすることもできます

（「10.4.4 共通パラメータ」参照）。 

ヒストトレンドを

表示します。 

４画面表示に切

り替わります。 

メニューを表示

します。 

ヒストトレンドを表示します。 
４画面表示に切

り替わります。 

メニューを表示

します。 
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8.8 警報表示画面 

・ 発生したすべての警報をリスト表示します。 

・ 発生日時・復旧日時（復旧した警報のみ）・チャンネル（タグ名）・警報の種類を、新しい順に（上が最

新）表示します。 

・ 最大記録件数は１０００件です。それを超えたものは古い順に削除します。 

 

[表示方法] 

・ [ＤＩＳＰ]をタッチし、メニューから「警報表示」を選択します。 

 

リストの行をタッチすると、選択した行の警報発生日時のトレンドにジャンプします。警報発生時に記録

をしていなかった場合やファイルが見つからない場合は、ジャンプできません。 

 

 

 

 

選択行は黄色表示されます。 
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8.9 記録データ画面 
 

・ 内部メモリーに記録されているファイルのリストを表示します。開始日時・終了日時・データ数を、

表示します。ファイルを新しい順に（上が最新）表示します。 

・ 最大表示件数は３０００件です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[表示方法] 

・ [ＤＩＳＰ]をタッチし、メニューから「記録データ」を選択します。 

・ コピー済みの場合、「済」と表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リストの行をタッチすると下表のメニューが表示されます。 

メニュー項目 内容 

トレンド表示 選択した行のファイルをトレンド表示します。 

削除 
選択した行のファイルを削除します。コピーをしていないファイルは削

除できません。 

ＦＴＰ転送 

選択した行のファイルをＦＴＰ転送します。ファイルをＦＴＰ転送した

場合もコピーとみなし、コピーの列に「済」と表示されます。 

※ＦＴＰ転送を行うには、ＦＴＰクライアント設定が必要です。「10.11.3 

ＦＴＰクライアント設定」を参照してください。 

コピー済みファイル削除 コピー済みのファイルを全て削除します。 

ファイル情報 ファイル情報を表示します。 

  

 

選択行は黄色表示 

されます。 

 

ファイル数が３０００件を超えた場合、内部メモリーリフレッシュ（設定変更、電源ＯＮ／ＯＦＦ）

時にファイルがランダムに表示されます。 

そのため、ファイル数が３０００件を超えないよう注意してください。 

※ 最大表示の３０００件を超えても記録したデータは削除されず内部メモリー内に格納されてい

ます。 

※ ファイル数が多いとＵＳＢコピーに要する時間が長くなります。コピー時間を短縮する為には 

コピー済みファイルを定期的に削除しファイル数が少ない状態でコピー操作を行ってください。 

ファイル数が最大表示ファイル数を超えた場合 注 記 

コピー済みの場合 

「済」と表示。 
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(トレンド表示) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ファイル情報) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作項目 内容 

拡大・縮小 
操作トレンドの時間軸を圧

縮します(等倍～１／６０)。 

オーディット 

情報 

操作変更した日時、内容、ユ

ーザ名を表示します。 

警報サマリ 警報をリスト表示します。 

署名 9.2 電子署名を参照 

ファイル情報 

項目 
内容 

開始日時 記録を開始した日時 

終了日時 記録を終了した日時 

インターバル 記録周期 

データ数 記録したデータ数 

機器名称 本器の機器名称 

製造番号 本器の製造番号 

ソフトウェア 

バージョン 
ＲＯＭバージョン 

設定ファイル名 
記録したときの設定ファイ

ル名 

Sign1～Sign4 
ファイルに署名したユーザ

名と日時 
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以下の条件のとき、本器は記録データを内部メモリーに保存します。 

 

1． 記録条件の非成立、ＳＴＯＰキー、電源ＯＦＦなどで記録が終了した時 

2． 設定した保存インターバル毎 

3． データがファイル最大容量に達した時 

ファイル最大容量：３９０４Ｋバイト 

 

（１ファイルの最大記録回数の算出方法） 

１ファイルの最大記録回数は、データ容量・チャンネル数によって決まります。最大記録回数は

下記の式で計算できます。 

 

最大記録回数 ＝ ３９０４Ｋ(ファイル最大容量) / (データ容量 × チャンネル数)  

(データ容量は通常４バイト、データ形式が「最大・最小」のときは６バイト、 

１Ｋバイト = １０２４バイト) 

 

例）チャンネル数１２点使用時の記録回数（４バイトデータ）：８３２８０回 

記録データを保存する条件 
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8.10 マーカリスト画面 
 
・ トレンド上に記録したマーカをリスト表示します。記録日時、テキストを新しい順に（上が最新）表示

します。 

・ 最大記録件数は２００件です。それを超えたものは古い順に削除します。 

 

 

[表示方法] 

・[ＤＩＳＰ]をタッチし、メニューから「マーカリスト」を選択します。 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
リストの行をタッチすると下表のメニューが表示されます。 

メニュー項目 内容 

トレンド表示 
選択した行のマーカのトレンド位置にジャンプします。 

ファイルが見つからない場合はジャンプできません。 

削除 選択した行のマーカを削除します。 

全削除 リスト内すべてのマーカを削除します。 

 
 

選択行は黄色表示されます。 
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8.11 オーディット画面（メモリー） 
 

・ オーディットトレイルをリスト表示します。リストは新しい順に（上が最新）表示します。 

・ 最大記録件数は２０００件です。それを超えたものは古い順に削除します。 

 

[表示方法] 

・[ＤＩＳＰ]をタッチし、メニューから「オーディット」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
. 
 
 

 

リストの行をタッチすると下表のメニューが表示されます。 

 

メニュー項目 内容 

オーディット情報 
操作変更した日時、内容、ユーザ名を表示します。また、設定変更をした場合

のみ、変更した設定ファイル名も表示します。 

 

 

 (オーディット情報) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

オーディット情報 

項目 
内容 

日時 操作・変更日時 

内容 操作・変更内容 

名前 操作・変更したユーザ名 

設定ファイル名※１ 変更した設定ファイル名 

署名レベル名※２ 署名した署名レベル名 

変更箇所※３ 設定変更した箇所 

変更前 変更前の設定値 

変更後 変更後の設定値 

※１設定変更をした際に表示 

※２署名した際に表示 

※３変更内容によって、変更箇所、チャンネル、

マーカテキストなど項目名が変わる 
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オーディットトレイル一覧表 ※一般ユーザは設定の権限がある場合に限ります。 

設定可能ユーザ 本体表示項目 説明 

― 電源オン 電源オン時に記録。 

― 電源オフ 電源オフ時に記録。 

管理／一般 ログイン 手動ログイン時に記録。 

管理／一般 ログイン（通信） 上位通信によるログイン時に記録。 

管理／一般 ログイン（ＨＴＭＬ） Ｗｅｂページでのログイン時に記録。 

管理／一般 ログアウト 手動ログアウト時に記録。 

管理／一般 ログアウト（通信） 上位通信によるログアウト時に記録。 

管理／一般 ログアウト（ＨＴＭＬ） Ｗｅｂページでのログアウト時に記録。 

管理／一般 ＳＴＡＲＴ 記録スタート時に記録。 

管理／一般 ＳＴＯＰ 記録ストップ時に記録。 

管理／一般 時刻変更（手動） 手動で時刻の変更を行った時に記録。 

管理／一般 パスワード設定 パスワードを変更した時に記録。 

管理／一般 署名 署名を行った時に記録。 

管理 目盛調整 目盛調整を行った時に記録。 

管理／一般 アラームＡＣＫ アラームＡＣＫの操作を行った時に記録。 

管理／一般 マーカ書き込み 手動でマーカ書き込みを行った時に記録。 

管理／一般 ファイルコピー（to USB） 
ＵＳＢメモリーに設定ファイル、記録データをコピ

ーした時に記録。 

管理／一般 ファイルコピー（from USB） 
ＵＳＢメモリーから設定ファイルを内部メモリー

にコピーした時に記録。 

管理／一般 スナップショット スナップショット保存時に記録。 

管理／一般 ＦＴＰ転送 ＦＴＰでの記録データ転送完了時に記録。 

管理／一般 ファイル削除 
記録データ画面・設定履歴ファイル画面からコピー

済みのファイルを削除した時に記録。 

管理／一般 マーカ削除 マーカリストからマーカを削除した時に記録。 

管理 設定変更（管理ユーザ） 管理ユーザが設定変更し保存を行った時に記録。 

管理 [入力・演算設定]変更 [入力・演算設定]を変更した時に記録。 

管理 [レンジ種類]変更 CH のレンジ種類を変更した時に記録。 

管理 [レンジ下限]変更 CH のレンジ下限を変更した時に記録。 

管理 [レンジ上限]変更 CH のレンジ上限を変更した時に記録。 

管理 [スケール下限]変更 CH のスケール下限を変更した時に記録。 

管理 [スケール上限]変更 CH のスケール上限を変更した時に記録。 

管理 [センサ補正]変更 CH のセンサ補正を変更した時に記録。 

管理 [RJ]変更 CH の RJ を変更した時に記録。 

管理 [バーンアウト]変更 CH のバーンアウトを変更した時に記録。 

管理 [フィルタレベル]変更 CH のフィルタレベルを変更した時に記録。 

管理 [タグ]変更 CH のタグを変更した時に記録。 

管理 [単位]変更 CH の単位を変更した時に記録。 

管理 [演算使用]変更 CH の演算使用を変更した時に記録。 

管理 [演算式]変更 CH の演算式を変更した時に記録。 

管理／一般 [表示設定]変更 [表示設定]を変更した時に記録。 

管理 [警報設定]変更 [警報設定]を変更した時に記録。 

管理 [警報：種類]変更 警報の種類を変更した時に記録。 

管理／一般 [警報：設定値]変更 警報の設定値を変更した時に記録。 

管理 [警報：基準 CH]変更 警報の基準 CH を変更した時に記録。 

管理 [警報：不感帯]変更 警報の不感帯を変更した時に記録。 

管理 [警報：ディレイ]変更 警報のディレイを変更した時に記録。 

管理 [警報：リレー]変更 警報のリレーを変更した時に記録。 

管理 [警報：AND/OR]変更 警報の AND/OR を変更した時に記録。 
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管理 [警報：マーカ]変更 警報のマーカを変更した時に記録。 

管理／一般 [警報：外部判定]変更 警報の外部判定を変更した時に記録。 

管理 [ファイル設定]変更 [ファイル設定]を変更した時に記録。 

管理 [記録周期]変更 記録周期を変更した時に記録。 

管理 [演算リセット設定]変更 [演算リセット設定]を変更した時に記録。 

管理 [スケジュール設定]変更 [スケジュール設定]を変更した時に記録。 

管理 [マーカテキスト設定]変更 [マーカテキスト設定]を変更した時に記録。 

管理 [ネットワーク設定]変更 [ネットワーク設定]を変更した時に記録。 

管理 [システム設定]変更 [システム設定]を変更した時に記録。 

管理 下位通信登録設定変更 下位通信の設定を変更した時に記録。 

管理 設定初期化 設定を初期化した時に記録。 

管理 ＳＮＴＰ手動 ＳＮＴＰにより時刻同期を手動で行った時に記録。 

管理 積算手動リセット 積算リセットを手動で行った時に記録。 

管理 メーカー設定変更 メーカー専用エリアでの設定変更時に記録。 

管理／一般 表示設定 
一般ユーザが表示設定を変更し設定を保存した時

に記録。 

管理／一般 警報値変更 
一般ユーザが警報値を変更し設定を保存した時に

記録。 

管理／一般 記録周期変更 
一般ユーザが記録周期を変更し設定を保存した時

に記録。 

管理／一般 メモリー残量不足 内部メモリーの容量不足時に記録。 

管理／一般 設定履歴保存失敗 
設定変更時の履歴ファイルが内部メモリーに保存

が出来なかった時に記録。 

管理／一般 記録ファイルエラー 
内部メモリーへの書き込み、読み込みのエラー時に

記録。 

管理／一般 内部メモリーエラー バッファメモリーへの書き込みエラー時に記録。 

管理／一般 入力ボードエラー 
内部に組み込まれている入力ボードが機能しなく

なった時に記録。 

管理／一般 マーカ書き込みエラー 
マーカ書き込みにおいて内部メモリーへ保存失敗

した時に記録。 

管理／一般 ログインエラー 
ログイン時にＩＤ名、パスワードの入力エラーがあ

った時に記録。 

管理／一般 ログイン失敗（ＨＴＭＬ） 
Ｗｅｂページでのログイン時にＩＤ名、パスワード

の入力エラーがあった時に記録。 

管理／一般 ロックアウト 
ログインエラーがログイン失敗上限を超えた時に

記録。 

管理／一般 ロックアウト（ＨＴＭＬ） 
Ｗｅｂページでのログインエラーによりログイン

エラーがログイン失敗上限を超えた時に記録。 

管理／一般 下位通信エラー 下位機器との通信が確立されていない時に記録。 

管理／一般 オーディット保存 オーディットファイルの保存を行った時に記録。 
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8.12 オーディット画面（ファイル） 
 

・ オーディットファイルを表示します。リストは新しい順に（上が最新）表示します。 

・ コピー済み設定ファイルは「済」と表示します。 
 
 
[表示方法] 

・[ＤＩＳＰ]をタッチし、メニューから「オーディット（ファイル）」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リストの行をタッチすると下表のメニューが表示されます。 

 

メニュー項目 内容 

オーディット開く オーディットファイル内容を表示します。 

削除 
選択した行の設定ファイルを削除します。 

※コピー済みファイルのみ。 

ＦＴＰ転送 

選択した行のファイルをＦＴＰ転送します。 

ファイルをＦＴＰ転送した場合もコピーとみなし、コピーの列に

「済」と表示されます。 

※ＦＴＰ転送を行うにはＦＴＰクライアント設定が必要です。

「10.11.3 ＦＴＰクライアント設定」を参照してください。 

コピー済みファイル削除 コピー済みのファイルを全て削除します。 

ＵＳＢメモリーへコピー 
選択した記録データをＵＳＢメモリーにコピーします。 

（ＵＳＢメモリーを挿入時のみ表示） 

ファイル情報 ファイル情報を表示します。 

 

コピー済みの場合、「済」と表示します。 
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（ファイル情報） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ファイル情報項目 内容 

開始日時 オーディットを開始した日時 

終了日時 オーディットを終了した日時 

機器名称 本器の機器名称 

製造番号 本器の製造番号 

ソフトウェアバージョン ＲＯＭバージョン 

Sign1～Sign4 ファイルに署名したユーザ名と日時 
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8.13 設定履歴画面 
 

・ 設定ファイルの履歴を新しい順に（上が最新）リスト表示します。設定を変更した時に作成されます。 

・ コピー済み設定ファイルは「済」と表示します。ファイル名は作成された日付です。 
 
 
[表示方法] 

・[ＤＩＳＰ]をタッチし、メニューから「設定履歴ファイル」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リストの行をタッチすると下表のメニューが表示されます。 

 

メニュー項目 内容 

削除 
選択した行の設定ファイルを削除します。 

※コピー済みファイルのみ。 

コピー済みファイル削除 コピー済みのファイルを全て削除します。 

 

コピー済みの場合、「済」と表示します。 
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8.14 ４画面表示操作方法 
 
本器は画面を４分割して４つの表示を同時に行うことができます。 

分割表示では選択可能な表示種類が制限されます。リアルタイムトレンド、数値表示、バーグラフのみが

選択可能です。 

 

＜１画面表示→４画面表示切り替え方法＞ 

・ [ＤＩＳＰ]をタッチし、メニューから「４画面」を選択します。 

・ 右下の  アイコンをタッチします。 

上記どちらかで４画面表示に切り替えることができます。 

 

＜４画面表示→１画面表示切り替え方法＞ 

・ 拡大表示したい枠内にタッチします。 

・ 拡大表示したい枠の[ＤＩＳＰ]をタッチし、「１画面」を選択します。 

・ ＤＩＳＰキーを押し、枠選択モード（＊）にした後、方向キーを押して拡大表示したい枠を選

択し、ＥＮＴＥＲキーを押します。 

上記どれかの操作で１画面表示に切り替えることができます。 

 

 

（＊枠選択モード） 

・ ４画面表示のときにＤＩＳＰキーを押すと枠選択モードに切り替わります。枠選択モードでは方向

キーで選択枠を移動し、下記キー操作が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 選択中の画面が青色の枠で囲われます。 

 

 

キー 機能 

ＥＮＴＥＲ 選択中の枠を１画面表示します。 

ＤＩＳＰ 
選択中の枠に対するＤＩＳＰメニューを表示します。このＤＩＳＰ

メニューで選んだ内容は選択中の枠に対して作用します。 

ＥＳＣ 枠選択モードをキャンセルします。 
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9. 各機能の操作方法 
9.1 マーカの書き込み 
 

記録中のトレンドグラフにマーカテキスト文を書き込むことができます。 

※保存されているデータには書き込みできません。 

 

[書き込み方法] 
[マーカ]をタッチすると、下図のようにマーカ入力ダイアログが表示されます。タッチすると、行の内容

をトレンドグラフに書き込みます。マーカは、[マーカ]をタッチした時刻に書き込みます。 

 

＜リアルトレンド画面＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、現在記録しているファイルのヒストトレンドならば、マーカを書き込めます。その場合、マーカは

カーソルの位置に書き込みます。 

＜ヒストトレンド画面＞ 
 
 
 
 

項目 詳細 

テキストなし マーカが書き込まれた時刻のみ書き込みます。 

テキスト入力 入力した任意の文字を書き込みます。 

テキスト１～５０ 
あらかじめ登録しているテキスト文を書き込みます(「10.9 マーカテキス

ト設定」を参照)。 

9 
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9.2 電子署名 
 

記録データに電子署名を行うことができます。 

・ 管理ユーザはすべての署名ができます。 

・ 一般ユーザは「権限設定」で登録したレベルの署名のみ可能です。 

・ 署名は、レベル１から順にしかできません。例えば署名レベル３を署名する場合、署名レべル１、２  

の署名が必要です。 

・ 署名の取り消しはできません。 

・ 表示した記録データのトレンド結果、[オーディット情報]、[警報サマリ]をすべて(データ最下部まで)

表示させます。すると、署名が選択できるようになります。 

 

[署名方法] 
① 署名したい記録データを表示します。  

[ＤＩＳＰ]-[記録データ]をタッチし、表示されるリストの中から署名したいデータをタッチして   

[トレンド表示]を選択してください。 

※[ヒストトレンド]と[デュアルトレンド]のいずれかが表示されます。 

 

② 記録データのトレンド画面にて[操作]をタッチもしくはＥＮＴＥＲキーを押すと、下記の画面が表示

されます。 

※この段階ではまだ署名できません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 表示した記録データのトレンド結果、[オーディット情報]、[警報サマリ]をすべて(データ最下部まで)

表示させます。すると、署名が選択できるようになります。 

※署名の取り消しはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

署名できません。 

最後まで表示させ

てください。 
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※署名はレベル１から順にしかできません。例えば、レベル３の署名を行いたい場合、署名レベル１、２

の署名が必要です。署名レベル１、２の署名を行わず署名レベル３の署名を行った場合、下記のメッセ

ージが表示され署名できません。 
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9.3 ＵＳＢメモリーへデータをコピー 
 

・ 本器に搭載されているＵＳＢポートにＵＳＢメモリー(８Ｇバイトまで)を挿入することにより、内部メ

モリーの記録データファイル・設定ファイル・スナップショットファイルをＵＳＢメモリー内にコピー

できます。また、ＵＳＢメモリーに格納されている設定ファイルを内部メモリーにコピーできます。 

・ ＵＳＢメモリーへデータをコピーする方法は３つあります。「①メニュー画面での操作」と「②運転画

面での操作」、「③記録データ画面での操作」です。 

 

※すべてのＵＳＢメモリーの動作を保証するものではありません。 

※ハードディスク、ＺＩＰ、ＭＯ、光ディスクなどの外部メディア機器は使用できません。接続すると接

続した機器を破損する恐れがあります。ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①メニュー画面での操作 
 

設定メニューから、[メモリー操作」-[ＵＳＢメモリー操作]をタッチすると、下記の画面が表示されます。 

 

＜ＵＳＢメモリー操作画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
リストから操作を選択すると「ＵＳＢメモリーを挿入してください」と表示されます。ＵＳＢメモリーを

挿入すると選択した操作が開始され、終了すると「コピーしました」とメッセージが表示されます。     

[ＯＫ]をタッチしてＵＳＢメモリーを抜いてください。 

 

※メッセージが出る前にＵＳＢメモリーを抜くとデータ破損等の不具合の起きる原因になります。 

 

 

コピーするデータ量により、コピーに時間がかかる場合があります(数時間以上要する場合あり)。 

例） 

チャンネル数１２点、記録周期１分、ファイルサイズ２４時間で１ヶ月運転した場合、ＵＳＢコ

ピーに要する時間は約３０秒です。 

 

※コピー時間を短縮する為には、定期的にコピーしコピー済みファイルを削除してファイル数が少

ない状態でコピー操作を行ってください。 

コピーに要する時間 注 記 
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[記録データ&設定履歴 全コピー]、[設定ファイルコピー(to USB)]、[設定ファイルコピー(from USB)]

のいずれかを選択すると、[コピー動作を指定してください]のコメントが表示されます。 

・上書き：コピー先に同じ名前のファイルがある場合、そのファイルを上書きコピーします。 

・スキップ：コピー先に同じ名前のファイルがある場合、そのファイルはコピーしません。 

・キャンセル：コピー動作をキャンセルします。 

 

[ＵＳＢメモリー操作内容] 

操作メニュー 内容 

記録データ＆設定履歴 差分コピー 
前回コピー時刻(差分基準時刻)以降の記録データをＵＳＢメ

モリーにコピーします。 

記録データ＆設定履歴 全コピー 
全ての記録データをＵＳＢメモリーにコピーします。 

上書き or スキップ選択 

差分基準時刻リセット 

差分基準時刻を現在の時刻に設定します。 

※内部メモリーへのアクセスランプが点灯していないときに

行ってください(ディスクアクセスランプ消灯中)。 

設定ファイルコピー(to USB） 
ＵＳＢメモリーへ設定ファイルをコピーします。 

上書き or スキップ選択 

設定ファイルコピー(from USB) 
ＵＳＢメモリーから設定ファイルをコピーします。 

上書き or スキップ選択 

スナップショット移動 

本器に保存されているスナップショットをＵＳＢメモリーに

全て移動させます。移動させたスナップショットは本器から削

除されます。 

ＵＳＢメモリーフォーマット ＵＳＢメモリーをクイックフォーマットします。 

 

②運転画面での操作 
 

運転画面にてＵＳＢメモリーを挿入すると、自動で記録データ差分コピーが開始されます。コピーが終了

すると自動で接続は解除されます(前頁の①メニュー画面での操作「記録データ＆設定履歴 差分コピー」

と同じ動作です)。 

※メッセージが出る前にＵＳＢメモリーを抜くとデータ破損等の不具合の起きる原因になります。 

 

③記録データ画面での操作 
 

ＵＳＢメモリー挿入時に記録データ画面を開きリストに表示されるファイルをタッチすると、下記の画面

が表示されます。表示されるメニュー項目の「ＵＳＢメモリーへコピー」をタッチすると、そのファイル

をＵＳＢメモリーへコピーできます。 

 

＜記録データ画面(ファイルをタッチ時)＞ 
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■データアクセス中は絶対に電源を切らないでください。 

データファイルへのアクセス中に本器の電源が切れると、内部メモリー及びＵ

ＳＢメモリー内のデータが破壊され消滅する恐れがあります。 

 

■データアクセス中にＵＳＢメモリーを抜かないでください。 

データファイルへのアクセス中に本器からＵＳＢメモリーを抜くと、内部メモ

リー及びＵＳＢメモリー内のデータが破壊され消滅する恐れがあります。 

 

■操作終了後ＵＳＢメモリーを抜く時は「□□完了 ＵＳＢメモリーを

抜いて下さい」のメッセージを確認してから行ってください。 

 

■ＵＳＢメモリーの使用温度範囲に注意し使用してください。 

ＵＳＢメモリーの使用温度範囲を超える環境ではＵＳＢメモリーへの書き込

みに失敗する恐れがあります。使用温度範囲内で本器へのＵＳＢメモリーの挿

入を行ってください。 

 

■ノイズ環境での使用には注意してください。 
ノイズのある環境下では、ＵＳＢメモリーへの書き込みが失敗することがあり

ます。ＵＳＢメモリーへの書き込みは、ノイズのない環境で行ってください。 

 

注意 
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10.各種設定 
10.1 設定のフロー 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設定メニュー画面（ＭＥＮＵキー) 入力・演算設定 

表示設定 

警報設定 

ファイル設定 

積算リセット設定 

スケジュール設定 

マーカテキスト設定 

メモリー操作 

ネットワーク設定 

システム設定 

 
 運転画面 

10 
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LCD 設定 

詳細設定 

詳細設定 

詳細設定 

詳細設定 

詳細設定 

上位通信 

時計設定 詳細設定 

詳細設定 

イーサネット設定 

DNS 設定   

FTP クライアント設定 

詳細設定 

送信ＣＨ 

アカウント 

詳細設定 

詳細設定 

詳細設定 

詳細設定 

詳細設定 

詳細設定 

詳細設定 

設定を保存 

設定を読込 

設定を初期化 

詳細設定 

チャンネルパラメータ 

チャンネル登録 

一覧 

共通パラメータ 

詳細設定 

運転画面のパラメータ設定 

詳細設定 

表示の設定 

SNTP クライアント設定 

E-MAIL 設定 

詳細設定 

罫線設定 詳細設定 

その他の設定 詳細設定 

下位通信（該当オプション時表示） 詳細設定 

USB メモリー操作 操作選択 

セキュリティ設定 
詳細設定 

詳細設定 

詳細設定 

詳細設定 

詳細設定 

目盛調整 詳細設定 

タッチパネル補正 

詳細設定 

転送条件選択 

転送アドレス 

一般ユーザ登録 

権限設定 

ログイン設定 

電子署名設定 

オーディット設定 

管理ユーザ登録 
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10.2 設定メニュー項目 
 
運転画面で［操作］-[ＭＥＮＵ設定]をタッチすると、設定メニュー画面に切り替わります。 

 

※設定メニューは管理ユーザと一般ユーザで異なります。一般ユーザは権限により表示される設定メニュ

ー項目が変わります (「10.12.5 セキュリティ設定」参照)。 

 

 

＜運転画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
  
 

＜設定メニュー画面(管理ユーザ)＞          ＜設定メニュー画面(一般ユーザ)＞ 
 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各種設定中に自動ログアウト時間になった場合、強制的にリアルトレンドになります。設定した内容は

反映されません。 

 

管理ユーザはすべての設定メニューが表示さ

れます。 

一般ユーザは与えられている権限により設定

メニュー項目が変わります。 
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＜設定メニュー画面(管理ユーザ)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定メニュー項目一覧(管理ユーザ) 

入力・演算設定 「10.3 入力・演算設定」を参照してください。 

表示設定 「10.4 表示設定」を参照してください。 

警報設定 「10.5 警報設定」を参照してください。 

ファイル設定 「10.6 ファイル設定」を参照してください。 

積算リセット設定 「10.7 積算リセット設定」を参照してください。 

スケジュール設定 「10.8 スケジュール設定」を参照してください。 

マーカテキスト設定 「10.9 マーカテキスト設定」を参照してください。 

メモリー操作 「10.10 メモリー操作」を参照してください。 

ネットワーク設定 「10.11 ネットワーク設定」を参照してください。 

システム設定 「10.12 システム設定」を参照してください。 

 

 

＜設定メニュー画面(一般ユーザ)＞ 
                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ユーザが持つ権限によりメニュー項目は変化します。 

 
設定メニュー項目(一般ユーザ) 

表示設定 「10.4 表示設定」を参照してください。 

警報設定 「10.5 警報設定」を参照してください。 

ファイル設定 「10.6 ファイル設定」を参照してください。 

ＵＳＢメモリー 「10.10 メモリー操作」を参照してください。 

タッチパネル補正 「10.12.4タッチパネル補正」を参照してください。 

時刻 「10.12.1 時計設定」を参照してください。 

※一般ユーザは、警報設定・ファイル設定の一部のみ変更可能です。 
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10.3 入力・演算設定 

10.3.1 設定内容 
 

・ 設定メニューから[入力・演算設定]をタッチすると下の画面が表示されます。 

・ この画面では、ＣＨ毎のレンジ・ＣＨのタグなどを設定できます。 

 

＜入力・演算設定画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※下位通信（読み込み）オプションが有効である場合、下位通信登録用の項目が追加されます。 

「12.1 下位通信（読み込み）」を併せてご覧ください。 

 

 

 

・ [ＣＨ番号]をタッチすると、そのチャンネルの詳細設定画面が表示されます。 

・ 設定する項目の▼ボタンをタッチすると入力画面に移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

－  82  － 

■レンジ種類を設定する 

（アナログ入力）KR3P20,KR3P21：ＣＨ１～１２、KR3P40,KR3P41：ＣＨ１～２４、 

KR3P60,KR3P61：ＣＨ１～３６、KR3P80,KR3P81：ＣＨ１～４８ 

直流電圧 13.8mV，27.6mV，69mV，200mV，500mV，2V，5V，10V，20V，50V 

熱電対 
K，E，J，T，R，S，B，N，W-WRe26，WRe5-WRe26，PR40-20，NiMo-Ni，

CR-AuFe,Platinel2，U，L 

測温抵抗体 Pt100，JPt100，Pt50，Pt－Co 

 

（接点入力）※接点入力オプション指定時 ＣＨ１２１～１２８ 

接点入力 DI 

パルス入力 Pulse(+),Pulse(-) 

 

 

■レンジを設定する 

・ レンジの範囲を設定します(レンジの種類で決まります)。 

 

 

■スケールを設定する 

・ スケールの範囲を設定します(レンジの種類で決まります)。 

 

   ここでの小数点以下桁数は測定値の小数点以下桁数になりますので、正確に入力してください。 

 

 

■センサ補正を設定する 

・ 入力値に加える値（シフト値）を設定します。 

 

 

■ＲＪ(基準点補償)を設定する 

・ ＲＪが内部か外部かを設定します。 

 

 

■バーンアウトを設定する 
 

無し バーンアウト機能を使用しません。 

ＵＰ 上限振り切れに設定します。 

ＤＯＷＮ 下限振り切れに設定します。 

 

 

■フィルタレベルを設定する 

• 入力のフィルタレベルを０～３まで設定できます。０がフィルタなしで、３が最も強いフィルタ

です。「システム設定」を選択した場合は、[システム設定]-[その他の設定]での設定に従います。 

 

 

 



 

－  83  － 

■タグを設定する 

・ タグ名の設定（チャンネルＮｏ．の代わりにタグ名を表示する設定）。 

[表示設定]-[共通パラメータ]のデータ表示をタグ付きに設定した場合に有効です。 

 

 

■単位を設定する 

・ そのチャンネルの単位を設定します。 

 

 

■演算使用を設定する 
 

無し 入力データをそのチャンネルの測定データとして表示、記録します。 

有り 
演算式で設定された演算の処理結果をそのチャンネルの測定データとして表示、記録

します。 

 

 

■演算式を設定する 

・ 演算使用を有りにした場合に、そのチャンネルの演算式を設定します。 

 

 

■コピー機能を使ってパラメータをコピーする 

 

 

 

 

・ 上の画面の場合はチャンネル１をチャンネル１～チャンネル５までコピーするという設定です。 

[Ｇｏ]をタッチすると、チャンネル１のパラメータがチャンネル１～チャンネル５までコピーされ

ます。 
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10.3.2 演算式の設定方法 

 

 

 

 

(1)演算の種類 

・算術演算 
四則演算を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 

※ X、Y は演算式または数値を示します。 

 

・比較演算 

比較演算を行い、結果は 

１（成立時）または 

０（非成立時）です。 

 

 

 

 
 

※ X、Y は演算式または数値を示します。 

 

・論理演算 
１または０の論理演算

を行い、結果を１または

０で返します。 

 

 
 
 ※ X、Y は演算式または数値を示します。 

※ X、Y は０または１を表すようにしてください。 

 

・一般演算関数 
関数演算を行います。 

 

 

 

 

 

 
 
 

※ X は演算式または数値を示します。 

 

 

 記 号 使用例 備 考 

加 算 + X  +Y  

減 算 - X  -Y  

乗 算 * X  *Y  

除 算 / X /Y  

剰 余 % X  %Y  

べき乗 ^ X  ^Y  

 記 号 使用例 備 考 

等 値 == X  ==Y  

非等値 != X  !=Y  

大なり >> X  >>Y  

小なり << X  <<Y  

等値または大なり >= X  >=Y  

等値または小なり <= X  <=Y  

 記 号 使用例 備 考 

論理積 AND X  ANDY  

論理和 OR X  ORY  

排他論理和 XOR X  XORY  

否 定 NOT NOT(X  ) 否定する対象を括弧でくくる 

 記 号 使用例 備 考 

小数点以下切上げ CEL CEL(X  )  

小数点以下切捨て FLR FLR(X  )  

絶対値 ABS ABS(X  )  

平方根 SQR SQR(X  )  

e のべき乗 EXP EXP(X  )  

自然対数（底が e） LOG LOG(X  )  

常用対数(底が 10) LOG10 LOG10(X  )  

 

演算式のアルファベットは大文字（’A’～’Z’）で入力してください。 

小文字（’a’～’z’）で入力した場合、演算結果が正しく表示されません。 

演算式のアルファベット 注 記 
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・チャンネルデータ演算関数 
関数演算を行います。 

測定データにエラー 
データ（OVER、UNDER
等）が含まれている場
合は“CAL ER”になり
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ X はチャンネル番号を示します。 

 

＊チャンネルデータの演算は、チャンネル番号指定先の設定で演算を行うようになっているときは、指定

先の演算結果が用いられます。また、指定先のチャンネル番号が演算するチャンネル番号より大きいと

きは、前回取り込んだデータの演算結果が用いられます。 

 

 

・システム情報取得関数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※機器異常：データ保存メモリーエラー（残量不足、故障等）、

一時記憶用メモリー異常、入力ボード故障 

 

・その他関数 
 

 

 

 

 

 

 

 記 号 使用例 備 考 

入力データ CH CH(X  ) 
Ｘはチャンネル番号 

演算結果データ PCH PCH(X ) 

前回処理結果データ OCH OCH(X ) 
前回スキャン時のデータ 

（０．１秒前） 

積算 ITG ITG(X ) (2)積算参照 

24 時間積算 ITG24 ITG24(X ) (2)積算参照 

F 値 FV FV(X#To#Z#R ) (3)F 値参照 

相対湿度 RH RH(D#W ) (4)相対湿度参照 

露点温度 DEW DEW(T#H ) (5)露点温度参照 

移動平均（1時間） AVE AVE(X#T ) (6)移動平均参照 

移動平均（5分） AVEH AVEH(X#T ) (6)移動平均参照 

過去データ（1時間） OLD OLD(X#T ) (7)過去データ参照 

過去データ（5分） OLDH OLDH(X#T ) (7)過去データ参照 

１次遅れフィルタ IIR IIR(X#T ) (8)1 次遅れフィルタ参照 

時間あたり増加量 PLS PLS(X#T ) (9)時間あたり増加量参照 

 記 号 使用例 備 考 

内部メモリー残量 CF CF(A  ) 

Ａ＝残量の単位 
 ０：ＭＢ 
 １：分 
 ２：時間 
 ３：日 

機器異常判定※ KRERR KRERR() 
機器異常判定 
０：正常 
１：異常発生 

ユーザロック判定 LOUT LOUT() 
ユーザロックアウト判定 
０：正常 
１：ロックアウト発生 

 記 号 使用例 備 考 

風向表示 AZI AZI(A ) (10)風向表示参照 
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(2)積算 

積算演算を行うにはＩＴＧ関数またはＩＴＧ２４関数を使用します。 

１つの演算式の中で積算関数を２回以上使用しないでください。結果が正しく演算されません。積算以外

の演算との組み合わせは可能です。 

例：ITG(1)+ITG(2), ITG24(1)-ITG(1), ITG(1)/100 

積算値のリセットを行う場合は「10.7 積算リセット設定」を参照してください。 

 

①通常積算 

 積算リセット基準時刻とインターバル毎に積算値のリセットを行います。 

演算式入力方法 

ITG(d) 

 d: 積算対象チャンネル番号 

 

演算内容 

 Ｄｎ＝Dn-1＋｛(PVｎ＋PVn-1)×(Tn-Tn-1)｝÷2 

 Ｄｎ：積算演算結果 Dn-1：前回の積算演算結果 

 PVｎ：積算対象データ PVn-1：前回演算時の積算対象データ 

 Tn：演算時刻  Tn-1：前回演算時刻（0.1 秒前） 

 

エラーデータ（OVER、UNDER 等）が含まれている場合、演算を行わず、前回の結果になります。 
 
②２４時間積算 

 積算リセット基準時刻にのみ積算値のリセットを行います。 
 

演算式入力方法 

ITG24(d) 

d: 積算対象チャンネル番号 

 

演算内容は通常積算と同じです。 

※積算演算は測定周期にかかわらず（ＫＲ３Ｐ＊０、ＫＲ３Ｐ＊１とも）、０．１秒毎に行います。 
 

(3)Ｆ値 
演算式入力方法 

 ＦＶ（Ｘ#Ｔｏ#Ｚ#Ｒ） 

Ｘ：演算対象チャンネル、Ｔｏ：Ｆ値演算基準温度、Ｚ：Ｚ値、Ｒ：Ｆ値演算開始温度 

 

Ｆ値演算では下記の演算を行います。 

∫１０Ａｄｔ ただし、Ａ＝（Ｔ－Ｔｏ）÷Ｚ  Ｔ：演算対象チャンネルデータ 

 

ＴがＲを超えるとき、Ｆ値は０にリセットされます。 
 

(4)相対湿度 
演算式入力方法 

 ＲＨ（Ｄ#Ｗ） 

Ｄ：乾球温度チャンネル、Ｗ：湿球温度チャンネル 

 

相対湿度演算は下記の数式を使用します。 

（（Ｂ－0.000662×1013.0×(Ｄ－Ｗ)）÷Ａ）×１００ 

 ただし、Ａ：乾球飽和水蒸気圧、Ｂ：湿球飽和水蒸気圧 

 

飽和水蒸気圧を求める式は下記を使用します。 

 6.1121×ＥＸＰ((17.502×Ｔ)÷(240.9＋Ｔ)) Ｔ：温度 
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(5)露点温度 

演算式入力方法 

ＤＥＷ（Ｔ#Ｈ） 

Ｔ：温度データチャンネル、Ｈ：相対湿度チャンネル 

 

露点温度は下記の演算式で求めます。 

 

ｔ：温度データ 

ｈ：相対湿度データ 

Ｄ：露点温度 

 

① Ｋ＝ｔ＋２７３．１５ 

② ｔ≧０のとき 

Ｗ＝EXP（－5800.2206／Ｋ＋1.3914993＋Ｋ×（－0.048640239＋Ｋ×（0.41764768E-4 

－0.14452093E-7×Ｋ））＋6.5459673×LOG（Ｋ））／1000 

t＜０のとき 

Ｗ＝EXP（－5674.5359／Ｋ＋6.3925247＋Ｋ×（－9.677843E-3＋Ｋ×（0.62215701E-6 

＋Ｋ×（0.20747825E-8－9.484024E-13×Ｋ）））＋4.1635019×LOG（Ｋ））／1000 

③ Ｓ＝Ｗ×ｈ／１００ 

④ Ｐ＝Ｓ×１０００ 

⑤ Ｙ＝LOG（Ｐ） 

⑥ Ｐ≧６１１．２のとき 

Ｄ＝ －77.199＋Ｙ×（13.198＋Ｙ×（－0.63772＋0.071098×Ｙ）） 

Ｐ＜６１１．２のとき 

Ｄ＝ －60.662＋Ｙ×（7.4624＋Ｙ×（0.20594＋0.016321×Ｙ）） 
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(6) 移動平均 

演算式入力方法 

 ＡＶＥ（Ｘ#Ｔ） 

 ＡＶＥＨ（Ｘ#Ｔ） 

Ｘ：データチャンネル番号、Ｔ：時系列区間（秒） 

 

過去Ｔ秒間の平均値を求めます。 

ＡＶＥとＡＶＥＨの違いは次表の通りです。 

 ＡＶＥ ＡＶＥＨ 

サンプリング周期 １秒 ０．１秒 

Ｔの範囲 １～３６００ １～３００ 

 

 
(7)過去データ 

演算式入力方法 

 ＯＬＤ（Ｘ#Ｔ） 

 ＯＬＤＨ（Ｘ#Ｔ） 

Ｘ：データチャンネル番号、Ｔ：遡る時間（秒） 

 

過去Ｔ秒前のデータを求めます。 

ＯＬＤとＯＬＤＨの違いは次表の通りです。 

 ＯＬＤ ＯＬＤＨ 

サンプリング周期 １秒 ０．１秒 

Ｔの範囲 ０～３６００ ０～３００ 

 

 
(8)1 次遅れフィルタ 

演算式入力方法 

 ＩＩＲ（Ｘ#Ｔ） 

Ｘ：データチャンネル番号、Ｔ：時定数（秒） 

 

チャンネルＸのデータに 1次遅れフィルタ演算を行います。 

演算の内容 

｛dt÷(dt+t)｝×（x-d）＋d 

dt:サンプリング周期（0.1 秒固定）、t：時定数、x：チャンネル Xの現在値、d：前回演算結果 

 

(9)時間あたり増加量 

演算式入力方法 

 ＰＬＳ（Ｘ#Ｔ） 

Ｘ：データチャンネル番号、Ｔ：単位時間（秒） 

 

単位時間Ｔあたりの増加量を求めます。Ｘには積算演算を設定したチャンネルや３７～４４でパルスレ

ンジを選択したチャンネルを指定してください。 

 

ＰＬＳ関数はオーバーフローによるリセットを除き、時刻等で積算値がリセットされた場合、リセット

時のデータが不正になります（内部でオーバーフローリセットと同じ処理を行うため）。ご使用時には、

リセット動作に留意して演算構築を行ってください。 
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(10)風向表示 

演算式入力方法 

 ＡＺＩ（Ａ） 

Ａ：風向データ 

 
・ 数値データを方位に変換して表示します。 
・ 風向データと表示される方位の関係は下表のとおりです。 
・ Ａが小数値の場合は最も近い方位を表示します。  例:１．２→ＮＮＥ 

Ａ 表示 
・ 
・ 
・ 

・ 
・ 
・ 

－３ ＷＮＷ 
－２ ＮＷ 
－１ ＮＮＷ 
０ Ｎ 
１ ＮＮＥ 
２ ＮＥ 
３ ＥＮＥ 
４ Ｅ 
５ ＥＳＥ 
６ ＳＥ 
７ ＳＳＥ 
８ Ｓ 
９ ＳＳＷ 
１０ ＳＷ 
１１ ＷＳＷ 
１２ Ｗ 
１３ ＷＮＷ 
１４ ＮＷ 
１５ ＮＮＷ 
１６ Ｎ 
１７ ＮＮＥ 
１８ ＮＥ 
・ 
・ 
・ 

・ 
・ 
・ 

 
また、本演算を使用しているチャンネルが登録されたスケール板は風向目盛で表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
トレンド上の表示座標は通常の数値データと同様です。 
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(11)演算を組み合わせた演算式の例 

 

・(CH(1)*3-20)/6 

（“チャンネル１の生データ”×３－２０）÷６ 
 
・(CH(1)+CH(2))<< 300 

チャンネル１とチャンネル２の生データの合計値が３００より小さい場合は１となります。 

 

・ABS(CH(1))>=50 

チャンネル１の絶対値が５０以上の場合は１となります。 

 

・(PCH(1)>=100)AND(PCH(2)<=50) 

チャンネル１のデータが１００以上で、かつ、チャンネル２のデータが５０以下の場合は１となりま

す。 

 
 

 
下記の関数を互いに組み合わせることはできません。演算結果が正しく表示されません。 

ＩＴＧ，ＩＴＧ２４，ＡＶＥ，ＡＶＥＨ，ＯＬＤ，ＯＬＤＨ，ＩＩＲ 

例：ＡＶＥ（ＯＬＤ（１＃１０）＃６０）→ＮＧ 

  関数の組み合わせ 注 記 
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10.4 表示設定 

10.4.1 チャンネルパラメータ 
 

・ 設定メニュー画面からの表示画面のチャンネルパラメータを選択すると、下記の画面が表示されます。 

・ この画面では、チャンネルごとの表示の種類や表示スケールが設定できます。また、グラフは計の色や

表示位置を設定できます。 

 

 

＜チャンネルパラメータ設定画面＞ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■表示スケールを設定する 

・ 表示スケールの設定内容でデータを画面上に表示します。 

 

項目 内容 

種類 

「標準」：下限、上限を±３００００の範囲で値を設定できます。 

画面表示は標準形式で表示されます。 

「指数」：指数形式で設定します。画面表示も指数形式になります。 

下限、上限の仮数部は１～９．９９、指数部は±１５の範囲の

値を設定できます。 

下限、上限 

トレンド表示で、下限の値を一番左（下）、上限を一番右（上）となるよ

うに座標計算して表示します。（ ）内は横方向時。 

表示位置が同じチャンネルが複数ある場合は最小番号のチャンネルの下

限、上限をスケール板に表示し、ペンの座標は各チャンネルの下限、上

限の値を使用します。 

画面表示の小数点以下桁数で表示します。 
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■表示位置を設定する 

・ 表示位置(１～４)は目盛板表示の位置を表します。 

 

＜トレンドグラフが縦の場合＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜トレンドグラフが横の場合＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ４  ３  ２  １ 
 
■コピー機能を使ってパラメータをコピーする 

 

 

 

・ 上の画面の場合は、チャンネル１をチャンネル１～チャンネル５までコピーします。[Ｇｏ]をタッチ

すると、チャンネル１の設定がチャンネル１～チャンネル５までコピーされます。色はコピーされま

せん。

１ 

２ 

３ 

４ 
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10.4.2 チャンネル登録 
 

・ 設定メニュー画面から[表示設定]-[チャンネル登録]をタッチすると、下記の画面が表示されます。 

・ この画面では、グラフに表示するチャンネルを登録できます。 

・ 複数グループを使用している場合、表示名が「グループパラメータ」になります。 

 

複数グループを使用している場合、左上「グループ」の数値で指定した番号のグループの設定ができます。 

＜チャンネル登録画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■登録名を設定する 

・ 登録名を設定します。この登録名は、画面表示のほか記録データのファイル名に使用されます。 

 

■チャンネルを設定する 

・ 登録するチャンネルを設定します。空白を設定すると登録解除されます。 

 

■トレンド表示を設定する 

・ タッチごとに「Ｙ」/「Ｎ」が切り替わります。Ｎのものはチャンネルが登録されていても表示され

ません。Ｎを選択したチャンネルもファイルにデータは記録されます。 

 

■トレンド線径を設定する 

・ トレンド上での線の太さです。１～５から選択できます。 

 

■トリップラインを設定する 

・ トレンド上に表示するトリップライン（破線）の設定をします。 

 

項目 内容 

位置 表示幅の０～９９％の範囲でトリップラインの表示位置を設定します。 

表示色 トリップラインの色を４８色から選択します。 

太さ トリップラインの太さを１～５から選択します。 
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10.4.3 罫線設定 
 

・ 設定メニュー画面から[表示設定]-[罫線設定]をタッチすると、下記の画面が表示されます。 

・ この画面では、グラフの罫線間隔を設定できます。 

・ 複数グループを使用している場合、表示名が「グループパラメータ２」になります。 

 

複数グループを使用している場合、左上「グループ」の数値で指定した番号のグループの設定ができます。 

 

＜罫線設定画面＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■時間軸罫線を設定する 

・ 自動／指定から選択します。自動の場合、記録インターバルに応じて自動的に罫線の間隔が決まり

ます。 

 

 

■時間軸罫線間隔を設定する 

・ トレンドの時間軸罫線間隔を指定します。１２～５１０の偶数値が設定可能です。 

「時間軸罫線」で「指定」を選択した場合に有効です。 
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10.4.4 共通パラメータ 
 
・ 設定メニュー画面から[表示設定]-[共通パラメータ]をタッチすると、下記の画面が表示されます。 

・ この画面では、グラフの表示方向やゾーンの使用などグラフ全体に関する設定ができます。 
 
 

＜共通パラメータ設定画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■データ表示を設定する 

・ トレンド画面上部（または右側）にタグ名を表示するか、バーグラフを表示するか、何も表示させ

ないかを設定します。 

タグなし タグ付き バーグラフ 無し 

 

 

■トレンド方向を設定する 

・ 波形表示の方向を縦方向にするか横方向にするかを設定します。 

 

 

■データ表示サイズ調整を設定する 

・ トレンド画面に表示するデータ表示のサイズを、登録チャンネル数が少ない場合に自動的に大きく

表示する機能です。次の場合に大きい文字でデータを表示します。 

 

データ表示 トレンド方向 登録ＣＨ数 

タグ無し 縦 ３以下 

タグ付き 縦 ４以下 

タグ無し 横 ６以下 

タグ付き 横 ４以下 

 

 

■トレンドラベルを設定する 

・ トレンド上に表示するラベルを設定します。 

なし チャンネル タグ 

 

 

 



 

－  96  － 

■スケールテキストを調整する 

・ スケール板の目盛に数値を表示するかどうかを設定します。 

 

■バーグラフ方向を調整する 

・ バーグラフ画面でのバーグラフを横方向にするか縦方向にするかを設定します。 

 

■バーグラフ基準位置を設定する 

・ バーグラフ画面でのバーグラフの基準位置を０～１００で設定します。０のとき一番左（または下）

を基準にバーを表示します。１００のとき一番右（または上）を基準に表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ゾーン使用※１ を設定する 

・ 測定/演算データの表示範囲をゾーンと呼びます。ゾーン使用を「あり」にすると、ゾーンで分ける

ことが出来ます。次頁に詳しい説明があります。 

 
 

■数値表示枠数を設定する 

・ 数値表示枠の分割数を設定します。 

1 2 3 4 6 8 9 10 12 24 36 48 56 
 
  

■最小/最大表示を設定する（数値表示） 

・ 「あり」、「なし」から選択します。「あり」を選択すると数値表示画面でそのチャンネルデータの最

小値、最大値を表示します。ただし、前項の数値表示枠数が２４以上の場合は表示しません。 
 
 

■画面自動切替周期を設定する 

・ ＤＩＳＰメニューで「自動切り替え」をＯＮした場合の切り替え周期を設定します。 
 
 

■数値表示更新周期を設定する 

・ 画面に表示する測定データの数値更新周期を選択します。 

0.5 秒 1 秒 

 

 

■デュアルトレンド同期を設定する 

・ 「あり」のとき過去のファイルをデュアルトレンドで開くとリアルトレンドと同じ速度でスクロー

ルします。ファイルの端までスクロールしたとき連続したファイルがあれば自動的にそのファイル

を開いてスクロールを継続します。 

０のとき ５０のとき １００のとき 
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測定／演算データの表示範囲をゾーンと呼びます。チャンネルごとにゾーンを設定して表示させ

ることができます。波形を別々のゾーンに表示して読み取りやすくできます。 

 

＜設定方法＞ 

・ 設定メニュー画面の[表示設定]-[共通パラメータ]の[ゾーン使用]を「あり」にし

ます。 

・ 次に、設定メニュー画面から[表示設定]-[チャンネルパラメータ]を選択すると、

ゾーンの項目が追加された下の画面が表示されます。 

 

＜チャンネルパラメータ画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ ゾーン１か２のどちらかに設定すると、トレンド画面で波形の表示が２つに分かれます。 

１に設定したＣＨ．はゾーン１に、２で設定したＣＨ．はゾーン２に表示されます。 

 

＜トレンド画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
        ゾーン１ ゾーン２ 

※１ゾーンについて 
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10.4.5 ＬＣＤ設定 

・ 設定メニュー画面から[表示設定]-[ＬＣＤ設定]をタッチすると、下記の画面が表示されます。 

・ この画面では、画面の表示オフタイマーや彩度などを設定できます。 

 

＜ＬＣＤ設定画面＞ 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■表示オフタイマー(分)を設定する 

・ ＬＣＤの表示オフタイマーの時間を０～６０分まで設定できます。 

・ 表示オフの解除は、画面をタッチ、もしくは何かキーを押してください。 

※０分は表示オフされません。 

※ＬＣＤ表示オフ状態で警報が発生した場合、ＬＣＤが点灯します。警報解除後、設定された時間が

経過するとＬＣＤは表示オフになります。 

 

■表示輝度調整を設定する 

・ ＬＣＤバックライトの輝度を４段階から選択します。１が最も暗く、４が最も明るい設定です。 

 

■背景色を設定する 

・ 画面の背景色に白または黒のどちらかを選択します。 
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10.5 警報設定 

・ 設定メニュー画面から[警報設定]をタッチすると、下記の画面が表示されます。 

・ この画面では、警報の発生条件をＣＨ毎に設定できます。 

 

＜警報設定画面＞ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■種類、設定値を設定する 

・ 警報の種類と判定の設定値を設定します。 

各警報は次の条件で発生します。 

なし 発生しない 

上限 測定値が設定値以上 下限 測定値が設定値以下 

差上限※１ 
測定値と基準ＣＨの差の絶対値が

設定値以上の場合 
差下限※１ 

測定値と基準ＣＨの差の絶対値が

設定値以下の場合 

エラー 測定値が数値以外（ＢＵＲＮ、ＯＶＥＲ、ＵＮＤＥＲ、ＣＡＬ ＥＲ、ＲＪ ＥＲＲ） 
 
 

■基準ＣＨを設定する 

・ 差上限／差下限警報のときに基準となるチャンネルＮｏ．を設定します。 
 
 

■不感帯を設定する※２ 

・ 警報値と解除する間の警報不感帯を設定します。 
 
 

■ディレイを設定する※３ 

・ 警報のディレイ時間を設定します(０～３６００秒)。 

・ データが警報値を超えてからディレイ時間が経過するまで、警報は発生しません。 
 
 

■リレーを設定する  

※実際に出力するには警報出力端子（オプション）が必要です。 

・ 警報出力端子の有無にかかわらず、設定できます。 

・ 警報出力端子番号０～２４を設定します。０を設定すると、出力しません。 
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■警報出力モードを設定する 

ＡＮＤ １つの警報出力端子に設定している警報の全部が警報状態になった時にリレーＯＮ。 

ＯＲ １つの警報出力端子に設定している警報のいずれかが警報状態になった時にリレーＯＮ。 

 

１つの警報出力端子に対してＡＮＤとＯＲの両方が設定されている場合、ＡＮＤに設定した全警報の

ＡＮＤかＯＲに設定した警報の全ＯＲのどちらかが成立するとリレーＯＮとなります。 

 

 

■マーカを設定する 

・ 警報発生時にトレンド上に自動的に書きこむマーカを設定します。０のときはマーカ書き込みしま

せん。 

 

 

■外部判定チャンネルを設定する 

・ 警報判定をスキップするかどうかを判定するチャンネルＮｏ．を設定します。設定したチャンネル

の値が１の場合に警報判定をスキップします。値が 1 以外になった場合にディレイタイマーをリセ

ットし警報判定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Uの計警報値 

測定値の差(絶対値)≧警報値の時､差上限警報発生 

測定値の差(絶対値)≦警報値の時､差下限警報発生 

(差下限警報) 

警
報
値 

(差上限警報) 

警
報
値 

警報発生 警報発生 

測定値の差 
(絶対値) 

測定値の差 
(絶対値) 

※１差警報について 
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※２警報不感帯について 

警報値 

不感帯 ＯＮ 

(発生) 

ＭＩＮ ＭＡＸ 

ＯＦＦ 

(解除) 

ＭＡＸ ＭＩＮ 

警報値 

不感帯 

ＯＦＦ 

(解除) (発生) 

ＯＮ 

ディレイ時間 時間経過 

警報状態ＯＮ 

警報状態ＯＦＦ 

警報発生 

警報発生せず 

ディレイ時間 

※３警報ディレイについて 

下限警報 上限警報 
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10.6 ファイル設定 

・ 設定メニュー画面から[ファイル設定]をタッチすると、下記の画面が表示されます。 

・ この画面では、記録周期、記録開始・終了方法、記録データの保存先フォルダ名などが設定できます。 
 

＜ファイル設定画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■記録周期を設定する 

秒 ０．１秒、０．２秒、０．５秒、１秒、２秒、３秒、５秒、１０秒、１５秒、２０秒、３０秒 

分 １分、２分、３分、５分、１０分、１５分、２０分、３０分、６０分 

 

 

■データ形式を設定する 

・ 記録周期の期間の測定データから選択したデータ形式で記録します※１。 

 

サンプル 記録周期における測定データの瞬時値を記録します。 

平均 記録周期における測定データの平均値を記録します。 

最大 記録周期における測定データの最大値を記録します。 

最小 記録周期における測定データの最小値を記録します。 

最大・最小 記録周期における測定データの最大・最小値を記録します※２。 

※１ 記録周期が０．１秒の場合、サンプル以外は選択できません。 

※２ 最大最小を選択した場合、データサイズは１．５倍になります。 

 

 

■ファイルサイズを設定する 

・ ファイルのサイズを設定します。ファイルが設定したサイズ(期間)に達するとファイルは完結し、

それ以降のデータは別のファイルに保存されます。ただし、設定したサイズ(期間)に達する前に記

録停止した場合や、ファイルサイズの上限に達した場合は、そこでファイルは完結します（「8.9 記

録データ画面-記録データを保存する条件」）参照）。 

 

 

 

 

 

 

・ 「自動」は、ファイルサイズの上限まで記録します。 

分 １０分、１５分、２０分、３０分、６０分 

時間 ２時間、３時間、４時間、６時間、８時間、１２時間、２４時間 

その他 自動、１週間、１ヶ月 
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・ 期間の区切りは、 

  「分」「時」の場合は“時刻０：００” 

  「１週間」の場合は“日曜０：００” 

  「１ヵ月」の場合は“１日０：００” 

を基準に計算します。 

 

 

■スタートトリガを設定する 

・ 下記の操作で記録を開始します。 

キー 警報 
接点入力 

（オプション） 

        

トリガ種類 内容 

キー ＳＴＡＲＴキーで記録開始、ＳＴＯＰキーで記録停止をします。 

警報 

警報リレーがＯＮになったときに記録開始します。 

警報リレーがＯＦＦでトリガ待機状態になります。 

この項目を選択するとリレー端子番号を選択できます。 

※データを内部メモリーへ書き込み中は、次の記録を開始できません

（トレンドは停止状態のままです）。 

接点入力 

（オプション） 

接点入力がＯＮになったときに記録開始します。 

接点入力がＯＦＦでトリガ待機状態になります。 

この項目を選択すると入力端子番号を選択できます。 

※データを内部メモリーへ書き込み中は、記録を開始できません。 

※スタートトリガで「警報」「接点入力」を選択時は、ＳＴＡＲＴキーを押してトリガ待機状態

にしてください。 

 

 

■プリトリガを設定する（０～９５０） 

・ 記録開始時にここで設定した回数のデータを遡って記録します。 

例：プリトリガ「１０」、記録周期「２秒」で１３:００:００に記録開始した場合 

１２:５９:４０から１２:５９:５８までのデータをファイルの先頭に付加します。 

注：電源ＯＦＦ時、設定変更時にはプリトリガ用データがクリアされますので、ここで指定した期

間分のデータが足りない場合があります。その場合は保存されている分のデータを先頭に付加

します。 

 

 

■ファイル保存周期を設定する 

・ 記録データを内部データに保存する周期です。 

・ この周期のほかに、「記録データを保存する条件」を満たしたときにも保存されます（8.9「記録

データ画面」参照）。 

 

分 設定無し，1分，2分，3分，5分，10 分，20 分，30 分，60 分 

 

 

■ディレクトリを設定する（最長１６文字） 

・ ＵＳＢメモリーにコピーする際のコピー先ディレクトリ名を設定できます。 

・ 階層を指定することもできます。区切り記号は「＼」（バックスラッシュ）です。 

入力方法は「6.3 文字の入力方法」を参照してください。 
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10.7 積算リセット設定 
 

・ 設定メニュー画面の[積算リセット設定]をタッチすると下の画面が表示されます。 

・ この画面では、[入力・演算設定]で設定した演算式が積算の場合、その積算データを０に戻すための条

件を設定できます(「10.3.2 演算式の設定方法」参照)。この設定でリセットされるのは演算式「ITG」

のみです。演算式「ITG24」は基準時刻のときのみリセットされ、インターバル毎にはリセットされま

せん。 

＜積算リセット設定画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■設定方法を選択する 

・ 「全ＣＨ共通」／「ＣＨ個別」から選択します。 

 
 

 

 

 

■ＣＨを設定する 

・ 「ＣＨ個別」を選択した場合にここで指定したチャンネルに対して設定を行います。 
 

■マニュアルリセットをする 

・ 積算データを０にします。 
 

■自動リセットを設定する 

・ 積算の自動リセットを使用する場合はＯＮにしてください。使用しない場合はＯＦＦにしてくだ 

さい。 
 

■基準時刻、インターバルを設定する 

・ 基準時刻＋（インターバル×ｎ） ｎ＝０，１，２，３，・・・ 

の時刻に積算リセットを行います。 
 

 例：「基準時刻」０：００、「インターバル」０４：００の場合、 

   ０時、４時、８時、１２時、１６時、２０時に積算値をリセットします。 
 
■接点入力リセットを設定する（オプション） 

 ※接点入力オプションなしの場合は表示しません。 

・ 指定した接点入力端子がＯＮになったときに積算リセットを行います。 

使用しない場合は「なし」を選択してください。 

設定方法 内容 

全ＣＨ共通 設定内容を全チャンネルに対して適用します。 

ＣＨ個別 チャンネル毎に個別のリセット設定を適用します。 
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10.8 スケジュール設定 
 

・ 設定メニュー画面からスケジュール設定をタッチすると下の画面が表示されます。 

・ この画面では、記録する期間を設定できます。[ファイル設定]で設定した記録開始条件が成立した場合

でも、ここで設定したスケジュール期間外の場合は記録を行いません。スケジュール期間外のとき、ス

テータスバーは灰色表示されます。 

 

＜スケジュール設定画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

 

■スケジュールを設定する 

・ 設定無し、日付、曜日の選択を行います。 

・ この設定により以下の設定が有効になります。 

 

 

■日付設定のパラメータを設定する 

・ 開始日付、時刻および終了日付、時刻を設定します。 

 

 

■曜日設定のパラメータを設定する 

・ 使用曜日をチェックします。 

・ 開始時刻、終了時刻を設定します。 
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10.9 マーカテキスト設定 
 

・ 設定メニュー画面の[マーカテキスト設定]をタッチすると下の画面が表示されます。表示される画面は、

接点入力(オプション)「あり・なし」により異なります。 

・ この画面では、トレンド上に書き込むマーカテキスト（最大３０文字）を一括で登録できます。登録は

５０件までです。マーカテキストはここで登録しない場合でも、マーカ書き込み時に作成することがで

きます。マーカの書き込みについては「9.1 マーカの書き込み」を参照してください。 

 

 

＜マーカテキスト設定画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■クリアを設定する 

・ [クリア]をタッチすると、その選択したＮｏ．のマーカテキストを消去します。 

 

 

■マーカテキストを設定する 

・ マーカテキスト欄の[▼]をタッチすると、文字入力画面が表示されるので入力します。 

 

 

■接点入力によるマーカ書き込みを設定する（オプション） 

・ 接点入力端子のＯＮによってマーカをトレンド上に書き込むことができます。 

 

＜接点入力方式－標準の場合＞ 

・ ［接点入力］で指定した入力端子がＯＮになったときに対応するマーカをトレンド上に書き込みます。 

 

＜接点入力方式－バイナリの場合＞ 

・ 接点入力端子１～７を使用して、マーカテキスト番号１～５０を指定します（端子１側が下位ビッ

ト、端子７側が上位ビットの２進表現）。 

・ 端子１～７の接点状態を１～５０の状態にしてから端子８をＯＮすると、対応するマーカテキスト

番号のマーカを、トレンド上に書き込みます。 

 
 

(接点入力オプションなし) (接点入力オプションあり) 
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10.10 メモリー操作 
 

・ 設定メニュー画面の[メモリー操作]をタッチすると、下記の画面が表示されます。 

・ この画面では、設定ファイルの保存・読み込みや、記録データをＵＳＢメモリーへコピーできます。 

 

 

＜メモリー操作画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■設定を保存する 

・ 現在の設定内容を１００件まで保存できます。 

・ 保存されている設定ファイルが、五十音、アルファベット順にリスト表示されます。 

・ 保存したいファイルをタッチすると、ファイル名入力画面が表示されます。ファイル名を入力し「確

定」をタッチすると、現在の設定内容が保存されます。 

※ＵＳＢメモリーにコピーした際は、設定ファイルは「.krs」の拡張子で「ＳＥＴＵＰ」フォルダに保

存されます。 

 

■設定を読み込む 

・ 設定ファイルを読み出し、現在の設定に上書きします。 

・ 保存されている設定ファイルが、五十音、アルファベット順にリスト表示されます。 

・ 読み込むファイルの行をタッチすると、設定を読み込みます。 

 

■設定を初期化する 

・ セキュリティ設定以外の設定を初期化します。 

 

■ＵＳＢメモリーを操作する 

・ 本器に搭載されているＵＳＢポートにＵＳＢフラッシュメモリー（８Ｇバイトまで）を挿入するこ

とにより、本器の記録データファイル・設定ファイル・スナップショットファイルをＵＳＢメモリ

ーにコピーできます。また、ＵＳＢメモリーに格納されている設定ファイルを本器にコピーできま

す (「9.3ＵＳＢメモリーへデータをコピー」参照)。 

※すべてのＵＳＢフラッシュメモリーの動作を保証するものではありません。 

※ハードディスク、ＺＩＰ、ＭＯ、光ディスクなどの外部メディア機器は使用できません。接続すると

接続した機器を破損する恐れがあります。ご注意ください。 
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10.11 ネットワーク設定 
 

・ 設定メニュー画面から[ネットワーク設定]をタッチすると、下の画面が表示されます。 

・ この画面では、本器のネットワーク設定ができます。 

 

 

＜ネットワーク設定画面＞ 

 

 
 
 

ネットワーク設定項目一覧 

イーサネット設定 「10.11.1 イーサネット設定」を参照してください。 

ＤＮＳ設定 「10.11.2 ＤＮＳ設定」を参照してください。 

ＦＴＰクライアント設定 「10.11.3 ＦＴＰクライアント設定」を参照してください。 

ＳＮＴＰクライアント設定 「10.11.4 ＳＮＴＰクライアント設定」を参照してください。 

Ｅ－ＭＡＩＬ設定 「10.11.5 Ｅ－ＭＡＩＬ設定」を参照してください。 
 
 

注意  
 
 

本製品は電気通信事業者（移動通信会社、固定通信会社、インターネットプロバイダ等）の 

通信回線（公衆無線 LAN を含む）に直接接続することができません。 

本製品をインターネットに接続する場合は、必ずルータ等を経由し接続してください。 
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10.11.1 イーサネット設定 
 

・ 設定メニュー画面から[ネットワーク設定]-[イーサネット設定]をタッチすると、下記の画面が表示さ

れます。 

・ この画面では、本器をイーサネット上で使用するためのアドレス設定を行います。 

 

＜イーサネット設定画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ＩＰアドレスを設定する 

・ 本器のＩＰアドレスを設定してください。ＤＨＣＰ（ＩＰアドレス自動取得）は使用できません。

ＩＰアドレスは、接続するネットワークの管理者に問い合わせてください。 

 

■サブネットマスクを設定する 

・ 本器のサブネットマスクを設定してください。 

 

■デフォルトゲートウェイを設定する 

・ ネットワーク上にルータ等のゲートウェイがある場合、デフォルトゲートウェイアドレスを設定し

てください。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ルータ等を使用して社内ＬＡＮやインターネットに接続せず、小規模なネットワーク内で 

使用する場合はＩＰアドレスを下記のように設定してください。 
 

機器 ＩＰアドレス サブネットマスク 

ＫＲ３０００ Ａ １９２．１６８．２５４．２５４ ２５５．２５５．２５５．０ 

ＫＲ３０００ Ｂ １９２．１６８．２５４．２５３ ２５５．２５５．２５５．０ 

・・・ ・・・ ・・・ 

ＰＣ Ａ １９２．１６８．２５４．１ ２５５．２５５．２５５．０ 

ＰＣ Ｂ １９２．１６８．２５４．２ ２５５．２５５．２５５．０ 

・・・ ・・・ ・・・ 

小規模ネットワークでの利用例 
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10.11.2 ＤＮＳ設定 
 

・ 設定メニュー画面から[ネットワーク設定]-[ＤＮＳ設定]をタッチすると、下記の画面が表示されます。 

・ この画面では、本器のＤＮＳサーバ設定ができます。ＤＮＳサーバは、名前で指定されたアドレスをＩ

Ｐアドレスに変換するためのサーバです。ＦＴＰサーバ、ＰＯＰ３サーバ、ＳＮＴＰサーバ等のアドレ

スを名前で入力した場合は、ＤＮＳサーバの設定を必ず行ってください。 

 

 

 

＜ＤＮＳ設定画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ＤＮＳ ＯＮ/ＯＦＦを設定する 

・ ＤＮＳをＯＮ（有効）、ＯＦＦ（無効）を選択します。 

 

 

■プライマリサーバＩＰ、セカンダリサーバＩＰを設定する 

・ ＤＮＳサーバのアドレスを入力してください。プライマリサーバが見つからない場合、セカンダリ

サーバのアドレスを使用します。ＤＮＳサーバが１つしかない場合、セカンダリサーバは空欄で構

いません。 
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10.11.3 ＦＴＰクライアント設定 
 
・ 設定メニュー画面から[ネットワーク設定]-[ＦＴＰクライアント設定]をタッチすると、下記の画面が

表示されます 

・ この画面では、本器のＦＴＰクライアント設定ができます。 

 

 

＜ＦＴＰクライアント設定画面＞ 
 
 
 
 
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■サーバアドレスを設定する 
・ ファイルを転送するサーバのアドレスを指定してください。ここにＩＰアドレスではなく名前  

（○○.co.jp、○○.com 等）を設定した場合は、必ずＤＮＳの設定を行ってください（「10.11.2 Ｄ
ＮＳ設定」参照）。 

 

■ディレクトリを設定する 

・ ファイルを書き込むディレクトリを設定してください。ディレクトリがない場合の自動作成は行い

ません。 

 

■ログインユーザ名を設定する 

・ ＦＴＰサーバにログインするユーザ名を設定してください。 

 

■ログインパスワードを設定する 

・ ＦＴＰサーバにログインするパスワードを設定してください。 

 

■ＰＡＳＶモードを設定する 

・ ＰＡＳＶモードで転送する場合にＯＮにしてください。 

 

■自動転送を設定する 

・ 記録するファイルが切り替わるときに自動的に作成されたファイルを転送する場合はＯＮにしてく

ださい。 

 
■リトライモードを設定する 

・ 「ＯＦＦ」のとき、ＦＴＰ転送を３回試みて失敗した場合、画面にエラーメッセージを表示して転

送を中止します。「ＯＮ」のとき、成功するまで永久に転送を試みます。ただし、転送待ちのファイ

ルが３６０個を超えるとその後のファイルは転送されません。 

また、本器の電源をＯＦＦにした場合、転送待ちのファイルは電源ＯＮ後も転送されません。 
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10.11.4 ＳＮＴＰクライアント設定 
 

・ 設定メニュー画面から[ネットワーク設定]-[ＳＮＴＰクライアント設定]をタッチすると、下記の画面

が表示されます。 

・ この画面では、本器のＳＮＴＰ機能を使用するための設定ができます。 

 

＜ＳＮＴＰ設定画面＞ 

 
 

■ＳＮＴＰ ＯＮ／ＯＦＦを設定する 
・ ＳＮＴＰによる自動時刻同期を行う場合は「ＯＮ」に、行わない場合は「ＯＦＦ」にしてください。 

 

■ＳＮＴＰサーバを設定する 

・ 使用するＳＮＴＰサーバを設定してください。ここにＩＰアドレスではなく名前（○○.co.jp、  

○○.com 等）を設定した場合は、必ずＤＮＳの設定を行ってください（「10.11.2 ＤＮＳ設定」参

照）。 

 

■問い合わせ基準時刻、問い合わせ間隔を設定する 

・ 問い合わせ基準時刻＋（問い合わせ間隔×ｎ） ｎ＝０，１，２，３，・・・ 

の時刻に時刻同期を行います。 

 

 例：「問い合わせ基準時刻」０：００、「問い合わせ間隔」０４：００の場合、 

   ０時、４時、８時、１２時、１６時、２０時にＳＮＴＰによる時刻同期を行います。 

 

■今すぐ更新 

・ [更新]をタッチしたときにＳＮＴＰサーバと時刻の同期を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＮＴＰによって時刻が変更になる場合、下記のように動作します。 

 

（記録停止中） 

 その場で時刻変更 

 

（記録中） 

 3 分以上の時刻変更は行わない（メッセージ表示） 

 時刻差が 2秒未満の場合は変更しない。 

 上記以外の場合、100 ミリ秒の間に 5ミリ秒ずつ変更時刻に近づけていく。 

時刻補正時の動作について 
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10.11.5 Ｅ－ＭＡＩＬ設定 
 

・ 設定メニュー画面から[ネットワーク設定]-[Ｅ－ＭＡＩＬ設定]をタッチすると、下記の画面が表示さ

れます。 

・ この画面では、本器のＥ－ＭＡＩＬ設定機能を使用するための設定を行います。本器では、警報・時刻

のイベントによりＥ－ＭＡＩＬを送信することができます。予め８件の転送先を指定し、イベント（８

件まで登録可）発生時に、この中から選んだアドレスへメール送信を行います。 

 

＜Ｅ－ＭＡＩＬ設定画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ－ＭＡＩＬ設定項目一覧 

転送アドレス 下記の「■転送アドレスを設定する」を参照してください。 

転送条件選択 下記の「■転送条件選択を設定する」を参照してください。 

送信ＣＨ 下記の「■送信ＣＨを設定する」を参照してください。 

アカウント 下記の「■アカウントを設定する」を参照してください。 
 
 
■転送アドレスを設定する 
・ 選択すると、下の画面が表示されます。この画面では、転送先のアドレスを８個まで設定できます。 

 

＜転送アドレス画面＞ 
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■転送条件選択を設定する 
・ 選択すると、下の画面が表示されます。この画面では、転送する条件を８個まで設定できます。 

 

＜転送条件選択画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・条件番号を選択する 

メール送信条件は８種類まで登録できます。ここで選択した番号の条件を画面で設定します。 

 

・転送条件選択を設定する 

転送アドレスにどの条件の時、転送するかを設定します。 

 

項目 内容 

なし この条件を使用しない。 

警報発生時 指定したチャンネルで警報が発生した場合に送信します。 

定時 基準時刻を基準として、インターバル時間毎に送信します。 

 

・先頭ＣＨ、末尾ＣＨを設定する 

転送条件で「警報発生時」を選択した場合に有効です。 

先頭ＣＨから末尾ＣＨで指定したチャンネルで警報が発生したときにメール送信します。 

 

・基準時刻、インターバルを設定する 

転送条件で「定時」を選択した場合に有効です。 

基準時刻＋（インターバル×ｎ） ｎ＝０，１，２，３，・・・ 

の時刻にメール送信を行います。 

 

 例：「基準時刻」０：００、「インターバル」０４：００の場合、 

   ０時、４時、８時、１２時、１６時、２０時にメール送信します。 

 

・転送アドレスを設定する 

転送するアドレスにチェックします。 
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■送信ＣＨを設定する 

・ 選択すると下の画面が表示されます。 

・ Ｅ－ＭＡＩＬの転送条件選択において、「警報発生時」を指定した場合、この画面で登録したチャン

ネルのデータをメール本文に書き込んでメール送信を行います。何も登録していない場合は警報が

発生したチャンネルのデータを書き込んで送信します。 

・ Ｅ－ＭＡＩＬの転送条件選択において、「定時」を指定した場合、この画面で登録したチャンネルの

データをメール本文に書き込んでメール送信を行います。 

 

＜送信ＣＨ画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・条件番号を選択する 

設定を行うメール送信条件の番号を選択してください。 

        

・送信データを設定する 

添付するデータのチャンネル番号をチェックします。 

 

・コピー機能を使ってパラメータをコピーする 

上の画面の場合は、チャンネル１の設定をチャンネル１～チャンネル５までコピーします。[Ｇｏ]を

タッチするとチャンネル１の設定がチャンネル１～チャンネル５までコピーされます。 
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■アカウントを設定する 
・ 選択すると、下の画面が表示されます。この画面では、ＳＭＴＰ(簡易メール転送プロトコル)設定

ができます。 

  

＜アカウント画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
・ＰＯＰ３アドレスを設定する 
ＳＭＴＰサーバがＰＯＰ３認証を必要とする場合に使用します。ＰＯＰ３サーバのアドレスを入力し
てください。ＰＯＰ３認証が必要ない場合は何も入力しないでください。 

 
 

・ＳＭＴＰアドレスを設定する 
ＳＭＴＰサーバのアドレスを入力してください。 

 
 

・送信者アドレスを設定する 
本器用に取得したメールアドレスを入力してください。このアドレスが正しくない場合、送信を受け
付けないＳＭＴＰサーバもあります。 

 
 

・アカウントを設定する 
メールサーバログインに使用するメールアカウントを入力してください。 

 
 

・パスワードを設定する 
メールサーバログインに使用するパスワードを入力してください。 

 
・ＳＭＴＰポート番号を設定する 
ＳＭＴＰのポート番号を入力してください。標準的なサーバでは２５です。 

 
・ＰＯＰ３ポート番号を設定する 
ＰＯＰ３のポート番号を入力してください。標準的なサーバでは１１０です。 
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10.12 システム設定 
 

・ 設定メニュー画面から[システム設定]をタッチすると、下記の画面が表示されます。 

・ この画面では、時計・通信・調整(補正)・ユーザ登録など本器のシステム設定ができます。 
 
 

＜システム設定画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

システム設定項目一覧 

時計設定 「10.12.1 時計設定」を参照してください。 

上位通信 「10.12.2 上位通信の設定」を参照してください。 

下位通信 

「12.1 下位通信（読み込み）」、「12.2 下位通信（書き込み）」を参照してく

ださい。 

※下位通信オプションなしの場合は表示しません。 

目盛調整 「10.12.3 目盛調整」を参照してください。 

タッチパネル補正 「10.12.4 タッチパネル補正」を参照してください。 

セキュリティ設定 「10.12.5 セキュリティ設定」を参照してください。 

その他の設定 「10.12.6 その他の設定」を参照してください。 
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10.12.1 時計設定 
         

・ 設定メニュー画面から[システム設定]-[時計設定]をタッチすると、下記の画面が表示されます。 

・ この画面では、本器の内部時計の設定ができます 

 

＜時計設定画面＞ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
■年月日、時刻を設定する 
・ 文字入力と同様に入力してください。 
・ 内部時計への書き込みは、[設定]タッチ時に行われます。時報等に合わせて[設定]をタッチしてく

ださい。 
 
 

■ＤＩによる時刻補正（該当オプション有効時に表示） 
・ 指定した接点入力がＯＮになったとき、時刻の「秒」が３０未満のときは０に、３０以上のとき

は「分」を１加算して「秒」を０とします。 
 
 

■表示方式を設定する 
・ 日付の表示フォーマットを選択します。 
 

YY/MM/DD 年月日 
MM/DD/YY 月日年 
DD/MM/YY 日月年 

 
 
 

■タイムゾーンを設定する 
・ グリニッジ標準時（ＧＭＴ）からの時差を設定します。この設定はＥメールヘッダ部の送信日時に

反映されます。 
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10.12.2 上位通信の設定 
 

・ 設定メニュー画面から[システム設定]-[上位通信]をタッチすると、下記の画面が表示されます。 

・ この画面では、本器の上位通信設定ができます。 

 

＜上位通信の設定画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■接続方式を設定する 

上位通信の接続方式を設定できます。 
 

＜接続方式の設定画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続方式項目一覧 

ログイン 設定の書き込みにはログイン操作が必要です。 

ＭＡＣ指定 登録されたＭＡＣアドレスからの通信のみ許可します。 

全て許可 全ての通信を許可します。 
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ログイン 

通信時にログイン操作(通信コマンドによるユーザＩＤ・パスワード認証)を必要とする方式です。 

※上位通信において、管理ユーザでログインした場合のみ設定操作・変更ができます。 

※上位通信によるデータの読込はログイン操作不要です。 

 

ＭＡＣ指定 

本器にてＭＡＣアドレス登録されている機器からの通信をすべて許可する方式です。 

ＭＡＣアドレスは 8件まで登録できます。 

※ＭＡＣアドレス（Media Access Control address）とは、イーサネット上で各機器を識別するた

めに設定されている一意の固有 ID 番号です。 

※登録されていない機器からの通信はできません。 

※上位通信で設定変更を行った場合、オーディットには通信相手のＭＡＣアドレスが保存されます。 

※オプションのシリアル通信で使用する場合は、この制限は適用されません。 

 

<ＭＡＣアドレス登録方法> 

 
 

[ＭＡＣ指定]をタッチするとＭＡＣアドレス登録画面が表示されます。 

 

 

 
全て許可 

全ての通信を許可する方式です。 

※上位通信で設定変更を行った場合、オーディットにはユーザＭＡＣアドレスが保存されます。 

チェックを入れると設定が有効になります。 
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■ＴＣＰ／ＩＰ－ポート番号を設定する 

・ ＴＣＰ／ＩＰで上位通信を行う場合のポート番号を設定してください。 

・ ポート番号を５０２に設定するとＭｏｄｂｕｓ－ＴＣＰでの通信が可能です。それ以外のポート番

号を設定した場合は本器独自の通信方式で通信します。 

上位アプリケーションにＣＩＳＡＳ、トルウィン、ＫＩＤＳ、ＰＡＳＳ等当社のＰＣソフトウェア

を使用する場合は５０２以外を設定してください。市販のＭｏｄｂｕｓ－ＴＣＰに対応したＰＣソ

フトウェアを使用する場合は５０２を設定してください。 

 

 

■シリアル通信を設定する(オプション) 

※通信インターフェイスの“オプションなし”の場合や、“オプションあり”で設定メニュー[システ

ム設定]-[その他の設定]-[通信種類選択]において、「上位」を選択しないと表示されません

(「10.12.6「その他の設定」参照」)。 

・ 上位アプリケーションの設定に合わせて各項目を設定してください。 

 

 

項目 内容 

通信モード 「ＲＴＵ」、「ＡＳＣＩＩ」から選択してください。 

機器アドレス １～３１の値を設定してください。 

ビットレート 「９６００ｂｐｓ」、「１９２００ｂｐｓ」から選択してください。 

通信キャラクタ データビット、パリティ、ストップビットの組み合わせを選択してください。 

 

 

(下表のコードから選択します。)  
コード  キャラクタ長  パリティ ストップビット 

７Ｅ１  

７ビット  

Ｅｖｅｎ 
(偶数)  

１  

７Ｅ２  ２ 

７０１  Ｏｄｄ 
 (奇数) 

１  

７０２  ２ 

８Ｎ１  

８ビット 

Ｎｏｎｅ 
(なし) 

１  

８Ｎ２  ２ 

８Ｅ１  Ｅｖｅｎ 
 (偶数) 

１ 

８Ｅ２  ２ 

８０１  Ｏｄｄ 
 (奇数) 

１ 

８０２  ２ 

 

上位通信による設定変更は、本体側がログアウト状態でのみ可能です。本体側でユ
ーザがログイン状態にある場合は上位通信による設定変更ができません。 
（設定変更要求に対し、エラーコードを返します） 

注 記 
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10.12.3 目盛調整 
 

・ 設定メニュー画面から[システム画面]-[目盛調整]をタッチすると、下記の画面が表示されます。 

・ この画面では、本器の目盛調整ができます(「   目盛調整」を参照)。 
 
 

＜目盛調整画面＞ 
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10.12.4 タッチパネル補正 
 

・ 設定メニュー画面から[システム画面]-[タッチパネル補正]をタッチすると、下記の画面が表示されま

す。 

・ この画面では、本器のタッチパネル補正ができます。タッチパネルは工場出荷時に補正してありますが、

時間の経過とともに座標がずれる場合があります。その場合はこの画面でタッチパネルの座標補正を行

ってください。 

・ 矢印の先端部を細いものでタッチしてください。タッチを認識すると矢印が移動します。この操作を繰

り返し、５箇所タッチするとタッチパネルの座標補正が完了します。 
 
 

＜タッチパネル補正画面＞ 
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10.12.5 セキュリティ設定 
 

・ 設定メニュー画面から[システム設定]-[セキュリティ設定]をタッチすると、下記の画面が表示されま

す。 

・ この画面では、ユーザ登録・一般ユーザの権限・ログイン設定などの設定ができます。この設定は管理

ユーザのみ可能です。 

 

 

＜セキュリティ設定画面＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セキュリティ設定項目一覧 

管理ユーザ登録 下記の「■管理ユーザ登録を行う」を参照してください。 

一般ユーザ登録 下記の「■一般ユーザ登録を行う」を参照してください。 

権限設定 下記の「■権限設定を行う」を参照してください。 

ログイン設定 下記の「■ログイン設定を行う」を参照してください。 

電子署名設定 下記の「■電子署名設定を行う」を参照してください。 

オーディット設定 下記の「■オーディット設定を行う」を参照してください。 
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■管理ユーザ登録を行う 
・ この画面では、管理ユーザの登録・パスワードの初期化ができます。 

※管理ユーザは必ず２人以上登録してください。 

※一度使用したＩＤ、フルネームは設定できません(過去１０００件まで)。 

 

＜管理ユーザ登録画面＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＤ ログインＩＤを設定できます。本器にログインするときに必要です。 

フルネーム 画面左下に表示されるユーザの名前を設定できます。 

 

＜管理ユーザ初期パスワード＞ 
 初期パスワード 

管理ユーザ１ Ａｄｍｉｎ１ 

管理ユーザ２ Ａｄｍｉｎ２ 

管理ユーザ３ Ａｄｍｉｎ３ 

管理ユーザ４ Ａｄｍｉｎ４ 

管理ユーザ５ Ａｄｍｉｎ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パスワードを初期化します。 

 

管理ユーザは２人以上登録し、パスワードを忘れないよう管理してください。もしも、管理ユーザ

がすべてログイン不可(ロックアウト)状態になった場合、以後管理ユーザとしてログインできなく

なります。その場合は、最寄りの弊社営業所までご連絡ください。 

  ユーザ登録について 注 記 
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■一般ユーザ登録を行う 
・ この画面では、一般ユーザの登録・パスワードの初期化・権限設定ができます。 

※一度使用したＩＤ、フルネームは設定できません(過去１０００件まで)。 

 

＜一般ユーザ登録画面＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＤ ログインＩＤを設定できます。本器にログインするときに必要です。 

フルネーム 画面左下に表示されるユーザ名を設定します。 

権限 一般ユーザが使用できる機能を設定します（次頁「■権限設定を行う」参照）。 

 

 

＜一般ユーザ初期パスワード＞ 
 初期パスワード 

一般ユーザ１ Ｕｓｅｒ１ 

一般ユーザ２ Ｕｓｅｒ２ 

： 

： 

： 

： 

一般ユーザ１００ Ｕｓｅｒ１００ 

 

パスワードを初期化します。 
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■権限設定を行う 
・ この画面では、一般ユーザが使用できる機能を設定します。項目にタッチするとチェックが入りま

す。チェックが入っている機能のみ使用できます。 

 

＜権限設定画面＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ログイン設定を行う 
・ この画面では、ログインパスワードの有効期限や自動ログアウト時間などを設定できます。 

 

＜ログイン設定画面＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パスワード有効期限（日） 

パスワードの有効期限を設定できます。有効期限が切れるとパスワードを再

設定する必要があります(０～４００日)。 

※０日は無期限となります。 

パスワード最低長さ パスワードの最低長さを設定できます(０～１０文字)。 

パスワードセキュリティ 

パスワードのセキュリティを設定できます（低／高）。「高」の場合、パスワ

ード変更時に大文字（’A’～’Z’）、小文字（’a’～’z’）、数字（’0’～’9’）を全て使用

しているかチェックします。 

自動ログアウト時間（分） 
自動でログアウトする時間を設定できます(０～６０日)。 

※０分は無期限となります。 

ログイン失敗上限 

ログイン失敗上限を設定できます(０～２０回)。ログイン失敗が上限を超え

ると、そのユーザはログインできなくなります（ロックアウト）。ロックアウ

トの解除方法は下記「7.8 ロックアウト解除方法」を参照してください。 

※０回は無制限となります。 

ログイン方法 
ログイン画面のユーザＩＤ入力方法を「リスト」・「キー入力」から選択でき

ます。「リスト」は、登録されているＩＤをリスト表示します。 

前回ＩＤ表示 
ログイン画面のＩＤ入力欄に前回ログインしたユーザＩＤを表示するかどう

かを「あり」または「なし」で選択します。 

 

この権限の名称を設定

できます。 １～１０個 

チェックが入っている

機能が使えます。 



 

－  128  － 

■電子署名設定を行う 
・ この画面では電子署名に関する設定を行います(「9.2 電子署名」を参照)。 

・ 署名レベルは１～４まであります。 

 

 

＜電子署名設定画面＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■オーディット設定を行う 
・ この画面ではオーディットファイルの保存周期を設定できます。 

・ 保存周期は「なし」、「24 時間」、「1ヵ月」から選択できます。 

 

 

＜オーディット設定画面＞ 
 
 



 

－  129  － 

10.12.6 その他の設定 
 

・ 設定メニュー画面から[システム画面]-[その他の設定]をタッチすると、下記の画面が表示されます。 

・ この画面では、本器の使用言語、フィルタレベル、通信種類の選択などの設定ができます。 
 

 

＜その他の設定画面＞ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■言語を設定する 

・ 日本語／英語／イタリア語から選択します。 

 

 

■機器名称を設定する 

・ メール送信時の件名に使います。「Message from （機器名称）」が件名として使われます。 

・ 空白の場合、「Message from Recorder」となります。 

 

 

■使用グループ数を設定する 

・ 使用グループ数が少ないほど、内部メモリーに記録できる期間が長くなります。 

 

 

■小数点記号を設定する 

・ 小数点記号を「.（ピリオド）」、「,（コンマ）」の２種類から設定できます。 

 

 

■５０Ｈｚ／６０Ｈｚを設定する 

・ 電源周波数を５０Ｈｚ、６０Ｈｚから選択します。 

 

 

■フィルタレベルを設定する 

・ 入力のフィルタレベルを０～３まで設定できます。 

・ ０がフィルタなしで、３が最も強いフィルタです。 
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■ペン座標を設定する 

・ トレンドの座標計算方法を、なめらか／ダイレクトから選択します。 

・ 「なめらか」を選択した場合、データが変動して、データから求めたトレンド座標が変動した場合

でもデータの変動が画面上の１ドット相当分を超えるまでは前回値のトレンド座標から変化させま

せん。データがトレンド座標の１ドット相当分よりも小さな範囲で振動している場合にトレンド線

が振れないようにすることができます。 

・ 「ダイレクト」を選択した場合、データから求めたトレンド座標をそのままトレンド座標とします。 

 

（「ダイレクト」と「なめらか」の描画例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■通信種類選択を設定する(オプション) 

・ 通信の種類を「上位」、「下位（読み込み）」、「下位（書き込み）」から選択します。 

・ 各通信種類の内容は次の通りです。 

上位 上位に接続した機器・パソコンによるデータ収録に使用。 

下位（読み込み） 下位に接続した当社機器の入力データ、ＰＬＣ内データを記録。 

下位（書き込み） ＫＲ３０００の入力データをＰＬＣに転送。 

 

=「なめらか」でのトレンド線 

=「ダイレクト」でのトレンド線 

変動幅は１ドットの幅より小さい 
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11. ＷＥＢ画面で設定/表示する 
11.1 ＷＥＢ画面からの設定及び表示 
ＷＥＢブラウザより記録計の入力、記録に関する設定やデータの表示を行います。 

 

11.1.1 ＴＯＰページ 
ＷＥＢブラウザ（図はインターネットエクスプローラ）より記録計のＩＰアドレスにアクセスするとパス

ワード認証後下図画面が表示されます。 

パスワード認証に使用するユーザ名とパスワードはログイン中のユーザ名とパスワードを使用します。 

画面右端にログイン中のユーザが表示されます。 

リンクをクリックすると上から、本体と同じ画面をブラウザに表示できる「記録計表示」、各記録チャン

ネルのデータを表示する「データ表示」へ移動します。 
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11.1.2 記録計表示 
本器の表示と同じ内容を表示します。画像ファイルを使用しているため、他の画面よりも読み込みに時間

がかかります。 

画面下部の「更新」ボタンをクリックすると現在の表示を再読み込みします。「自動更新 ON」をクリック

すると約１分周期で画面を更新します。自動更新を停止したい場合は「自動更新 OFF」をクリックしてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.1.3 データ表示 
記録計のデータをタグ名、単位と共に１２８チャンネル分表示します。表示時の取得データを固定表示す

る画面と、１０秒毎に自動的にデータを更新する画面を選択できます。ＴＯＰページからリンクをクリッ

クした場合は表示時点の取得データを固定表示する画面に移動します。自動更新画面に移動するには画面

下部のリンク「→データを自動更新する」をクリックします。又、自動更新表示中に固定表示に移動する

場合も同様に画面下部のリンク「→データを自動更新しない」をクリックします。 
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―下位側へ接続できる機器― 
 １．ＢＲ 
 ２．ＡＬ３０００・４０００ 
 ３．ＡＨ３０００・４０００ 
 ４．ＳＥ３０００ 
 ５．ＫＥ３０００ 
 ６．ＬＥ５０００ 
 ７．ＫＲ２０００・３０００ 
   ＫＲ２Ｓ・３Ｓ 
   ＫＲ２Ｄ・３Ｄ 
 ８．ＬＴ２３０ 
 ９．ＬＴ３５０・３７０ 
１０．ＬＴ４５０・４７０ 
１１．ＬＴ８３０ 
１２．ＤＢ１０００・２０００ 
   ＤＢ６００ 
１３．ＤＰ１０００Ｇ  
１４．ＫＰ１０００・２０００ 
１５．ＪＵ 
１６．ＪＷ 
１７．ＭＥＬＳＥＣシリーズ※４ 
１８．ＳＹＳＭＡＣシリーズ※５ 

12. 通信機能設定 (オプション) 
12.1 下位通信(読み込み) 

12.1.1 概要 
※下位通信（読み込み）を使用するには通信種類を「下位（読み込み）」に設定してください（「10.12.6 そ

の他の設定」参照）。 

・ 下位通信（読み込み）とは、本器が通信の上位機器として機能し、下位機器として接続された機器の読

み込みデータを本器の入力チャンネルとして割り当て、表示・記録する機能です。本器と下位側の機器

とはＲＳ－４２２ＡまたはＲＳ－４８５通信規格準拠のシリアル通信を行います。 

・ また本器から下位機器に対してデータ読み込みの他に「レンジ」「スケール」「ＲＪ」「バーンアウト」

の設定が可能です※１。 

・ 各機器へのデータ要求は約１秒（１台あたり全点）です※２。下位側に１６台の機器が接続されている

場合は下位機器１台分のデータ更新周期は約１６秒です※３。 
 
※１ ただしＬＴ２３０、ＬＴ３５０・３７０、ＬＴ８３０、ＪＵ、

ＪＷ、ＭＥＬＳＥＣ、ＳＹＳＭＡＣはデータ読み込みのみで  
設定はできません。 

※２ ＪＷのみデータ更新時間は管理する点数により異なります。 
１０点以下の場合 ：下位通信機器接続台数×１（秒） 
１０～１３点の場合 ：下位通信機器接続台数×２（秒） 
１３点以上の場合 ：下位通信機器接続台数×３（秒） 

※３ ＪＷ以外。 
※４ 下記の三菱電機製ＰＬＣのデータ読み込みを行うことができます。 

・ ＭＥＬＳＥＣ ＡｎＡＣＰＵシリーズ 
・ ＭＥＬＳＥＣ ＱｎＡＣＰＵシリーズ 
・ ＭＥＬＳＥＣ ＱｎＡＳＣＰＵシリーズ 
・ ＭＥＬＳＥＣ ＱＣＰＵシリーズ 
・ ＭＥＬＳＥＣ ＦＸシリーズ 

ＭＥＬＳＥＣの設定は、[チェックサムあり]に変更する事が必
要です。上記で通信制御手順形式４に対応した通信ユニット等
が必要です。 
取り込み可能なデバイスは下記です。 
・ Ｄ００００～Ｄ１０２３ 
・ Ｍ００００～Ｍ２０４７です。 

※５ 下記のオムロン製ＰＬＣのデータ読み込みを行うことができま
す。 
・ ＳＹＳＭＡＣ 上位リンクＣモードコマンド通信に対応した機種 

取り込み可能なチャンネルは下記です。 
・ データメモリー（ＤＭ）エリア：Ｄ００００～Ｄ９９９９ 
・ ＣＩＯ（入出力リレー等）エリア：０～６１４３ 

オムロン製ＰＬＣとＲＳ－４８５での通信には、ラインコンバータ（ＳＣ８－１０）がＰＬＣ台
数分必要です（「4.7(6)下位通信ＲＳ－４２２Ａの結線」、「4.7(7)下位通信ＲＳ－４８５の結線」
参照）。ＲＳ―４２２Ａでの通信には上位リンクＣモードコマンドに対応した通信ユニットが必
要です。 

 

■下位通信（読み込み）仕様概要 

・ 形式：ＫＲ３Ｐ□□－Ｓ□□ 

・ 接続台数：最大１６台 

・ 最大読み込み点数※：１２０－アナログ入力点数 

※本器の入力のないチャンネルに登録可能。 

・ データ更新周期：１台あたり約１秒※ 

※下位側機器のデータ更新状態、通信応答遅延により、本器での表示更新が遅れる場合があります。 

・ 通信タイムアウト：各機器に対し約１秒（リトライなし）。データは前回値を維持※ 

※通信タイムアウトが連続で６０回発生した機器は、「ＵＮＤＥＲ」が表示・記録されます。 
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12.1.2 下位機器との接続設定手順 
・ 本器の下位通信端子と下位機器間の結線を終えた後、下記の手順にしたがって本器（上位機器）及び下

位機器の設定を行います。 

・ 結線の詳細は「4.7 通信インターフェイス端子の結線」、各機器の取付・結線取扱説明書をご覧くださ

い（終端抵抗は通常通信ラインの片端または両端に設置された機器に取り付けますが、環境によって終

端抵抗を取り付けないほうが良い場合もあります）。 

 

《接続例》 

 

KR3000 

(上位機器) 

 KE3000 

(下位機器) 

 KR2000 

(下位機器) 

 LT300 

(下位機器) 

 MELSEC 

(下位機器) 

 SYSMAC 

(下位機器)      

           

  
アドレス:1 

 
アドレス:2 

 
アドレス:3 

 局番号: 

00～31 

 局番号: 

00～31 

 

12.1.3 下位側機器の設定  
① 下位機器の通信アドレス（機器番号）を１～１６の範囲で重複が無いように設定します（ＰＬＣの

局番号は重複しない任意の番号）。 

② 以下の仕様で各下位機器の通信設定を行います。設定方法は各機器の取扱説明書をご覧ください。 

ボーレート ９６００ｂｐｓ 

データ長 ８ｂｉｔ 

ストップビット １ｂｉｔ 

パリティ なし 

 

12.1.4 本器への登録（当社機器） 
① 本器の設定メニュー画面で[システム設定］-[下位通信(読み込み)]を選択します。 

（下位通信オプション品のみ、「下位通信」の項目が表示されます） 

② 「機種」欄のリスト中から該当する機種名※１を選択します。このときＣＯＭ１～ＣＯＭ１６にそ

れぞれ通信アドレス（機器番号）１～１６に対応する下位機器を登録します。 

③ 本器で管理する点数を「入力点数」欄に登録します※２※３。 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※１ リストに表示される機種名は簡易表示されています。 

リスト上表記 機種 

ＳＥ３ ＳＥ３０００ 

ＡＬ／ＡＨ ＡＬ３０００・４０００／ＡＨ３０００・４０００ 

ＫＲ２／３ ＫＲ２０００／ＫＲ３０００、ＫＲ２Ｓ／ＫＲ３Ｓ、ＫＲ２Ｄ／ＫＲ３Ｄ 

ＬＥ５ ＬＥ５０００ 

ＬＴ２／３／８ ＬＴ２３０／ＬＴ３５０・３７０／ＬＴ８３０ 

ＬＴ４ ＬＴ４５０・４７０ 

ＤＢ ＤＢ１０００／２０００／６００ 

ＤＰ－Ｇ ＤＰ１０００Ｇ 

ＫＰ ＫＰ１０００／２０００ 

下位機器 

 

◆ 設定例 

ＣＯＭ１：ＫＥ／６０点 

ＣＯＭ２：ＫＲ２／４４点 

ＣＯＭ３：ＤＢ／１３点 

ＣＯＭ４：ＡＬ／６点 

ＣＯＭ５：ＫＲ２／６点 
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※２ ＫＲ３０００上ではＪＵ、ＪＷのデータをＣＨデータとして以下の様に割り当てます。 

 

 ＪＷ  ＪＵ 

 CH01 
電圧値 
(平均値) 

 CH01 電圧値 

 CH02 
電流値 
(平均値) 

 CH02 電流値 

 CH03 電力値  CH03 電力値 

 CH04 割り当て無し  CH04 負荷抵抗値 

 CH05 
電圧値 
(Ｕ相－Ⅴ相間) 

   

 CH06 
電流値 
(Ｕ相) 

   

 CH07 
負荷抵抗値 
(Ｕ相) 

   

 CH08 
電圧値 
(Ｖ相－Ｗ相間) 

   

 CH09 
電流値 
(Ｖ相) 

   

 CH10 
負荷抵抗値 
(Ｖ相) 

   

 CH11 
電圧値 
(Ｗ相－Ｕ相間) 

   

 CH12 
電流値 
(Ｗ相) 

   

 CH13 
負荷抵抗値 
(Ｗ相) 

   

 CH14 
初期抵抗値 
(Ｕ相) 

   

 CH15 
初期抵抗値 
(Ｖ相) 

   

 CH16 
初期抵抗値 
(Ｗ相) 
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※３ ＫＲ３０００上ではＬＴ、ＤＢ、ＤＰ－Ｇ、ＫＰシリーズのデータをＣＨデータとして割り当て  

ます。 

 

 

 機種名 

CH ／ パラメータ ＬＴ８ ＬＴ２ ＬＴ３ ＬＴ４ ＤＢ ＤＰ―Ｇ ＫＰ 

CH01 ＰＶ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

CH02 ＳＶ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

CH03 ＭＶ１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

CH04 ＭＶ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

CH05 実行ＳＶ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

CH06 ＥＶ１ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

CH07 ＥＶ２ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

CH08 ＥＶ３ × × ○ ○ ○ ○ ○ 

CH09 ＥＶ４ × × × ○ ○ ○ ○ 

CH10 Ｐ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

CH11 Ｉ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

CH12 Ｄ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

CH13 実行Ｎｏ． × ○ ○ ○ ○ × × 

 

○ ：表示可能、×：ＵＮＤＥＲ表示 
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12.1.5 本器への登録（ＰＬＣ） 
① 本器の設定メニューの[システム設定]-[下位通信（読み込み）]をタッチします。 

※下位通信（読み込み）オプション品のみ、「下位通信（読み込み）」の項目が表示されます。 

② 「機種」欄のリスト中から該当する機種名を選択してください。このときＣＯＭ１～ＣＯＭ１６に

それぞれＰＬＣを登録します。 

③ 本器で管理するアドレスを「ＰＬＣ局番」、「先頭アドレス」、「読込み点数」欄に登録します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.1.6 下位機器のＣＨ番号登録 
① 設定メニューから［入力・演算設定］を選択します。 

② 下位機器を登録するチャンネルの「入力種類」欄の[▼]をタッチします。 

表示されるリストから「12.1.4 本器への登録(当社機器)」｢12.1.5 本器への登録(ＰＬＣ)｣で登録

した機種を選択します。 

③ ３列目の「ＣＨ．」欄に登録した下位機器のＣＨ番号を設定します。ＰＬＣの場合は「先頭アドレ

ス」をＣＨ１とみなします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
下位通信設定で登録した機種と実際の接続機種に相違があると入力種類の選択項目が正常に表示さ

れない場合があります。接続機種と本体設定に相違が無い様ご使用ください。 

下位通信の入力・演算設定に関して 注 記 
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12.1.7 下位機器の入力設定(当社機器のみ) 
 

① 「入力・演算設定」の画面で左端のチャンネル番号部分をタッチします。 

以下のような詳細設定画面が表示されます。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 下位機器の該当チャンネルの設定内容を取得するには[取込]をタッチします。また、登録されている

全点の設定内容を取得するには[全点取込]をタッチします。 

設定内容の取込が正常に終了すると「取り込み完了」のメッセージウィンドウが表示されます。 

      

 

 

 

 

[ＯＫ]をタッチして復帰します。 

また、取込が失敗した場合には以下のメッセージウィンドウが表示されます。 

      

 

 

 

 

[ＯＫ]をタッチして復帰後、再度[取込]をタッチしてください。「取込み完了」のメッセージウィン

ドウが表示されない場合、通信が正常に行われていません。配線や本器の設定及び下位機器の設定を

再度ご確認ください。 
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③ 下位機器の該当チャンネルに対して本器から設定変更を行う場合には、以下の操作を行います。 

（設定が行えない機種は、[送信]、[全点送信]が表示されません。） 

表示中のチャンネルのみ設定変更を行う場合は[送信]をタッチします。また、必要なチャンネル全て

の変更を行い一括で設定するには、全設定値の変更完了後に[全点送信]をタッチします。 

設定内容の送信が正常に終了すると以下のメッセージウィンドウが表示されます。 

      

 

 

 

[ＯＫ]をタッチして復帰します。 

また、送信が失敗した場合には以下のメッセージウィンドウが表示されます。 

      

 

 

 

 

[ＯＫ]をタッチして復帰後、再度[送信]をタッチしてください。「送信完了」のメッセージウィンド

ウが表示されない場合、通信が正常に行われていません。配線や本器の設定及び下位機器の設定を再

度ご確認ください。 

 

④ チャンネルの設定が終わったら、[戻る]をタッチし、設定画面を抜け、設定の保存を行います。 

⑤ 以上の操作を行うことにより、下位機器からのデータ収集を開始します。 
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―下位側へ接続できる機器― 
１．ＭＥＬＳＥＣシリーズ※１ 
２．ＳＹＳＭＡＣシリーズ※２ 

12.2 下位通信(書き込み) 

12.2.1 概要 
 
※下位通信（書き込み）を使用するには通信種類を「下位（書き込み）」に設定してください（「10.12.6 その他の設定」

参照）。 

・ 下位通信（書き込み）とは、本器が通信の上位機器として機能し、下位機器として接続された機器に本

器の測定・演算データを書き込む機能です。本器と下位側の機器とはＲＳ－４２２ＡまたはＲＳ－４８

５通信規格準拠のシリアル通信を行います。 

 

 

 

 

 

※１ 下記の三菱電機製ＰＬＣへのデータ書き込みを行うことができます。 
・ ＭＥＬＳＥＣ ＡｎＡＣＰＵシリーズ 
・ ＭＥＬＳＥＣ ＱｎＡＣＰＵシリーズ 
・ ＭＥＬＳＥＣ ＱｎＡＳＣＰＵシリーズ 
・ ＭＥＬＳＥＣ ＱＣＰＵシリーズ 
・ ＭＥＬＳＥＣ ＦＸシリーズ 

上記で通信制御手順形式４に対応した通信ユニット等が必要です。 

書き込み可能なデバイスは下記です。 

・ Ｄ００００～Ｄ１０２３ 

・ Ｍ００００～Ｍ２０４７ 

※２ 下記のオムロン製ＰＬＣへのデータ書き込みを行うことができます。 

・ ＳＹＳＭＡＣ 上位リンクＣモードコマンド通信に対応した機種 

 

書き込み可能なチャンネルは下記です。 

・ データメモリー（ＤＭ）エリア：Ｄ００００～Ｄ９９９９ 

・ ＣＩＯ（入出力リレー等）エリア：０～６１４３ 
 
オムロン製ＰＬＣとＲＳ－４８５での通信にはラインコンバータ（ＳＣ８－１０）がＰＬＣ台数
分必要です（「4.7(6) 下位通信ＲＳ－４２２Ａの結線」、「4.7(7) 下位通信ＲＳ－４８５の結線」
参照）。ＲＳ－４２２Ａでの通信には上位リンクＣモードコマンドに対応したＳＹＳＭＡＣの通
信ユニットが必要です。 
 

 

■下位通信（書き込み）仕様概要 

・ 形式：ＫＲ３Ｐ□□－Ｓ□□ 

・ 接続台数：最大５台 

・ 最大書き込み点数※：１２８ 

※本器の全チャンネルのデータを書き込み可能。 

・ データ書き込み周期：１台あたり約１秒※ 

※下位側機器のデータ更新状態や通信応答遅延により、遅れる場合があります。 

・ 通信タイムアウト：各機器に対し約１秒※（リトライなし）。 

※通信タイムアウトを含み、通信エラーが連続で６０回発生した機器は、エラーメッセージを表示し

ます。 
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12.2.2 本器への登録 
 

① 本器の設定メニューの[システム設定]-[下位通信（書き込み）]を選択します。 

※下位通信（書き込み）オプション品のみ、[下位通信（書き込み）]の項目が表示されます。 

② 「機種」欄のリスト中から該当する機種名を選択します。このときＣＯＭ１～ＣＯＭ５にそれぞれ

ＰＬＣを登録します。 

③ 本器から書き込みを行うアドレスを「ＰＬＣ局番」、「先頭アドレス」、「書込み点数」欄に登録しま

す。 

④ 本器の書き込み元のチャンネルの先頭を「送信先頭チャンネル」に登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図の設定では 

ＣＯＭ１： 局番号「０」のＭＥＬＳＥＣの「Ｄ００００～Ｄ０００９」にＫＲのＣＨ１～１０のデータ

を書き込みます。 

ＣＯＭ２： 局番号「０」のＳＹＳＭＡＣの「Ｄ００００～Ｄ０００４」にＫＲのＣＨ１１～１５のデー

タを書き込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

－  142  － 

13. 目盛調整  
 

測定精度を維持するために、年に一度の目盛調整をお勧めします。 

 
 

調整名 内容 

ゼロ/スパン調整 

各測定レンジのゼロとスパンを入力して調整を行います。 

 

＊本器は、ＫＲ３Ｐ＊０は４チャンネル毎に１個のＡＤコンバータ、ＫＲ３Ｐ＊１

は１２チャンネル毎に１個のＡＤコンバータで入力処理をしています。 

従って、ＫＲ３Ｐ＊０は入力端子ユニット毎に３回、ＫＲ３Ｐ＊１は入力端子ユ

ニット毎に１回、各レンジのゼロとスパンを入力して調整をします。 

※ 各チャンネルに対してセンサ補正（値のシフト）もできます（「10.3 入力・演算設定」を参照）。 

 

13.1 調整環境 
 

項目 基準状態 

周囲温度 ２３℃±２℃ 

周囲湿度 ５５％±１０％ 

電源電圧 １００ＶＡＣ±１％ 

電源周波数 ５０Ｈｚまたは６０Ｈｚ±０．５％ 

 

13.2 器具の準備 

器具名 
入力の種類 

備考 
直流電圧 熱電対 測温抵抗体 

直流電圧電流発生器 ○   精度：±０．０５％より良いこと 

基準点補償器  ○  ０℃±０．２℃ 

検定用熱電対  ○  入力と同種の熱電対 

標準可変抵抗器   ○ 精度：±０．０５％より良いこと 

３芯銅線   ○ ３芯とも同一抵抗値 

 

 

13.3 調整の前に 
 

①端子カバーを取り付け、電源を入れます。 

②本器が安定するまで、３０分以上通電状態にしてください（１時間以上が理想です）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 

 
測定値のチェックや調整は、標準器などの器具や基準状態の他、調整作業にも細心の注意が必要です。

測定値のチェックや調整をご希望の節は、弊社の営業所にお問い合わせください。 

 調整に関して 注 記 
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13.4 結線 
 
入力種類によって結線が異なります。調整に使用する測定入力端子に標準器などの器具を結線します。 

 
 
 
 

 

 
 

＜ＫＲ３Ｐ＊０使用時＞ 

①直流電圧入力の場合 

各入力端子ユニットの第２、第５、第１１端子が

調整用端子になっています。 

調整する場合は、第２、５、１１端子に同時に右

図のように接続してください。 

 

第２端子により第１～４端子が、第５端子により

第５～８端子が、第１１端子により第９～１２端

子が調整されます。 

 

②測温抵抗体入力の場合 

各入力端子ユニットの第２、第５、第１１端子が

調整用端子になっています。 

調整する場合は、第２、５、１１端子各々に右図

のように接続してください。 

 

第２端子により第１～４端子が、第５端子により

第５～８端子が、第１１端子により第９～１２端

子が調整されます。 

 

③熱電対入力の場合 

各入力端子ユニットの第１、第６、第１２端子が調整用端子になっています。 

熱電対の調整をする場合は、第１、第６、第１２端子各々に下図のように接続してください。 

 
 

 

 

※熱電対入力は、端子部の温度に相当する分だけ起電力が小さくなります。計器自身で、その分を補償 

（基準点補償と呼びます）しています。調整する際の入力は、基準起電力（０℃基準）で行います。 

従って、基準点補償分を差し引く必要があり、基準点補償器を使います。 

直流標準電圧発生器 

入力端子台 

（＋） 

（－） 

標準可変抵抗器 

入力端子台 

（Ｂ） 

（Ｂ） 

（Ａ） 

■端子部温度を測定するための素子が３箇所

あり、それらの調整に第１、第６、第１２

端子を使用しています。 

入力端子台 

（＋） 

（－） 

氷 + 蒸留水 
 
魔法瓶 
 

熱電対素線※ 

試験管 
 
シリコンオイル 

基準点補償器 

 
  
■供給元の電源をＯＦＦにして結線 

感電防止のため、供給元の電源をＯＦＦにして結線を行ってください。 

注意 
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＜ＫＲ３Ｐ＊１使用時＞ 

①直流電圧入力の場合 

各入力端子ユニットの第２端子が調整用端

子になっています。 

調整する場合は、第２端子に右図のように

接続してください。 

 

第２端子によりそのユニットの全チャンネ

ルが調整されます。 

 

②測温抵抗体入力の場合 

各入力端子ユニットの第２端子が調整用端

子になっています。 

調整する場合は、第２端子に右図のように

接続してください。 

 

第２端子によりそのユニットの全チャンネ

ルが調整されます。 

 

③熱電対入力の場合 

各入力端子ユニットの第１、第６、第１２端子が調整用端子になっています。 

熱電対の調整をする場合は、第１、第６、第１２端子各々に下図のように接続してください。 

 
 

 

 

※熱電対入力は、端子部の温度に相当する分だけ起電力が小さくなります。計器自身で、その分を補償

（基準点補償と呼びます）しています。調整する際の入力は、基準起電力（０℃基準）で行います。 

従って、基準点補償分を差し引く必要があり、基準点補償器を使います。 

 

 

 

直流標準電圧発生器 

入力端子台 

（＋） 

（－） 

標準可変抵抗器 

入力端子台 

（Ｂ） 

（Ｂ） 

（Ａ） 

■端子部温度を測定するための素子が３箇所

あり、それらの調整に第１、第６、第１２

端子を使用しています。 

入力端子台 

（＋） 

（－） 

氷 + 蒸留水 
 
魔法瓶 
 

熱電対素線※ 

試験管 
 
シリコンオイル 

基準点補償器 
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13.5 調整方法(ゼロ／スパン調整) 
 

・ 運転画面で［操作］- [ＭＥＮＵ設定］-［システム設定］- [目盛調整］をタッチすると、下の調整画

面が表示されます。 

・ この画面では、各々の入力チャンネルの目盛調整を行います。調整用入力チャンネル各々に入力レンジ

のゼロ点とスパン点を入力して、目盛調整を行います。調整するレンジ項目の［Ｇｏ］をタッチすると

調整モードに移動します。 

・ 表示されているデータは、調整後のＡＤのカウント値を示しています。 

 

＜ゼロ／スパン調整画面＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[直流電圧入力レンジの調整方法] 
 

「13.4 結線 ①直流電圧入力の場合」で示すように結線してください。調整レンジの電圧を入力して調整

します。 

①調整するレンジの［Ｇｏ］をタッチします。 
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②入力する電圧値を指示するウィンドウが表示されますので、その値を本器に入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ゼロ点を調整します。 

（例）±６９ ｍＶレンジを調整する場合 

・直流標準電圧発生器でＯＶを入力します。 

 

④約５秒間ゼロ点を入力した後、［Ｇｏ］をタッチします。 

 

⑤スパン点を調整します。 

（例）±６９ ｍＶレンジを調整する場合 

・直流標準電圧発生器で＋６９ｍＶを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥約５秒間スパン点を入力した後、［Ｇｏ］をタッチします。 

 

⑦スパン点の調整後は、全レンジの調整画面に戻ります。 

 

⑧別のレンジを調整する場合は、①から⑥を繰り返します。 

 

⑨調整が終了したら［戻る］を２回タッチして、設定メニュー画面に戻ります。 
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[測温抵抗体入力レンジの調整方法] 
 

「13.4 結線 ②測温抵抗体入力の場合」で示すように結線してください。調整レンジの抵抗を入力して

調整します。 

 

＜設定方法＞ 

①調整するレンジの［Ｇｏ］をタッチします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②入力する抵抗値を指示するウィンドウが表示されますので、その値を本器に入力してください。 

 

③ゼロ点を調整します。 

（例）Ｐｔ１５０レンジを調整する場合 

・標準可変抵抗器で１００Ωを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④約５秒間ゼロ点を入力した後、［Ｇｏ］をタッチします。 
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⑤スパン点を調整します。 

（例）Ｐｔ１５０レンジを調整する場合 

・標準可変抵抗器で１５７．３３Ωを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥約５秒間スパン点を入力した後、［Ｇｏ］をタッチします。 

 

⑦スパン点の調整後は、全レンジの調整画面に戻ります。 

 

⑧別のレンジを調整する場合は、①から⑥を繰り返します。 

 

⑨調整が終わったら[戻る]を２回タッチして、設定メニュー画面に戻ります。 

 

※調整チャンネルをオープンの状態にしておくと、そのチャンネルでの調整は行いません。 
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[熱電対入力レンジの調整方法…基準点補償（ＲＪ０℃）の調整方法] 
 

 

 

 

 

 

 

 

「13.4 結線 ③熱電対入力の場合」で示すように結線してください。第１、第６、第１２端子各々に調整

用の熱電対を接続して調整します。 

 

 

＜設定方法＞ 

①調整画面に移動する前に第１、第６、第１２端子の入力設定を下記のように設定してください。 

（「10.3.1 設定内容」を参照してください。） 

 

レンジ種類 接続している熱電対。 

レンジ範囲 

レンジ範囲設定値の小数点位置を１に設定します。 

推奨：基準レンジが±１３．８ｍＶ、表示分解能が０．１℃となる測定レ

ンジ（「16 仕様 〇測定レンジ・精度定格・表示分解能」を参照）。 

ＲＪ 内部。 

バーンアウト 無し。 

 

 

 

②調整画面でレンジＲＪ０℃の［Ｇｏ］をタッチします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
熱電対入力レンジの調整は、直流電圧入力レンジの調整後に行ってください。熱電対入力レンジの

調整の後に直流電圧入力レンジの調整を行うと、調整結果に影響を与えます。 

注 記 
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③約３０秒経過後、［Ｇｏ］をタッチします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④調整後は、全レンジの調整画面に戻ります。 

 

⑤調整が終了したら［戻る］を２回タッチして、設定メニュー画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ 本器への入力を誤ったり、何らかの不都合が生じた場合は、再度目盛調整を実施してください。 

■ 調整画面で［ＣＬＲ］をタッチすると、調整データはクリアされ工場出荷時の調整データに戻り

ます。 

注 記 
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14. 部品交換周期の目安 
 

長時間にわたり良好な状態でご使用いただくため、予防保全として定期的な部品交換をお勧めします。 

 

 
 
 

 

 

 

[使用条件] 
部品交換周期の目安は、下記の標準状態の場合です。標準状態より悪い場合はさらに短くなります。 
 

項  目 条  件  等  項  目 条  件  等 

温度 ２０～２５℃ 

その他 

①ほこりや湿気、油煙のない場所 

②振動や衝撃のない場所 

③その他、動作に悪影響のない場所 

湿度 ２０～８０％ rh 

運転時間 ８時間／日 

腐食性ガス ない場所 

 

 

 

[部品交換周期の目安] 
 

部    品    名 交換の目安 備             考 

電源ユニット ５年 周囲温度 ２５℃において 

ＬＣＤ ５年 ※ 

キー ５年  

リレー（メカ警報出力用） 
７万回 抵 抗 負 荷     （定格接点容量以下） 

２万回 誘導性負荷（定格接点容量以下） 

リチウム電池 ５年  

 

※ＬＣＤの交換周期は輝度の半減期です。輝度の低下は、使用状態により差異があります。 

スクリーンセーバ機能(表示オフタイマー)の設定や、輝度調整の値を小さく設定することで、更に交

換周期を延ばすことができます(「10.4.5ＬＣＤ設定」参照)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部品の交換作業は弊社の認定したサービス員にご用命ください。正しい修復ができないだけでなく、

危険を伴う場合があります。部品交換のご要請は、弊社の営業所にお願いします。 

警告 

14 
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15. 異常時の対応 
 

異常現象に応じた対応を示します。対応する異常と思われる現象の項目をお読みください。 

 

1.何も動作しない 

 

診  断 原因・対応 

1)電源端子に電源が供給されているか。 供給元の電源をＯＮにします。 

2)電源が仕様通りか。 
仕様(１００－２４０ＶＡＣ，５０/６０Ｈｚ)通りの電

源を供給します。 

3)電源端子への結線が正しいか。 電源端子(Ｌ、Ｎ)へ正しく結線します。 

4)電源スイッチがＯＮしてあるか。 電源スイッチをＯＮします。 

5)供給元の電源をＯＦＦ→ＯＮしてみます。 

 

2.測定値の異常 

 

現  象 原因・対応 

1)測定値が不安定。 
●測定端子のゆるみがないか。 

●入力信号が不安定でないか。 

2)誤差がある。 

●入力信号に誤差がないか。 

●補償導線を入力端子まで接続しているか(熱電対入力のみ)。 

●指示チェックを行い、誤差があれば目盛調整を行います(「   目盛調

整」参照)。 

3)周囲温度に影響される。

(熱電対入力のみ) 
●入力端子カバーを外していないか。 

 

15 

上記確認でも問題解決しない場合、下記事項をお調べになり、ご購入先、当社のコールセン

ターまたは営業所にお問い合わせください。 

①形式(ＭＯＤＥＬ) ②製造番号 ③異常内容 ④その他、お気付きの点 

尚、引取り修理が必要な際、修理に出す前に必ず下記事項をご確認ください。 

修理中に予想外のトラブルが発生し、内部メモリーのデータが消えてしまう可能性がありま

す。本器を修理に出す前に、ＵＳＢメモリーにデータの控えをとっておいてください。尚、

データが消えてしまった場合、いかなる場合でもそのデータの保証はできません。 

問題解決できない場合 

13 
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16. 仕 様

■一般仕様 
定格電源電圧：１００－２４０ＶＡＣ， 

５０／６０Ｈｚ（フリー電源） 
 
消費電力： ６５ＶＡ ＭＡＸ 
 
使用条件： 
・基準動作条件……周囲温湿度範囲 ２１～２５℃ 

４５～６５％rh 
電源電圧 １００ＶＡＣ±１％ 
電源周波数 ５０／６０Hz±０．５％ 
姿勢 左右０° 前傾０°後傾０° 
ウォームアップ時間：３０分以上 

・正常動作条件……周囲温湿度範囲 ０～５０℃  
２０～８０％rh 

電源電圧 ９０－２６４ＶＡＣ 
電源周波数 ５０／６０Ｈｚ±２％ 
姿勢 左右０° 前傾０°  

後傾０－２０° 

・輸 送 条 件      ……工場出荷時梱包状態において 
周囲温湿度範囲 －２０～６０℃ 

５～９０％rh 
（但し結露しないこと） 

振動 １０～６０Ｈｚ ０.５Ｇ以下 
衝撃 ４０Ｇ以下 

・保 管 条 件      ……周囲温湿度範囲 －２０～６０℃  
５～９０％rh 

（但し結露しないこと）  

 

停電対策：ＦＬＡＳＨメモリーとＳＲＡＭにより､設定内容
を保持。 
ＦＬＡＳＨによりデ－タを保持。 
リチウム電池により、時計,パラメータ用ＲＡＭ
を５年間以上バックアップ(１日８時間以上の運
転条件で)。 

 
絶縁抵抗：２次端子と保護導体端子間 

……５００ＶＤＣ ２０ＭΩ 以上 
１次端子と保護導体端子間  

……５００ＶＤＣ ２０ＭΩ 以上 
１次端子と２次端子間 

……５００ＶＤＣ ２０ＭΩ 以上 
警報出力端子(メカリレ－）と他の２次端子間 

……５００ＶＤＣ ２０ＭΩ 以上 
絶縁耐圧：２次端子と保護導体端子間 

……５００ＶＡＣ  １分間 
１次端子と保護導体端子間 

……１５００ＶＡＣ １分間 
１次端子と２次端子間  

……２３００ＶＡＣ １分間 
※ １次端子：電源端子(Ｌ，Ｎ)，警報出力端子 
 ２次端子：測定入力端子，接点入力端子，通信端子 

 
外郭：前面枠……ＡＢＳ/ＰＣ樹脂、 

ケース及び電源部……普通鋼板 
色：前面枠……黒色（マンセルＮ３．０相当）、 

ケース……グレー（マンセルＮ７．０相当） 
質量：約７．２ｋｇ（４８点入力＋フルオプション時） 
外 形 寸 法 ： ２ ８ ８ Ｈ × ２ ８ ８ Ｗ × ２ ４ ７ ． ６ Ｄ           

(通信、警報、接点付加時は２５０．７Ｄ) 
パネルカット寸法：２８１×２８１ 
取付方法：パネル埋込取付 
時計精度：３０日当たり±２分（基準動作条件下で電源 

ＯＮ/ＯＦＦによる誤差を除く）。 
 
端子ネジ ： 電源端子…………Ｍ４．０   

保護導体端子……Ｍ４．０ 
測定入力端子……Ｍ３．５  

警報出力端子……Ｍ３．５ 
接点入力端子……Ｍ３．５ 
通信端子…………Ｍ４．０ 

■対応規格 
ＥＭＣ指令： ＥＮ６１３２６－１適合（ＣＥ、ＵＫＣＡ） 
 ＣｌａｓｓＡ 
 ＊試験中、±１ｍＶに相当する指示値が変動 
 することがあります。 
低電圧指令： ＥＮ６１０１０－１（ＣＥ、ＵＫＣＡ） 
 ＥＮ６１０１０－２－０３０適合 （ＣＥ、ＵＫＣＡ） 
 過電圧カテゴリーⅡ、汚染度２ 
環境規制： ＲｏＨＳ（ＣＥ、ＵＫＣＡ） 
 環境規制規格：ＥＮ ＩＥＣ６３０００適合 
 （産業用を含む監視および制御機器） 
防塵防滴： ＩＥＣ６０５２９ ＩＰ５４準拠（前面部） 
 ＊取手ゴム足付（オプション）は、 
 ＣＥ、ＵＫＣＡマーク非対応。 

■入力仕様 
測定点数：１２点、２４点、３６点、４８点 
入力種類：フルマルチレンジ 
 直 流 電 圧     …±１３．８mV，±２７．６mV， 

±６９．０mV，±２００mV， 
±５００mV，±２Ｖ，±５Ｖ※， 
±１０Ｖ※，±２０Ｖ※，±５０Ｖ※ 
（※印：分圧抵抗内蔵） 

 直 流 電 流     …シャント抵抗を外付けすることにより対応。 
 熱 電 対     …Ｂ，Ｒ，Ｓ，Ｋ，Ｅ，Ｊ，Ｔ，Ｎ， 

ＮｉＭｏ－Ｎｉ，ＣＲ－ＡｕＦｅ， 
ＰｔＲｈ４０－ＰｔＲｈ２０， 
Ｃ（ＷＲｅ５－ＷＲｅ２６）， 
Ｗ－ＷＲｅ２６，ＰｌａｔｉｎｅｌⅡ，Ｕ，
Ｌ 

測温抵抗体…Ｐｔ１００， 
ＪＰｔ１００，Ｐｔ５０，Ｐｔ－Ｃｏ  

 
レンジ設定：キー操作により、入力種別、範囲を任意設定。 

設定範囲により測定レンジを自動選択。 
 
スケール設定：キー操作により、最小値，最大値，単位を 

任意設定。 
 
精度定格：測定レンジ・精度定格・表示分解能の表参照。 
 
温度ドリフト：±０.０１％ＦＳ／℃［測温抵抗体入力以外 

は、基準レンジ（精度定格表参照）換算］ 
 
測定周期：ＫＲ３Ｐ□０ 約１００ｍｓ／４８点 

ＫＲ３Ｐ□１ 約１ｓ／４８点 
 
基準点補償(RJ)精度：Ｋ，Ｅ，Ｊ，Ｔ，Ｎ， 

ＰｌａｔｉｎｅｌⅡ…±０．５℃以下 
Ｒ，Ｓ，ＮｉＭｏ－Ｎｉ， 
ＣＲ－ＡｕＦｅ， 
Ｃ（ＷＲｅ５－ＷＲｅ２６）， 
Ｗ－ＷＲｅ２６，Ｕ，Ｌ 

……±１．０℃以下 
（ＲＪ内部の場合は、上記誤差を精度に加算） 

 
入力分解能：約１／３２０００（基準レンジ換算） 
 
バーンアウト：熱電対入力及び測温抵抗体入力において、 

入力信号の断線を判定。 
入力毎に、ＵＰ/ＤＯＷＮ/無しの選択可能。 

 
許容信号源抵抗：熱電対入力（バーンアウト無し）・直流 

電圧入力（±２Ｖ以下）…１ＫΩ以下 
直流電圧入力（±５Ｖ～５０Ｖ） 

…１００Ω以下 
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測温抵抗体入力 
（Ｐｔ１００，ＪＰｔ１００） 

…１線あたり１０Ω以下：３線共通 
入力抵抗：熱電対入力…約１ＭΩ 

直流電圧入力…±２Ｖ以下：約１ＭΩ， 
±５Ｖ～５０Ｖ：約１ＭΩ 

 
最大入力印可電圧：熱電対入力（バーンアウト無し）・ 

直流電圧入力（±２Ｖ以下） 
…±１０ＶＤＣ ｍａｘ 

直流電圧入力（±５Ｖ～５０Ｖ） 
…±６０ＶＤＣ ｍａｘ 

熱電対入力（バーンアウト有り）・ 
測温抵抗体入力…±６ＶＤＣ ｍａｘ 
 

測定電流：測温抵抗体入力…約 1ｍＡ 
 

最大コモンモード電圧：３０ＶＡＣ 
 
チャンネル間絶縁耐圧：各チャンネル間１０００ＶＡＣ以上 
   高耐圧半導体リレー使用 

(測温抵抗体のＢ端子はチャンネル間
を内部短絡）。 

 
コモンモード除去比：１２０ｄＢ以上(５０または６０Ｈｚ) 

 
シリーズモード除去比：５０ｄＢ以上(５０または６０Ｈｚ) 

ただし、信号分を含んでノイズのピ
ーク値が基準レンジの１.５倍以下
の場合に限る。 

■記録機能 
内部メモリー容量：５１２ＭＢ(標準仕様) 
 
記録周期： 

秒 0.1,0.2,0.5,1,2,3,5,10,15,20,30 秒 
分 1,2,3,5,10,15,20,30,60 分 

 
記録可能期間（概算）： 

記録点数 記録周期 

12 点 
0.1 秒 1 秒 1 分 
約 12 日 約 4ヶ月 10 年以上 

 
記録情報：測定データ 
・測定データ…登録名， 

記録開始の年月日時分秒，記録周期， 
測定データ，警報情報，マーカテキスト 

・設定パラメータ…全パラメータ 
  

記録測定デ－タ：４バイトバイナリー／１デ－タ 
（最大最小値記録時 ６バイト／１データ） 

 
内部メモリーへの記録方法 
＊下記条件をキ－設定により選択。 

・キー操作 
・トリガ信号（警報発生） 
・日時、曜日によるスタ－ト/ストップ 

＊キー操作，トリガ信号は、プリトリガ可能。 
プリトリガ測定数 
＝９５０データ  

＊ファイル毎に格納チャンネル、記録周期を設定。 
 
記録領域使用量表示：運転画面に各ファイルの記録領域の 

使用量をアイコンで表示。 
 
外部記録媒体：ＵＳＢフラッシュメモリー 

（ＦＡＴ１６，ＦＡＴ３２フォーマット） 
  ※全てののＵＳＢメモリーの動作を保証するものでは

ありません。 
 

■表示仕様 
表示器：１２．１形ＴＦＴカラーＬＣＤ 
（８００×６００ドット：２４６．０ｍｍ×１８４．５ｍｍ） 

トレンド表示色：４８色 任意設定 
 
運転画面：タッチ操作またはＤＩＳＰキ－、左右上下矢印

キー、ＥＮＴＥＲキ－操作にて画面切り替え。 
 
・トレンド表示画面：リアルタイム，ヒストリカル，デュ 

アルトレンドの内１種任意選択。 
（目盛板、指針表示）時間軸方向の縦
／横選択可能。デ－タ表示の有／無選
択可能。スクロール機能有り。 
 

・バ－グラフ表示画面…デ－タ表示の有／無選択可能。 
 
・ デ－タ表示画面…（デ－タ＋タグ＋単位 

＋警報発生ステ－タス） 
 
・警報表示：現在の警報出力状態および警報の発生 

・解除履歴（チャンネル，レベル，発生・解除時刻） 
 
スキップ機能：トレンド表示画面・デ－タ表示画面で、表示

スキップするチャンネルを設定。 
 
スクロ－ル機能：ヒストリカルトレンド表示画面で、カ－ソ

ルの操作により過去のデ－タの参照が可
能。 

・ヒストリカルトレンド…メモリーファイル全領域 
・デュアルトレンド…ヒストリカルトレンドのみ可能。 

 
再生機能（ヒストリカルトレンド）： 

ファイル指定により再生。 
＊スクロ－ル機能による再生 または 時刻指定による再生。 
 
データサーチ機能（ヒストリカルトレンド）： 

警報表示、マーカリストから選択で、 
ヒストリカルトレンド表示。 

 
マーカ表示：キ－操作または接点入力によりマーカをトレン

ド記録上に表示すると共に測定データファイル
に記録。ヒストリカルトレンド上にも表示・記
録可能。 

※マーカテキストの事前登録可能 
（最大５０テキスト，最大３０文字／テキスト）。 

 
表示更新周期：記録周期と同期。 
 
ＬＣＤセ－バ機能：キ－操作を一定時間行わないと、バッ 

クライトを消灯。１～６０分で任意設定。 
 
■ 設定・操作仕様 
操作方法：タッチパネル操作または専用キー操作 
キ－の種類：１４個 

       、     、      、      、 

       、    、    、        、     、 

      、             

タッチパネル仕様 
 方式：アナログ抵抗膜方式 
 耐薬品性：トルエン、トリクロロエチレン、アセトン、ア

ルコール、ガソリン、機械油、アンモニア水、
ガラスクリーナー、マヨネーズ、ケチャップ、
ワイン、サラダ油、食用酢、口紅等 

 

■警報仕様 
設定数：各チャンネル最大４設定 
 
警報種類：上限、下限、差上限、差下限、エラー 
警報メモリー：警報発生／解除時刻、警報種類を記録 
            ＊チャンネル共通で最新の２００個を記録 
警報出力（オプション）：ＭＡＸ２４点 

１２点(ａ接点)、６点(ｃ接点) 

ＤＩＳＰ 

ＳＣＲＯＬＬ ＣＵＲＳＯＲ 

ＭＡＲＫＥＲ ＨＯＭＥ ＭＥＮＵ 

ＥＮＴＥＲ 

ＥＳＣ 

ＳＴＡＲＴ ＳＴＯＰ 

方向キー(上下左右) 
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〇測定レンジ・精度定格・表示分解能 
 
 

 
Ｋ，Ｅ，Ｊ，Ｔ，Ｒ，Ｓ，Ｂ，Ｎ： 

ＩＥＣ５８４，ＪＩＳ Ｃ１６０２－１９９５ 
 

Ｕ（Ｃｕ－ＣｕＮｉ），Ｌ（Ｆｅ－ＣｕＮｉ）： 
ＤＩＮ４３７１０ 

 
Ｗ－ＷＲｅ２６，ＰｔＲｈ４０－ＰｔＲｈ２０， 
ＮｉＭｏ－Ｎｉ，ＣＲ－ＡｕＦｅ， 
ＰｌａｔｉｎｅｌⅡ：         ＡＳＴＭ 
 
Ｃ（ＷＲｅ５－ＷＲｅ２６）: 

ＪＩＳ ＪＩＳ Ｃ１６０２－２０１５ 

 

入力種類 測定レンジ 基準レンジ 精度定格 表示分解能 

熱 
 
 

 
 

電 
 

 
 

 

対 

Ｋ 

-200.0 ～ 300.0 ℃ ±13.8 mV 

±0.1％ 

±1digit 

0.1 ℃ 

-200.0 ～ 600.0 ℃ ±27.6 mV 0.1 ℃ 

-200 ～ 1370 ℃ ±69.0 mV 1 ℃ 

Ｅ 

-200.0 ～ 200.0 ℃ ±13.8 mV 0.1 ℃ 

-200.0 ～ 350.0 ℃ ±27.6 mV 0.1 ℃ 

-200 ～ 900 ℃ ±69.0 mV 1 ℃ 

Ｊ 

-200.0 ～ 250.0 ℃ ±13.8 mV 0.1 ℃ 

-200.0 ～ 500.0 ℃ ±27.6 mV 0.1 ℃ 

-200 ～ 1200 ℃ ±69.0 mV 1 ℃ 

Ｔ 
-200.0 ～ 250.0 ℃ ±13.8 mV 0.1 ℃ 

-200.0 ～ 400.0 ℃ ±27.6 mV 0.1 ℃ 

Ｒ 
    0 ～ 1200 ℃ ±13.8 mV 1 ℃ 

    0 ～ 1760 ℃ ±27.6 mV 1 ℃ 

Ｓ 
    0 ～ 1300 ℃ ±13.8 mV 1 ℃ 

    0 ～ 1760 ℃ ±27.6 mV 1 ℃ 

Ｂ     0 ～ 1820 ℃ ±13.8 mV 1 ℃ 

Ｎ 

-200.0 ～ 400.0 ℃ ±13.8 mV 

±0.15% 

±1digit 

0.1 ℃ 

-200.0 ～ 750.0 ℃ ±27.6 mV 0.1 ℃ 

-200 ～ 1300 ℃ ±69.0 mV 1 ℃ 

W-WRe26     0 ～ 2315 ℃ ±69.0 mV 1 ℃ 

C(WRe5- 

WRe26) 
    0 ～ 2315 ℃ ±69.0 mV 

±0.2% 

±1digit 

1 ℃ 

PtRh40- 

PtRh20 
    0 ～ 1888 ℃ ±13.8 mV 1 ℃ 

NiMo- 

Ni 

  -50.0 ～ 290.0 ℃ ±13.8 mV 0.1 ℃ 

  -50.0 ～ 600.0 ℃ ±27.6 mV 0.1 ℃ 

   -50 ～ 1310 ℃ ±69.0 mV 1 ℃ 

CR-AuFe    0.0 ～ 280.0 Ｋ ±13.8 mV 0.1 Ｋ 

Platinel 

Ⅱ 

   0.0 ～ 350.0 ℃ ±13.8 mV 

±0.15% 

±1digit 

0.1 ℃ 

   0.0 ～ 650.0 ℃ ±27.6 mV 0.1 ℃ 

    0 ～ 1395 ℃ ±69.0 mV 1 ℃ 

Ｕ 

-200.0 ～ 250.0 ℃ ±13.8 mV 0.1 ℃ 

-200.0 ～ 500.0 ℃ ±27.6 mV 0.1 ℃ 

-200.0 ～ 600.0 ℃ ±69.0 mV 0.1 ℃ 

Ｌ 

-200.0 ～ 250.0 ℃ ±13.8 mV 
±0.1％ 

±1digit 

0.1 ℃ 

-200.0 ～ 500.0 ℃ ±27.6 mV 0.1 ℃ 

-200 ～ 900 ℃ ±69.0 mV 1 ℃ 

 

入力種類 測定レンジ 基準レンジ 精度定格 表示分解能 

直流電圧 

-13.80 ～13.80 mV ±13.8 mV 

±0.1% 

±1digit 

10 μV 

-27.60 ～27.60 mV ±27.6 mV 10 μV 

-69.00 ～69.00 mV ±69.0 mV 10 μV 

-200.0 ～200.0 mV ±200.0 mV 100 μV 

-500.0 ～500.0 mV ±500.0 mV 100 μV 

-2.000 ～2.000 V ±2 V 1 mV 

-5.000 ～5.000 V ±5 V 1 mV 

-10.00 ～10.00 V ±10 V 10 mV 

-20.00 ～20.00 V ±20 V 10 mV 

-50.00 ～50.00 V ±50 V 10 mV 

測

温

抵

抗

体 

Pt100 

-140.0 ～150.0 ℃ 160 Ω 
±0.15% 

±1digit 
0.1 ℃ 

-200.0 ～300.0 ℃ 220 Ω ±0.1% 

±1digit 

0.1 ℃ 

-200.0 ～850.0 ℃ 400 Ω 0.1 ℃ 

JPt 

100 

-140.0 ～150.0 ℃ 160 Ω 
±0.15% 

±1digit 
0.1 ℃ 

-200.0 ～300.0 ℃ 220 Ω ±0.1% 

±1digit 

0.1 ℃ 

-200.0 ～649.0 ℃ 400 Ω 0.1 ℃ 

Pt50 -200.0 ～649.0 ℃ 220 Ω 
±0.1% 

±1digit 
0.1 ℃ 

Pt-Co     4.0 ～374.0 K 220 Ω 
±0.15% 

±1digit 
0.1 K 

入力種類 測定レンジ 精度定格 

Ｋ，Ｅ，Ｊ，Ｔ，Ｌ -200 ～ 0 ℃ ±0.2％±1digit 

Ｒ，Ｓ 0 ～ 400 ℃ ±0.2％±1digit 

Ｂ 
0 ～ 400 ℃ 規定外 

400 ～ 800 ℃ ±0.15％±1digit 

Ｎ，Ｕ -200 ～ 0 ℃ ±0.3％±1digit 

W-WRe26 
0 ～ 100 ℃ ±4％±1digit 

100 ～ 400 ℃ ±0.5％±1digit 

PtRh40-PtRh20 
0 ～ 300 ℃ ±1.5％±1digit 

300 ～ 800 ℃ ±0.8％±1digit 

CR-AuFe 
0 ～ 20 Ｋ ±0.5％±1digit 

20 ～ 50 Ｋ ±0.3％±1digit 

Pt100 700 ～ 850 ℃ ±0.15％±1digit 

Pt-Co 4 ～ 50 Ｋ ±0.3％±1digit 

注）基準動作条件における精度。熱電対入力（ＲＪ内部）は、基準点補償精度は含まない。 

Ｐ ｔ１０ ０      ：ＩＥＣ７５１（１９９５）， 
       ＪＩＳ Ｃ１６０４－２０１３ 
ＪＰｔ１００：ＪＩＳ Ｃ１６０４－１９８１， 
       ＪＩＳ Ｃ１６０６－１９８９ 
Ｐ ｔ ５ ０      ：ＪＩＳ Ｃ１６０４－１９８１ 
 

 

〇精度定格の例外 

注）ＥＭＣ指令のテスト条件で最大１ｍＶに相当する指示が変動する場合があります。 

※ＣＥ該当機種のみ適用 
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E-mail: inter@chino.co.jp 
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